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㸯 基本的࡞事項 

 

㸦㸯㸧 鰺ヶ沢⏫の概況 

 

 自然的、歴史的、社会的、経済的諸条件の概要 ࢔

 

   ձ 自  然 

 

当⏫ࡣ、青森┴西部㸦໭緯 40度 26分～48分、東経 140度 4分～20分㸧࡟఩置ࡋ、໭ࡣ日本海

を望ࡳ、༡ࡣ秋⏣┴、東ࡿࡀࡘࡣ市、弘前市、西目ᒇᮧ、西ࡣ深浦⏫࡜そࢀࡒࢀ隣接ࡋ、┴都青

森市ࡼ࠾、ࡣ࡛ࡲそ 60㎞、ࡲた津軽自動車道柏㹇㹁及び青森空港ࡣ࡛ࡲ、そࡼ࠾ࢀࡒࢀそ 20㎞

ࡽ࠿ 50㎞の距㞳࡟あࠋࡿ 

⏫の総面積343.08、ࡣk ㎡࡜広大࡛、東西ࡼ࠾࡟そ 22㎞、༡໭ࡼ࠾ࡣそ 40㎞࡟及び、そのう

ち森林原㔝ࡼ࠾ࡀそ 8割を占ࡵ、その多くࡣ国᭷林㸦林㔝面積比約 70％㸧࡛あࠋࡿ 

市街地ࡣ海岸線࡟沿࡚ࡗᖏ状࡟形成࡚ࢀࡉい࠿࡯ࡿ、⏫土を四分ࡿࡍ形࡛流ࡿࢀ赤石川㸦44.6

㎞㸧、中ᮧ川㸦44.9㎞㸧、鳴沢川㸦17.2㎞㸧の 3流域ࡼ࠾࡟そ 40の集落ࡀ散ᅾ࡚ࡋいࠋࡿ 

鳴沢川流域の鰺ヶ沢ྎ地࡜岩木山麓一ᖏࡣ比較的ࡗࡲ࡜ࡲた農地ࡀ広࡚ࡗࡀいࡶࡿのの、他の

2 河川の流域ࡣ⊃ᑠ࡞ᖹ坦地࡟集落࡜水⏣ࡀ形成ࡲ、ࢀࡉた周辺ࡣ࡟標高 100ｍ⣭の山並ࡀ迫ࡾ

土地利用࡟大࡞ࡁ制約ࡀ課࡚ࢀࡉいࡿ状況࡟あࠋࡿ 

気候ࡣ、日本海࡟面ࡋた海岸部࡛ࡣ対馬海流の影響࡛積雪ࡣ比較的少࡞いࡶのの、岩木山麓࠿

 ࠋࡿ豪雪地ᖏ࡛あࡣ山間部ࡿ⮳࡟ⓑ神山系ࡽ

当⏫ࡣ、土地利用や気候等自然条件の制約ࡣ厳ࡋいࡶのの、雄大࡞日本海、津軽を象ᚩࡿࡍ⚽

峰岩木山、世界自然遺産ⓑ神山地࡜その奥地を源流ࡿࡍ࡜清流赤石川࡝࡞、四Ꮨᢡࠎの変化࡟富

 ࠋࡿい࡚ࡋࡽたࡶ多くの恩恵を࡟地域一ᖏ、ࡣ資源࡞豊富ࡿࡍ派生ࡽ࠿ࡽࢀそ、ࡋ自然を᭷ࡔࢇ

 

土地利用の状況              ༢఩㸸ha 

༊分 総面積 ⏣ ⏿ 宅地 山林 その他 

面積 34,308 2,179 1,471 328 27,765 2,565 

割合 100.0％ 6.3％ 4.3％ 1.0％ 81.0％ 7.4％ 

資料㸸ᖹ成 22ᖺ 国調総括表 

 

ղ 歴  史 

 

津軽郡中ྡᏐࠕ、ࡣ࡚ࡋ࡜のࡶࡿࢀ文献ୖ࡛表ࡀ鰺ヶ沢ࠖの地ྡࠕ 㸦ࠖ1536ᖺ、室⏫時代㸧࡜い

うグ録ࡀ最࡚ྂࢀࡉ࡜いࡀࡿ、そࢀ以前の 1491 ᖺ࡟、津軽藩の始祖࡜仰ࡿࢀࡀ大浦光信公ࡀ種

㔛の地࡟入部ࡋたࡀ࡜ࡇ契機ࡾ࡞࡜、そのྡࡀ歴史࡟刻ࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࢀࡲたࠋ 

藩政時代ࡣ࡟、津軽藩の御用港࡚ࡋ࡜全国各地を結ࡪ໭前船࡛賑わい、その繁栄ࡣࡾࡪ弘前࡟

次ࡉ࡜ࡄえいわ࡝࡯ࡿࢀ隆盛を極ࡵ、その証ᕥ࡚ࡋ࡜当時のୖ方文化ࡀ流入ࡋた࡜思わࡿࢀ痕跡
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、ࡣ࡟た、⏫ෆࡲࠋࡿい࡚ࡁ࡚ࢀࡀ⥅けཷ࡟影響を୚え現代࡟の生活文化ࠎ人、ࡾṧ࡟ෆ各所⏫ࡀ

数多くの寺院、神社の࠿࡯遺跡、遺構等ࡀᏑᅾࠕ、࠿࡯ࡿࡍⓑඵ幡宮大祭ࠖ࡟代表ྂࡿࢀࡉ式ゆ

伝統芸能や固ࡿ伝わࡽ࠿くྂ࡟鰺ヶ沢甚ྃࠖ等の民謡、農ᮧ地域࣭山ᮧ地域ࠕい伝統行事やࡋ࠿

᭷の農山ᮧ文化等ࠎ、多様ࡘ࠿貴㔜࡞民俗的資源、文化財ࡀṧ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

ࡇࡿࡍ来を理解⏤࣭ࢀた流ࡋ࡜連綿、ࡾ地域の歴史や文化等を深く知、ࡣࠎᡃࡿࡁ生࡟の地ࡇ

対࡟㸦特性㸧や、地域ࡉࡋࡽ⏫当、࡛࡜ࡇࡴ伝え育࡟大ษ࡚ࡋ࡜のࡶࡿを価値あࢀた、そࡲ、࡜

 ࠋࡿあࡀ㈐務ࡿࡍᢎ⥅࡜࡬ᮍ来࡚ࡗࡶ、ࡋ自៏㸧を見出、ࡾ矜持㸦誇ࡿࡍ

 

 ճ 社会࣭経済 

 

歴史的ࡣ࡚ࡘ࠿、ࡶ࡟津軽藩の御用港࡚ࡋ࡜全国各地を結ࡪ໭前船ࡀ㢖繁࡟出入ࡋࡾ、日本海

交易࡛の繁栄を極࡚ࡵいたࡶのの、廃藩置┴、陸ୖ交通の発㐩等࡚ࡗࡼ࡟徐࡟ࠎ⏫の姿ࡣ、海ୖ

輸㏦ࡽ࠿漁業のᣐ点࡜࡬変㑄ࡁ࡚ࡋたࠋ 

当⏫ࡣ、明治 22ᖺの市制࣭⏫ᮧ制施行࡟伴い、青森、黒石、୕ 戸、ඵ戸࡟ࡶ࡜࡜⏫制を施行ࡋ、

以降、津軽西部の政治、経済の中心地࡚ࡋ࡜歩ࡁ࡛ࢇたࡲࠋた、昭和 30 ᖺࡣ࡟鰺ヶ沢⏫、舞戸

ᮧ、赤石ᮧ、中ᮧ、鳴沢ᮧの 1⏫ 4ヶᮧࡀ合併࡚ࡋ、現ᅾの鰺ヶ沢⏫ࡀ誕生ࡋたࠋ⏫ᮧ合併ࡼ࡟

࡚ࡋ࡜食料総合生産地ࡿࡍ࡜農林水産業を᰾ࡽ࠿の漁業主体の産業構造࡛ࡲࢀそ、ࡣの姿⏫࡚ࡗ

変貌を遂ࡆ現ᅾ࡚ࡗ⮳࡟いࠋࡿ 

当⏫の総人口ࡣ、⏫ᮧ合併時㸦昭和 30ᖺ㸧の 23,026人㸦国勢調査㸧ࡽ࠿、一㈏࡚ࡋ減少基調

を辿ࡾ、昭和 50ᖺࡣ࡟ 18,086人、ᖹ成 22ᖺࡣ࡟ 11,449人࡛ࡲ࡟減少ࡋ、少子高齢化ࡀ顕著࡜

࡟࡝࡞い࡞少ࡀ就労の場ࡿ魅力あ࡟ෆ及び近隣市⏫ᮧ⏫、ࡣ࡚ࡋ࡜要因࡞ࡁの大ࡇࠋࡿい࡚ࡗ࡞

あ࡟ప఩ࡶ出生数࡛࡜ࡇい࡞少ࡀⱝい世代ࡿ育࡚ࡳを産ࡶ࡝子࡟増ຍ、必然的ࡀ外流出者⏫ࡾࡼ

 ࠋࡿࢀࡉ予想࡜のࡶく⥆ࡣ人口減少の傾向ࡶ今後、ࡾ

ࡿࡀࡘ、ࡋ広域化࡟ࡶ࡜࡜主要ᖿ線道の整備඘実、ࡣた、近ᖺ、住民の日常生活࣭行動範ᅖࡲ

市、஬所川原市等࡟立地ࡿࡍ大型店舗集積エリࡾࡼ࡜ࡶࡣ࢔、弘前市等࡬の経済効果㢠㸦域ෆ消

費㸧の流出ࡀ見ཷけࢀࡽ、⏫ෆ࠾࡟けࡿ商業等の波及所得ࡣపୗ傾向࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

自然環境を背ᬒࡋ࡜た農林水産業を中心ࠕ、࡟岩木山ࠖや、ࠕⓑ神山地ࠖ等の地域資源࡟恵ࢀࡲ

࡚い࣮࢟ࢫ、ࡽ࠿࡜ࡇࡿ場、ࣇࣝࢦ場のレ࣮ࣕࢪをࡵࡌࡣ、各種森林体験等、ᚑ前ࡾࡼリࢺ࣮ࢰ

やࢢリ࣮ン࣭࣮ࢶリ࣒ࢬ等体験型観光の推進等、地域の特性や特長を踏ࡲえた様࡞ࠎ産業振興策

࢜࢖ࣂ、㸦風力࣮ࢠ再生ྍ能エネࣝ、࡚ࡋ࡜産業分㔝࡞᭷力、ࡣ近ᖺ、࠿࡯のࡇࠋたࡁ࡚ࡵດ࡟

環境࣭エ、ࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡽ見ཷけࡶ࡛ࣝ࣋民間レࡀたྲྀ組事例ࡋ水力、ኴ陽光等㸧を活用、ࢫ࣐

ネ࣮ࣝࢠ課題解決産業の要素や時代の流ࢀを的確࡟捉え、ࡘ࠿当⏫の地域性ࡋࢳࢵ࣐࡟た新た࡞

産業振興策の構築㸦立地条件や時代の潮流を踏ࡲえた環境ビࢪネࢫの展開㸧ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 
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 ける過疎の状況࠾当⏫に ࢖

 

ձ 人口の動向 

 

当⏫の人口ࡣ、⏫ᮧ合併時㸦昭和 30ᖺ㸧の 23,026人㸦国調㸧ࡽ࠿、一㈏࡚ࡋ減少基調を辿ࡾ、

昭和 50ᖺࡣ࡟ 18,086人、ᖹ成 22ᖺࡣ࡟ 11,449人࡜減少の一途を辿࡚ࡗいࠋࡿその大࡞ࡁ要因

ࡽ考えࡀ増ຍ࡞外流出者の大幅⏫ࡿࡼ࡟࡝࡞࡜ࡇい࡞少ࡀ就労の場、࡜出生数の減少、ࡣ࡚ࡋ࡜

 ࠋࡿࢀ

人口の推移 

༢఩:人 

༊ 分 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 

0-14ṓ 5,830 4,735 3,994 3,615 2,984 2,357 1,875 1,464 1,155 

15-64ṓ 11,139 11,563 11,273 10,373 9,230 8,570 7,969 7,217 6,346 

65ṓ以ୖ 1,470 1,788 2,135 2,393 2,685 3,150 3,707 3,981 3,948 

総 数 18,439 18,086 17,402 16,381 14,899 14,077 13,551 12,662 11,449 

資料㸸国勢調査 

 

ղ ࡛ࡲࢀࡇの対策と成果 

 

当⏫ࡣ、旧過疎法ࡾࡼ࡟昭和 45ᖺ度ࡽ࠿昭和 54ᖺ度࡛ࡲ過疎地域の指定をཷけ、その後昭和

55ᖺ度ࡽ࠿昭和 58ᖺ度ࡣ࡛ࡲ経過措置団体ࡲ、࡚ࡋ࡜たᖹ成 2ᖺ࡟施行ࢀࡉた過疎地域活性化

特別措置法ࡾࡼ࡟、ᖹ成 2ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 11ᖺ度࡛ࡲ再び過疎地域の指定をཷけ、通算 24ᖺ間࡟

わたࡾ過疎対策事業を推進ࡁ࡚ࡋた経緯ࡀあࠋࡿ 

生活環境࣭医療、࡜ࡿを施策別࡛見ࢀࡇ、49,942ⓒ万෇࡛、ࡣの間の事業費総㢠ࡇ 34％、交通

通信体系 22％、教育文化施設 22％、産業振興 生活࣭産業活動の基、ࡶ中࡛ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜18％

┙࡛あࡿ道路整備࡟力点を置ࡁ事業を展開ࡋたࡾࡼ࡟࡜ࡇ、⏫道改良率ࡀ ࡽ࠿2.9％ 、࡬73.6％

舗装率ࡀ ࡽ࠿0.8％ ẖࡀ防災行政無線、ࡶい࡚࠾࡟通信体系の整備ࠋたࡋ向ୖ࡟大幅࡜࡬74.6％

戸࡟設置ࢀࡉたࡾࡼ࡟࡜ࡇ、日本海中部地震㸦昭和 58 ᖺ㸧の㝿ࡣ࡟住民の避㞴誘ᑟ等情報ᥦ供

 ࠋたࡋ威力を発揮࡟

のうちᖹ成ࡇ、たࡲ 2 ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 11 ᖺ度࡛ࡲの過疎地域活性化特別措置法࡟基づく事業費

総㢠ࡣ 36,044 ⓒ万෇࡛、ࢀࡇを施策別࡟見࡜ࡿ生活環境 33％、教育文化施設 22％、産業振興

21％、交通通信体系  ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜18％

代表的࡞実施事業を分㔝別࡟例示ࡎࡲ、࡜ࡿࡍ教育文化分㔝࡛ࡣ、環日本海交流及び文化芸術࣭

学習創作活動のᣐ点࡚ࡋ࡜日本海ᣐ点館の建設をࡵࡌࡣ、舞戸ᑠ学校の新築、中学校の大規模改

造㸦2校㸧、ᒇෆ温水࣮ࣝࣉの建設、集会施設等教育࣭文化࣭体育施設等の整備ࢀࡉ࡞ࡀたࠋ 

生活環境分㔝࡛ࡣ、公共ୗ水道、農業集落排水、公営住宅の新築࣭建替え࡝࡞、生活及び住宅

環境の整備ࡀ㔜点的࡟行わࢀたࠋ 

ࡉ、ࢀࡉ࡞ࡀの整備࣮ࢱンࢭ総合保健福祉࡚ࡋ࡜保健福祉のᣐ点、ࡣた、高齢者福祉分㔝࡛ࡲ
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の種苗生ࣘ࢔、の建設࣮ࢱンࢭࢫ࢖ࣛ、⥆⥅漁港修築等基┙整備事業の、ࡣ産業分㔝࡛、ࡣ࡟ࡽ

産࣭中間育成࣭養殖施設の整備や、観光࣭レクリエ࣮ࢩョン部門࡚ࡋ࡜大高山総合公園及び長ᖹ

青少ᖺ旅行ᮧの整備ࡀ挙ࠋࡿࢀࡽࡆ 

各分㔝の諸施設の、ࡵࡌࡣ網の඘実をࢫࢭク࢔ࡿࡍ関連࡜生活࣭産業基┙の整備、࡟うࡼのࡇ

整備、観光関連部門࠾࡟けࡿ積極的࡞事業展開ࡾࡼ࡟、徐ࡣ࡛࡟ࠎあࡀࡿ経済活動の基礎条件や

住民の生活環境水準ࡀ向ୖࡋ、地域社会の基礎的条件ࡀ整いࡘࡘあࡗたࡀ、成熟化ࡋた社会の中

ࢀࡽ見ཷけࡀ効果発現࡞のの顕著ࡶࡿいࡣ࡚ࡵດ࡟是ṇ、ࡋᏑᅾ࡚ࡋ࡜依然ࡣの᱁差࡜中央ࡣ࡛

い人口の࡞࠿ࡁࡀࡵ歯Ṇ、ࡎࡽわ࠿࠿ࡶ࡟向け࡚のດ力࡟の脱༷ࡽ࠿過疎地域ࠋࡿあ࡟い状況࡞

減少࡜ⱝᖺ層の⏫外࡬の流出、著ࡋい高齢化の進行等ࡿࡼ࡟活力のపୗ、産業振興等経済活動の

停࡜⁫㞠用環境のᝏ化、ୗ水道等生活環境基┙の整備᱁差、ࡣ࡟ࡽࡉ財政状況のᝏ化等、解消ࡍ

ᖹ成、ࡽ࠿࡜ࡇいた࡚ࡗᶓたわ࡚ࡋ࡜厳然ࡀ課題ࡁ࡭ 12 ᖺ࡟過疎地域自立促進特別措置法ࡼ࡟

ᖹ成、ࡾ࡞࡜࡜ࡇࡿ過疎地域の指定を再度ཷけࡿ 12ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 26ᖺ度࡛ࡲ過疎対策事業を実

施ࡋたࠋ因࡟ࡳ、過疎地域自立促進特別措置法࡟基づくᖹ成 12 ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 26 ᖺ度࡛ࡲの 15

ᖺ間の過疎対策の実績࡛ࡣ総㢠࡛ 13,919 ⓒ万෇、ࡇのうち生活環境の整備ࡀ 7,492 ⓒ万෇㸦全

体の 53.8％㸧࡛最ࡶ多く、交通通信体系の整備等ࡀ 2,687ⓒ万෇㸦全体の 19.3％㸧、産業の振興

ࡀ 1,389ⓒ万෇㸦全体の 10.0％㸧ࡽࢀࡇ、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜㸱ࡘの施策࡟㔜点的࡟投資࡚ࡋいࠋࡿ 

 

ճ 今後の見通ࡋ等 

 

地域間交流の必要性࡜活発化、I㹁㹒等の発㐩、人ࠎの価値観の変容࡜多様化等、大ࡁく変わࡾ

の࡚ࡋ࡜農山漁ᮧ地域、ࡎࡽࡲ࡝࡜࡟の機能࡚ࡋ࡜過疎地域、ࡣ⏫社会情勢の中࡛、当ࡿあࡘࡘ

側面ࡶあࠕ、ࡽ࠿࡜ࡇࡿ多様࡛美ࡋい風᱁あࡿ生活空間の創造 を創造ࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖いࣛࡋ新ࠕࠖ、

の役割࡚ࡋ࡜地域ࡿࡍ 価値࣭࡞新た、࡝࡞方ࠖࡾのᅾ࡚ࡋ࡜過疎地域ࡿけ࠾࡟長ᑑ高齢社会ࠕࠖ、

意義࣭役割を担うࡀ࡜ࡇ出来ࡿ地域性を保᭷ࡾ࠾࡚ࡋ、そࡽࢀ機能促進のたࡵの体制づくࡶࡾ新

た࡞課題࡚ࡁ࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

基ᖿ産ࡁ⥆ࡁ引、ࡣい࡚࠾࡟産業分㔝、ࡽࡀ࡞ࡋ巻く動向を注視ࡾ今後の当⏫をྲྀ、ࡵのたࡇ

業࡛あࡿ農林水産業の基┙整備や、自然環境を活ࡋ࠿たリࢺ࣮ࢰ型観光、ࢢリ࣮ン࣭࣮ࢶリ࣒ࢬ

の推進等を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、新た࡞試࡚ࡋ࡜ࡳコミュニテ࢕ビࢪネ࡝࡞ࢫෆ発型産業の振興を図ࡿ

、ࡵ地域の自立性を高、ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡍ㞠用創出を目指࡞新た࡜地域経済の活性化、࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇ

個性豊࡛࠿魅力あࡿ地域づくࡾを進ࡿࡵ必要ࡀあࠋࡿ 

⏫ෆ࠾࡟い࡚基ᖿ産業の成長を図ࡿたࡣ࡟ࡵ、既Ꮡ産業の維持、強化、向ୖ、安定を図࡜ࡇࡿ

を第一࡟捉え、埋࡚ࢀࡶい࡝࡞ࣀࣔ、ࢺࣄࡿの資源の掘ࡾ起ࡋࡇをࡲたࡣ、磨ࡆୖࡁを進࡜ࡿࡵ

い࡚ࡗ࡞࡜㔜要ࡀく事࡚ࡋ挑戦࡟創出࡜のྲྀ組࡬た産業ࡗ࠿࡞た、出来ࡗ࠿無࡛ࡲࢀࡇ、࡟ࡶ࡜

 ࠋࡿ

環境対策㸦公共ࡿࡼ࡟ࡳ組ࡾのྲྀ࡬࣮ࢠた生活環境の整備や省エネࣝࡋ配慮࡟た、自然環境ࡲ

ୗ水道の整備、産業廃棄物処理、ࡳࡈ対策、エネ࣮ࣝࢠの᭷効活用࡜地球温暖化防Ṇ、リ࢖ࢧク

ࣝの推進㸧を進࠿࡯ࡿࡵ、失わࡘࡘࢀあࡿ地域コミュニテ࢕の維持や自治組⧊の育成、地域経営

の視点ࡿࡼ࡟実践活動㸦住民自治の඘実࡟関ࡿࡍ方策、た࡜えࠕࡤ地༊力点検 集落点検ࠕࠖ、 等ࠖ㸧
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を奨励ࡋ、長ᑑ高齢社会࡟対応ࡋた地域づくࡾを進ࡿࡵたࡵ、医療࣭保健࣭福祉分㔝࠾࡟けࡿ住

民ࡀ主体ࡾྲྀ࡚ࡗ࡞࡜組ࡴ地域活動を支援࡝࡞ࡿࡍ、特色あྲྀࡿ組を進࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ並行ୖ࡚ࡋ

グ関連のࢺࣇࢯ࣭ࢻ࣮ࣁ両面の対策ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、今後ࡶ、時代の要請や、諸般の社会経済情勢の変化࣭ニ࣮࡟ࢬ対応ࡋたྲྀ組

ୖ、ࡀࡿࢀࡽࡵ求ࡀ グ࡟掲ࡆた施策を展開࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ、住民自ࡀࡽ地域࡟誇ࡾや価値を見

出ࡋ、住民自ࡀࡽ地域づく࡟ࡾ参⏬࣭行動ࡿࡍ体制やࢫࢩテ࣒づくࡾを進ࡵ、真࡟地域の自立࡜

活性化の実現࡟向けた過疎対策࡟ດࡿࡵ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

ウ 社会経済発展の方向の概要 

 

ձ 産業構造の変化 

 

 ⏫の産業構造を産業別就業者比率࡛࡜ࡿࡳ、ᖹ成 22ᖺ国勢調査࠾࡟い࡚ࡣ、第 1次産業就業

者人口ࡀ 23.8％、第 2次産業就業者人口ࡀ 18.5％、第 3次産業就業者人口ࡀ い࡚ࡗ࡞࡜58.2％

ᮧ合併時㸦昭和⏫ࠋࡿ 30ᖺ国勢調査㸧࠾࡟い࡚ࡣ、第 1次産業࡟ᚑ事ࡿࡍ人口ࡀ 59.1％࡛あࡾ、

ᖹ成 22ᖺ࡜比較࡜ࡿࡍ ࡜ࡇいࡋ厳ࡀ巻く環境ࡾ農林水産業をྲྀ、ࡾ࠾࡚ࡋ以ୖ減少ࢺン࢖࣏30

を伺うࡀ࡜ࡇ出来ࠋࡿ 

第 2次産業、第 3次産業ࡘ࡟い࡚ࡣ、昭和 30ᖺ࡜比較࡜ࡿࡍそࢀࡒࢀ増ຍ࡚ࡋいࡀࡿ、就業

者の㞳職のࡎࡽ࡞ࡳ、労働力を吸཰ࡿࡍ産業集積ࡀ無い࡝࡞、地域ෆの㞠用機会ࡀ皆無࡟等ࡋい

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜た結果ࡵ求࡬㞠用の場を⏫外ࡽ࠿࡜ࡇ

  

ղ 地域の経済的࡞立地特性 

 

秋⏣┴大間越ࡽ࠿の一般国道 101号線ࡀ東西を走ࡾ、接ࡿࡍ┴道弘前線ࡀ主要ᖿ線道路の役割

を果࡚ࡋいࠋࡿᖹ成 26ᖺ津軽自動車道柏 ICࡀ開通ࡋたࡾࡼ࡟࡜ࡇ、東໭自動車道ࡣ࡛ࡲ 50分

程度࡛到㐩࡛ࡁ、┴都青森市ࡣ࡛ࡲ 70分程度࡛あࠋࡿ 

ン⣭岸壁ࢺン⣭岸壁、2千ࢺ5千、ࡣ七㔛長浜港ࡿた、青森┴日本海側࡛唯一の物流港湾࡛あࡲ

を各 く、安ࡍ日本海特᭷の気候の影響をཷけやࡣ冬期間、ࡀࡿい࡚ࡋ及び公共ୖᒇを᭷ࢫ࣮ࣂ1

全࡞入出港ࡀ厳ࡋい状況࡟あࡾ、産業立地構想ࡀ停࡚ࡋ⁫いࡿ状況࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

 

ճ 社会経済的発展の方向の概要 

 

生産労働者の⏫外࡬の転出防Ṇ、⏫外ࡽ࠿の移住࣭定住促進のたࡵ生活基┙ࡿ࡞࡜、௙事づく

ࡋ地域資源を活用࡞豊富࡜農林水産物の活用࡞高品質、ࡾ最㔜要課題࡛あࡀ㞠用の場の創出࣭ࡾ

た観光コンテンࢶの創出、࡟ࡽࡉ企業ࡀ持ࡘᢏ術力等強ࡳを生ࡋ࠿た࡜ࡈࡋづくࡲ、ࡾた、環境

づくࡾを目指ࡋ、ᮍ来を担うࡶ࡝ࡇたちࡀ、鰺ヶ沢⏫࡛生ࢀࡲ、希望を持࡚ࡗ成長ࡋ、その希望

を࡛࡜ࡉࡿࡩ実現࡛ࡼࡿࡁう、妊娠、出産、子育࡚等一連のࣛࢫࣇ࢖テ࣮ࢪの඘実を進ࡿࡵ必要
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 ࠋࡿあࡀ

首都圏࠾࡟けࡿ移住࣭定住推進のྲྀ組を行う࡟ࡶ࡜࡜、誰ࡀࡶ安心࡚ࡋ暮ࡽせࡿ௙組ࡳ作ࡀࡾ

必要࡛あࡾ、移住や定住を推進ྲྀࡿࡍ組ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

 

 

㸦㸰㸧 人口及び産業の推移と動向 

 

ձ 人口の推移と動向 

 

  当⏫の人口ࡣ、⏫ᮧ合併時㸦昭和 30ᖺ㸧の 23,026人㸦国調㸧ࡽ࠿、一㈏࡚ࡋ減少基調を辿ࡾ、

昭和 50ᖺࡣ࡟ 18,086人、ᖹ成 22ᖺࡣ࡟ 11,449人࡛ࡲ࡟減少ࡋたࠋ 

 人口問題研究所の推計ࡇ、࡜ࡿࡼ࡟のࡲࡲ何ࡽ手を打た࡟ࡎ推移ࡋた場合 13ᖺ後のᖹ成 40ᖺ頃

25ᖺ後、ࢀࡉ予想ࡀ࡜ࡇࡿ老ᖺ人口をୗ回、ࡀ生産ᖺ齢人口ࡍ財政㈇担の中心的役割を果た、ࡣ࡟

のᖹ成 52ᖺ㸦2040ᖺ㸧45.5、ࡣ࡟%減の 5,997人࡟人口ࡀ落ち込࡜ࡴ予想࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

ࡀ高校༞業者の大半、ࡽ࠿࡝࡞࡜ࡇい࡞少ࡀ就労の場࡟ෆ及び近隣市⏫ᮧ⏫、ࡣ要因࡞ࡁの大ࡇ 

⏫外࡟転出࡝࡞ࡿࡍ、社会移動ࡿࡼ࡟減少数ࡀ自然増ຍ数を大幅ୖ࡟回ࡾ⥆け࡚いࡶࡿࡼ࡟࡜ࡇࡿ

の࡛あࠋࡿ 

 ᖺ齢構成࡛ࡣ、出生率のపୗ࡟ຍえⱝᖺ層の流出ࡀ⥆い࡚いࡽ࠿࡜ࡇࡿᖺࠎ高齢化ࡀ進ࡳ、ⱝᖺ

者(15～29 才)比率ࡣᖹ成 22 ᖺ࡛ ᖹ均の┴࡜11.1％ 13.8％をୗ回ࡿ一方、高齢者(65 才以ୖ)比率

ᖹ成、ࡣ 22ᖺ࡛ ᖹ均の┴࡜34.5％ 25.8％を大幅ୖ࡟回ࡿ状況࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

 ᖹ成 22ᖺの男女別構成比率を⏫全体࡛࡜ࡿࡳ男 46.5％、女 53.5％࡛あࡾ、女子ୖࡀ回࡚ࡗいࠋࡿ

ᖺ齢㝵層別࠾࡟い࡚ࡶ、ᖺ少人口㸦15 才ᮍ満㸧࡛ࡣ男 48.7％、女 51.3％࡛女子ୖࡀ回࡚ࡗいࠋࡿ

た、生産ᖺ齢人口㸦15～64ࡲ 才㸧࡛ࡣ男 49.0％、女 老ᖺ人口(65࡟ࡽࡉ、51.0％ 才以ୖ)࡛ࡣ男

38.5％、女 ࢀ全体のそ┴、ࡣい࡚ࡘ࡟男女別構成比率ࠋࡿい࡚ࡗ回ୖ࡟男子を大幅ࡀ女子࡜61.5％

 ࠋࡿい࡚ࢀ表࡟顕著ࡀ女性のᖹ均ᑑ命の伸長࡚ࡋ࡜く、特ᚩ࡞ࡣ異࡞極端࡜

 

ղ 産業の推移と動向 

 

  当⏫の産業構造ࡣ農林水産業を主体࡟推移ࡁ࡚ࡋたࡽࢀࡇ、ࡽ࠿࡜ࡇ第 1次産業の動向ࡀ⏫経済

 ࠋࡿを୚え࡚いࢺクࣃン࢖強い࡚ࡵわࡁ࡟

 産業構造の状況をᖹ成 8 ᖺ࡜ᖹ成 24 ᖺの⏫ෆ総生産࡛比較࡜ࡿࡍ、ᖹ成 8 ᖺ࡛ࡣ第 1 次産業

10.9％、第 2次産業 25.1％、第 3次産業 63.9％の構成比࡚ࡗ࡞࡜いࡀࡿ、ᖹ成 24ᖺࡣ࡟第 1次産

業 6.8％、第 2次産業 9.2％、第 3次産業 第、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜84.0％ 1次産業及び第 2次産業の࢖࣏

ンࢺのపୗࡀ第 3次産業ࡿࡍࢺࣇࢩ࡬状況࡚ࡗ࡞࡜いࡽࢀࡇࠋࡿのࡣ࡜ࡇ、長ᖺ地域産業の中᰾࡜

いた第࡚ࡋ牽引࡚ࡋ 1次産業の構成比ࡀ著ࡋくపୗࡋ、産業構造の形骸化ࡀ懸念࡟ࡶ࡜࡜ࡿࢀࡉ、

地域の特色を生ࡋ࠿た産業振興㸦㸯次産業ࡀ 2次産業࡟波及ࡋ、結果 3次産業ࡶ潤う࡜いういわゆ

ࡿ 1次喪2次喪3次㸻6次産業化等のྲྀ組展開㸧の阻害要因࡞ࡡ࠿ࡾ࡞ࡶ࡟い状況࡟あࠋࡿ 

昭和、ࡣい࡚ࡘ࡟た、産業別就業人口ࡲ  45ᖺ࡜ᖹ成 24ᖺを比較࡜ࡿࡍ、昭和 45ᖺࡣ総就業者数 
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ࡀ 8,325人࡛、うち第 1次産業 4,427人㸦53.2%㸧、第 2次産業 1,126人(13.5%)、第 3次産業 2,772

人(33.3%)࡛、ᖹ成 24ᖺ࡛ࡣ総就業者数ࡀ約㸴割の 4,973人࡛、第 1次産業 1,171人(23.6%)、第 2

次産業 857人㸦17.2%㸧、第 3次産業 2,945人㸦59.2%㸧࡜、実数࡛࡜ࡿࡳ第 2次産業及び第 3次産業

の就業者数ࡀ増ຍ傾向࡟あࡀࡿ、第 1次産業࠾࡟けࡿ就業者数の減少ࡀ著ࡋく、⏫外࡬の人口流出

第、ࡶ࡚ࡳࡽ࠿比率ࡿࡵ占࡟た、総就業者ࡲࠋࡿ総就業者数の減少を招い࡚い࡚ࡗ相俟࡜ 1次産業

 ࠋいࡋ著ࡀのపୗࢺン࢖࣏ࡿけ࠾࡟

 総就業者数の減少ࡘ࡟い࡚ࡣ、第 1次産業࠾࡟けࡿ就業者の㞳職ࡔけ࡛࡞く、労働力を吸཰ࡿࡍ

産業集積ࡀ十分࡛࡞い࡝࡞、偏࡟地域ෆの㞠用機会ࡀ皆無࡟等ࡋいࡀ࡜ࡇ直接的࡞要因࡛あࡾ、必

然的࡟㞠用の場を⏫外࡬求ࡵ、⏫全体の人口流出㸦減少㸧࡜いう結果を招い࡚いࠋࡿ 

 今後の産業構造の動向ࡣ࡚ࡋ࡜、⏫ෆ総生産࡛ࡣ第 1次産業分㔝㸦特࡟農業㸧࠾࡟けࡿ経営の大

規模、集約化ࡀ進ࡶࡴのの、全体的࡟大࡞ࡁ変化ࡎࢀࡽࡳࡣ推移࡚ࡋいくࡶの࡜推察ࠋࡿࢀࡉ一方、

就業者数࡛ࡣ、ᚑ事者の高齢化ࡀ進ࡲ、ࡳた新規就業者ࡶあࡾࡲ期待࡛࡞ࡁいࡽ࠿࡜ࡇ、第 1次産

業のᚑ事者࡟ࡽࡉࡣ減少࡚ࡋいくࡶの࡜推察ࠋࡿࢀࡉ 

 

 

 

表㸯－㸯  㸦㸯㸧人口の推移㸦国勢調査㸧 

༊      分 

 

昭和 35ᖺ 昭和 40ᖺ 昭和 45ᖺ 昭和 50ᖺ 昭和 55ᖺ 

実  数 実  数 増減率 実  数 増減率 実  数 増減率 実  数 増減率 

 

総      数 

人 

22,123 

人 

20,504 

％ 

 7.3 ڹ

人 

18,439 

％ 

 10.1ڹ

人 

18,086 

％ 

 1.9ڹ

人 

17,402 

％ 

 3.8 ڹ

 

0ṓ～14ṓ 

 

8,811 

 

7,337 

 

 16.7ڹ

 

5,830 

 

 20.5ڹ

 

4,735 

 

 18.8ڹ

 

3,994 

 

 15.6ڹ

 

15ṓ～64ṓ 

 

12,223 

 

11,889 

 

 2.7 ڹ

 

11,139 

 

 6.3 ڹ

 

11,563 

 

3.8 

 

11,273 

 

 2.5 ڹ

 うち 15ṓ～29 

ṓ      (a) 

 

4,886 

 

4,351 

 

 10.9ڹ

 

3,674 

 

 15.6ڹ

 

3,887 

 

5.8 

 

3,406 

 

 12.4ڹ

 

65ṓ以ୖ  (b) 

 

1,089 

 

1,278 

 

17.4 

 

1,470 

 

15.0 

 

1,788 

 

21.6 

 

2,135 

 

19.4 

㸦㹟㸧/ 総  数 

ⱝᖺ者比率 

％ 

22.1 

％ 

21.2 

 

― 

％ 

19.9 

 

― 

％ 

21.5 

 

― 

％ 

19.6 

 

― 

㸦㹠㸧/ 総  数 

高齢者比率 

％ 

4.9 

％ 

6.2 

 

― 

％ 

8.0 

 

― 

％ 

9.9 

 

― 

％ 

12.3 

 

― 
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༊      分 

 

昭和 60ᖺ ᖹ成 2ᖺ ᖹ成 7ᖺ ᖹ成 12ᖺ ᖹ成 17ᖺ 

実   数 増減率 実   数 増減率 実  数 増減率 実   数 増減率 実  数 増減率 

 

総      数 

人 

16,381 

％ 

 5.9 ڹ

人 

14,899 

％ 

 9.0ڹ

人 

14,077 

％ 

 5.5 ڹ

人 

13,551 

％ 

 3.7  ڹ

人 

12,662 

％ 

 6.6 ڹ

 

0ṓ～14ṓ 

 

3,615 

 

 9.5 ڹ ڹ

 

2,984 

 

 17.5ڹ

 

2,357 

 

 21.0 ڹ

 

1,875 

 

 20.4 ڹ

 

1,464 

 

 21.9 ڹ

 

15ṓ～64ṓ 

 

10,373 

 

 8.0 ڹ

 

9,230 

 

 11.0ڹ

 

8,570 

 

 7.2 ڹ

 

7,969 

 

 7.0  ڹ

 

7,217 

 

 9.4 ڹ

 うち 15ṓ～29 

ṓ      (a) 

 

2,067 

 

 19.9ڹ

 

2,067 

 

 24.3ڹ

 

1,959 

 

 5.2 ڹ

 

1,921 

 

 1.9  ڹ

 

1,687 

 

 12.2 ڹ

 

65ṓ以ୖ  (b) 

 

2,393 

 

12.1 

 

2,685 

 

12.2 

 

3,150 

 

17.3 

 

3,707 

 

17.7 

 

3,981 

 

7.4 

㸦㹟㸧/ 総  数 

ⱝᖺ者比率 

％ 

16.7 

 

― 

％ 

13.9 

 

― 

％ 

13.9 

 

― 

％ 

14.2 

 

― 

％ 

13.3 

 

― 

㸦㹠㸧/ 総  数 

高齢者比率 

％ 

14.6 

 

― 

％ 

18.0 

 

― 

％ 

22.4 

 

― 

％ 

27.4 

 

― 

％ 

31.4 

 

― 

 

 

༊      分 

 

ᖹ成 22ᖺ 

実   数 増減率 

 

総      数 

人 

11,449 

％ 

 9.6 ڹ

 

0ṓ～14ṓ 

 

1,155 

 

 21.1 ڹ

 

15ṓ～64ṓ 

 

6,346 

 

 12.1 ڹ

 うち 15ṓ～29 

ṓ      (a) 

 

1,273 

 

 24.5 ڹ

 

65ṓ以ୖ  (b) 

 

3,948 

 

 0.8 ڹ

㸦㹟㸧/ 総  数 

ⱝᖺ者比率 

％ 

11.1 

 

― 

㸦㹠㸧/ 総  数 

高齢者比率 

％ 

34.5 

 

― 
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表㸯－㸯  㸦㸰㸧人口の推移㸦住民基本ྎ帳㸧 

༊      分 

 

ᖹ成 12ᖺ 3᭶ 31日 ᖹ成 17ᖺ 3᭶ 31日 ᖹ成 22ᖺ 3᭶ 31日 

実    数 構 成 比 実    数 構 成 比 増 減 率 実    数 構 成 比 増 減 率 

 

総      数 

人 

14,598 

 

― 

人 

13,616 

 

― 

％ 

 6.7 ڹ

人 

12,242 

 

― 

％ 

 10.1 ڹ

 

男 

人 

7,003 

％ 

48.0 

人 

6,443 

％ 

47.3 

％ 

 8.0 ڹ

人 

5,688 

％ 

46.5 

％ 

 11.7 ڹ

 

女 

人 

7,595 

％ 

52.0 

人 

7,173 

％ 

52.7 

％ 

 5.6 ڹ

人 

6,554 

％ 

53.5 

％ 

 8.6 ڹ

 

༊      分 

 

ᖹ成 26ᖺ 3᭶ 31日 ᖹ成 27ᖺ 3᭶ 31日 

実    数 構 成 比 増 減 率 実    数 構 成 比 増 減 率 

総      数 

(外国人住民除く) 

人 

11,153 

 

― 

％ 

 8.9 ڹ

人 

10,881 

 

― 

％ 

 2.4 ڹ

男 

(外国人住民除く) 

人 

5,202 

％ 

46.6 

％ 

 8.5 ڹ

人 

5,073 

％ 

46.6 

％ 

 2.5 ڹ

女 

(外国人住民除く) 

人 

5,951 

％ 

53.4 

％ 

 9.2 ڹ

人 

5,808 

％ 

53.4 

％ 

 2.4 ڹ

参

考 

男㸦外国人住

民㸧 
4人  － 7人   

女㸦外国人住

民㸧 
18人  － 11人   

 

表㸯－㸯  㸦㸱㸧人口の見通ࡋ 
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表㸯－㸯  㸦㸲㸧産業別人口の動向㸦国勢調査㸧 

༊      分 

 

昭和 35ᖺ 昭和 40ᖺ 昭和 45ᖺ 昭和 50ᖺ 昭和 55ᖺ 

実    数 実  数 増減率 実  数 増減率 実  数 増減率 実  数 増減率 

 

総      数 

人 

9,428 

人 

8,749 

％ 

 10.6ڹ

人 

8,325 

％ 

 4.8  ڹ

人 

8,085 

％ 

 2.9 ڹ

人 

8,200 

％ 

1.4 

第一次産業 

就業人口比率 

％ 

67.1 

％ 

59.1 

 ％ 

53.1 

 ％ 

48.1 

 ％ 

39.2 

 

第஧次産業 

就業人口比率 

％ 

8.8 

％ 

11.8 

 ％ 

13.5 

 ％ 

17.8 

 ％ 

23.9 

 

第୕次産業 

就業人口比率 

％ 

24.0 

％ 

29.0 

 ％ 

33.2 

 ％ 

33.9 

 ％ 

36.7 

 

 

 

༊      分 

 

昭和 60ᖺ ᖹ成 2ᖺ ᖹ成 7ᖺ ᖹ成 12ᖺ ᖹ成 17ᖺ 

実   数 増減率 実   数 増減率 実   数 増減率 実   数 増減率 実   数 増減率 

 

総      数 

人 

7,477 

％ 

 8.8  ڹ

人 

6,917 

％ 

 7.5  ڹ

人 

6,758 

％ 

 2.3  ڹ

人 

6,326 

％ 

 6.4  ڹ

人 

5,786 

％ 

 8.5  ڹ

第一次産業 

就業人口比率 

％ 

39.6 

 ％ 

37.2 

 ％ 

28.6 

 ％ 

23.9 

 ％ 

24.0 

 

第஧次産業 

就業人口比率 

％ 

20.0 

 ％ 

21.3 

 ％ 

25.9 

 ％ 

26.6 

 ％ 

21.2 

 

第୕次産業 

就業人口比率 

％ 

40.2 

 ％ 

41.5 

 ％ 

45.6 

 ％ 

49.4 

 ％ 

54.7 

 

 

 

༊      分 

 

ᖹ成 22ᖺ 

実   数 増減率 

 

総      数 

人 

5,058 

％ 

 12.6ڹ

第一次産業 

就業人口比率 

％ 

23.2 

 

第஧次産業 

就業人口比率 

％ 

18.8 

 

第୕次産業 

就業人口比率 

％ 

58.0 
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㸦㸱㸧 行財政の状況 

 

 ձ 行政の状況 

 

 当⏫ࡣ津軽藩発祥の地࡚ࡋ࡜知࡜、ࢀࡽく࡟藩政時代ࡣ࡟津軽藩の御用港࡚ࡋ࡜全国各地を結

 ࠋいた࡚ࡋ役割を果た࡞㔜要࡚ࡋ࡜໭前船࡛賑わい、海ୖ交通の門戸ࡪ

 現ᅾの当⏫ࡣ昭和 30ᖺ࡟鰺ヶ沢⏫、赤石ᮧ、中ᮧ、鳴沢ᮧ、舞戸ᮧの㸯⏫ 4ヶᮧࡀ合併࡚ࡋ誕生

伴い、青森、黒石、୕戸、ඵ戸࡟明治㸰㸰ᖺの市⏫ᮧ制施行、ࡣ⏫た旧鰺ヶ沢ࡗ࡞࡜その中心、ࡋ

諸般の社会、ࡀたࡁけ࡚⥆ࡳ歩࡚ࡋ࡜以降津軽西部の政治、経済の中心地、ࡋ制を施行⏫࡟ࡶ࡜࡜

経済情勢等ࡾࡼ࡟その機能、役割ࡣ弱࡚ࡁ࡚ࡗࡲいࠋࡿ 

た将来のࡲ、࡚ࡋ࡜津軽地域経済の活性化の起⇿剤、ࡣい࡚ࡘ࡟た主要施策ࡁ࡚ࡋ実施࡛ࡲࢀࡇ 

津軽日本海ᣐ点港࡚ࡋ࡜期待ࡿࢀࡉ七㔛長浜港の建設要望࡜その利用促進をࡵࡌࡣ、国㝿交流や人

材育成を推進ࡋ、来ࡁ࡭ࡿ環日本海交流࡟向け࡚のࡲちづくࡾを進࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、世界自然遺産ࠕⓑ

神山地ࠖ࡜そࢀを源流ࡿࡍ࡜赤石渓流エリ࢔や、津軽を象ᚩࡿࡍ⚽峰ࠕ岩木山ࠖ࡟隣接ࡿࡍ長ᖹ高

原エリ࢔を中心࡟リࢺ࣮ࢰ型観光施設の整備促進等、⏫の地域特性を十分࡟活ࡽࡀ࡞ࡋ࠿、津軽広

域経済圏࠾࡟けࡿ一地域࡚ࡋ࡜の役割やその機能ᣑ大࡟ດࡁ࡚ࡵたࠋ 

ࡳ組ࡾのྲྀ࡬࣮ࢠた生活環境の整備や省エネࣝࡋ配慮࡟自然環境、ࡣ࡚ࡋ࡜た、その他の施策ࡲ

地球温࡜の᭷効活用࣮ࢠ対策、エネࣝࡳࡈ、環境対策㸦公共ୗ水道の整備、産業廃棄物処理ࡿࡼ࡟

暖化防Ṇ、リ࢖ࢧクࣝの推進㸧を進࠿࡯ࡿࡵ、失わࡘࡘࢀあࡿ地域コミュニテ࢕の維持や自治組⧊

の育成、地域経営の視点ࡿࡼ࡟実践活動㸦住民自治の඘実࡟関ࡿࡍ方策、た࡜えࠕࡤ集落点検 等ࠖ㸧

を奨励࡟ࡽࡉ、ࡋႚ緊の課題࡛あࡿ長ᑑ高齢社会のඛ㥑け࡚ࡋ࡜の地域づくࡾを進ࡿࡵたࡵ、保健࣭

福祉分㔝を包含ࡋた住民ࡀ主体ࡾྲྀ࡚ࡗ࡞࡜組ࠕࡴ生ࡀࡁい活動ࠖを支援࡝࡞ࡿࡍ、特色あࡿ対策

を積極的࡟推進࡚ࡋい࡛ࢁࡇ࡜ࡿあࠋࡿ 

増ຍのࡣ地域住民の行政需要、࡟た社会経済情勢の変化を背ᬒࡋ近ᖺ、複雑化࣭多様化、ࡋ࠿ࡋ  

一途を辿ࡾ、その一方࡛ࡣ、多㢠の⏫債ṧ高を抱えࡽࡀ࡞厳ࡋい財政㐠営を強いࡲ、ࢀࡽた地方交

付税や⏫税等の落ち込៏ࡾࡼ࡟ࡳ性的࡞自主財源୙足の財政構造を呈ࡋ予断を許࡞ࡉい状況ࡀ⥆く

ࡵ求ࡀ行財政の㐠営࡞効率的࣭合理的ࡾࡼࡣ࡚ࡗあた࡟今後の施策の実施、ࡵたࡿࢀࡉ想定࡜のࡶ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽ

 

 ղ 財政の状況 

 

  当⏫࠾࡟けࡿᖹ成 26ᖺ度ᬑ通会計の決算㢠ࡣ、ṓ入総㢠 72億 2,703万෇、ṓ出総㢠 70億 9,808

万෇࡛、実質཰支ࡀ㸯億 1,145万෇࡜㸱ᖺ連⥆࡛黒Ꮠ決算ࡗ࡞࡜た㸦ṓ入ṓ出ࡣ、対前ᖺ度比そࢀ

ࢀࡒ 3.6％、5.3％の増㢠ࡗ࡞࡜たࡀ、主ࡶ࡞のࡣ国庫࣭┴支出金等の増࡛あࡾ、消費税率ࡗࡀୖࡀ

たࡿࡼ࡟࡜ࡇ社会保㞀財源ࡀ増㢠ࢀࡉたࡶの࡛あࡿ㸧ࠋ当⏫の財政ࡣ、ᖹ成 24ᖺ度ᮎࡰ࡯、ࡣ࡛ࡲ

底をࡘい࡚いた財政調整基金ࡶ、人件費ࢺࢵ࢝等の徹底ࡋたṓ出削減ࡾࡼ࡟、ᖹ成 26ᖺ度ᮎࡣ࡟ 1

億 6,000万෇࡛ࡲ増㢠ࡀ࡜ࡇࡿࡍ出来たࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋ、災害等緊急時の支出࡟備えࡿたࡲࡣ࡟ࡵ

必要࡛あࡀ࡜ࡇࡿࡵ行い財政基┙を固ࡾ࠿ࡗࡋ財政㐠営をࡶ今後、ࡎࡽ࠾࡚ࡋ㐩࡟健全化の数値ࡔ
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 ࠋࡿ

ᖹ成、ࡽ࠿࡜ࡇいࡁ大ࡀ公債費の㈇担ࡿࡍ起因࡟た大型建設事業ࡋ実施࡟た、過去ࡲ  19ᖺ度ࡣ࡟

ᬑ通会計࡛赤Ꮠ決算ࡾ࡞࡜、ᖹ成 21ᖺ度ࡣ࡟赤Ꮠ㢠ࡀ 44,467万෇࡛ࡲ膨ࡗࡀୖࢀたࡀ、後財政健

全化対策を実施ࡋ、ᖹ成 24ᖺ度ࡣ࡟黒Ꮠ決算ࡘࡂࡇ࡟けたࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋ、実質公債費比率ࡣ依然

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿあた࡟財政㐠営࡚ࡗࡶ将来展望をࡶ今後、ࡵたࡿあ࡛ࡲࡲ高い࡚ࡋ࡜

 

表㸯－㸰  㸦㸯㸧市⏫ᮧ財政の状況                      㸦༢఩㸸千෇㸧 

༊              分 ᖹ成 12ᖺ度 ᖹ成 17ᖺ度 ᖹ成 22ᖺ度 ᖹ成 25ᖺ度 

ṓ  入  総  㢠  㸿 

  一  般  財  源 

  国  庫  支  出  金 

都道府┴支出金 

  地  方  債 

        う ち 過 疎 債 

  そ  の  他 

ṓ  出  総  㢠  㹀 

  義  務  的  経  費 

  投  資  的  経  費 

          うちᬑ通建設事業 

  そ  の  他 

  過 疎 対 策 事 業 費 

ṓ入ṓ出差引㢠  㹁㸦㸿－㹀㸧 

翌ᖺ度࡬繰越ࡁ࡭ࡍ財源  㹂 

  実質཰支  㹁－㹂 

8,815,102 

5,947,450 

347,496 

610,810 

1,442,600 

618,700 

466,746 

8,723,811 

3,683,849 

1,841,092 

1,800,740 

3,198,870 

878,334 

91,291 

141 

91,150 

7,327,779 

5,984,097 

285,120 

329,287 

236,489 

98,600 

492,786 

7,288,856 

3,924,589 

392,983 

319,747 

2,971,284 

100,511 

38,923 

4,681 

34,242 

7,582,953 

4,675,124 

1,054,802 

413,541 

649,200 

116,200 

790,286 

8,001,180 

3,828,471 

875,858 

815,796 

3,296,851 

392,283 

 418,227ڸ

3,663 

 421,890ڸ

6,977,710 

4,508,762 

487,870 

420,346 

791,500 

372,700 

769,232 

6,741,408 

3,341,159 

252,644 

206,691 

3,147,605 

213,707 

236,302 

146,621 

89,681 

財  政  力  指  数 

公 債 費 ㈇ 担 比 率 

実 質 公 債 費 比 率 

起 債 制 限 比 率 

経 常 ཰ 支 比 率 

将 来 ㈇ 担 比 率 

地 方 債 現 ᅾ 高 

0.191 

27.1 

― 

15.7 

89.7 

― 

20,629,503 

0.18 

30.2 

20.7 

12.7 

98.7 

― 

17,000,244 

0.178 

21.8 

24.1 

― 

96.8 

275.3 

12,278,605 

0.179 

17.6 

19.7 

― 

 95.2 

237.4 

11,000,943 

表㸯－㸰  㸦㸰㸧主要公共施設等の整備状況 

༊              分 
昭和 45 

ᖺ度ᮎ 

昭和 55 

ᖺ度ᮎ 

ᖹ成 2 

ᖺ度ᮎ 

ᖹ成 12 

ᖺ度ᮎ 

ᖹ成 22 

ᖺ度ᮎ 

ᖹ成 25 

ᖺ度ᮎ 

市  ⏫  ᮧ  道 

  改  良  率  㸦％㸧 

  舗  装  率  㸦％㸧 

耕地㸯ha当たࡾ農道延長㸦ｍ㸧 

林㔝㸯ha当たࡾ林道延長㸦ｍ㸧 

水  道  ᬑ  及  率 㸦％㸧 

水  洗  化  率 㸦％㸧 

人口千人当たࡾ病院、 

診療所の病床数  㸦床㸧 

 

2.9 

0.8 

89.0 

2.8 

66.7 

― 

 

8.9 

 

52.0 

46.0 

74.7 

8.0 

77.4 

0.1 

 

11.8 

 

69.8 

-70.1 

46.2 

5.1 

85.3 

0.8 

 

16.4 

 

74.2 

74.1 

23.6 

10.7 

88.2 

32.8 

 

11.1 

 

82.6 

82.6 

 

16.1 

89.5 

48.1 

 

10.4 

 

82.7 

86.3 

 

16.1 

89.5 

56.0 

 

10.6 
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㸦㸲㸧 地域の自立促進の基本方針 

 

ձ 地域の将来像 

 

  当⏫࡛ࡣ、旧過疎法の適用をཷけ長ᖺ࡟わたࡾ地域の振興࣭活性化࡟資ࡿࡍ各種事業を実施࡚ࡋ

生活環境の整備、交通通信体系の、ࡣ࡚ࡋ࡜向けた対策࡟᱁差是ṇや自立促進ࠋࡿあ࡛ࢁࡇ࡜たࡁ

整備、産業振興の基┙づくࡾ、教育文化の振興等ࢻ࣮ࣁ事業を中心࡟実施ࡋ、地域間交流等ࢺࣇࢯ

分㔝ࡘ࡟い࡚ࡶ積極的࡟推進࡝࡞ࡿࡍ、地域の活性化࡟向けたྲྀ組を実施ࡁ࡚ࡋたࠋ 

、中࡛ࡿあࡀい制約ࡋ厳ࡣ཯面、立地条件や社会条件࡛ࡿい࡚ࢀࡲ恵࡟自然環境࡞࠿豊、ࡋ࠿ࡋ

基礎的࡞社会基┙設備や産業基┙の整備を中心࡟推進ࡁ࡚ࡋたࡶのの、地域産業の振興࣭再構築等

た⏫外流ࡋ࡜ⱝᖺ層を中心、ࡵいた࡞出来ࡀ࡜ࡇࡿ㞠用機会のᣑ大を図、ࡽ࠿࡜ࡇࡿᮍ解決࡛あࡀ

出ࡀ⥆い࡚いࡇࠋࡿのࡼう࡞状況を背ᬒ࡟人口構成࠾࡟い࡚少子高齢化ࡀ一層深刻化ࡋ、地域活力

のపୗを招い࡚いࠋࡿ賑わいを創出ࡿࡍたࡎࡲ、ࡣ࡟ࡵ、魅力あࡿ㞠用の場及び所得の確保、ⱝᖺ

層の⏫外流出防Ṇを図ࡿたࡵ、ຍᕤ商品の製造等産業の振興を࡛ࡲࢀࡇ以ୖ࡟積極的࡟展開ࡿࡍ必

要ࡀあࠋࡿ 

当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、地域の理想的࡞将来像の目標࡚ࡋ࡜、豊࡞࠿自然࡜共生ࡋ、快適࣭安全࡛活力

、༶ち、人口流出防Ṇや定住促進ࠋࡿい࡚ࡋその実現を目指ࡆを掲ࡾちづくࡲいࡋ優࡟満ちた人࡟

高齢者や児童その他の保健及び福祉の向ୖ及び医療の確保、生活環境の整備、交通通信体系の整備、

情報化及び地域間交流等を推進ࡋ、そのල体的࡞施策の展開を図ࡿ必要ࡀあ࡟ࡽࡉࠋࡿ、豊࡞࠿自

然環境࡟恵ࢀࡲた当⏫ࡣ、多様࡛新ࡋいࣛࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖の創出を実現࡛ࡿࡁ農山漁ᮧ地域࡚ࡋ࡜の

役割機能を発揮ࡋ、持⥆ྍ能࡞ᚠ環型社会形成࡟向けた関連施策を展開ࡀ࡜ࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

ຍえ࡚、地域づくࡾの᰿ᖿをࡍ࡞人材の育成ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域ෆ࡟コ࣮࢕ࢹネ࣮࣮ࢱ的࡞役割を

果たࡍ人材を確保࣭育成ࡀ࡜ࡇࡿࡍ肝要࡛あࡽࢀࡇ、ࡾ人材ࡀ産業の振興をࡵࡌࡣ福祉、教育、文

化、生涯ࢶ࣮࣏ࢫ、地域間交流、集落機能の強化等広範࡞分㔝࡟わたࡿ様࡞ࠎ課題ࡾྲྀ࡟組ࢫࢩࡴ

テ࣒づくࡀࡾ求࡟ࢀࡇࠋࡿࢀࡽࡵ関連࡚ࡋ、᭷能࡞人材࣭リ࣮ࢲ―を育成࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ、特࡟

地域࠾࡟い࡚ႚ緊の課題ࡶ࡜言えࡿ、住民を主体ࡿࡍ࡜地域づくࡾ㸦地域経営の視点ࡿࡼ࡟実践活

動㸧や、コミュニテ࢕の維持、自治組⧊の育成࡝࡞住民自治の඘実࡟関ࡿࡍ方策の実践等ࠎを担う

 ࠋࡿࢀࡽࡵ求ࡀ࡜ࡇ

 当⏫࠾࡟い࡚ࡇ、ࡣのࡼう࡞様࡞ࠎ地域課題࡟対応࡭ࡍく、今後ࡶ࡜自立促進࡟結びࡘくࢻ࣮ࣁ

事業の展開ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、様࡞ࠎ面࠾࡟い࡚民間の活力や࢔ࢹ࢖࢔を積極的࡟活用ࡘࡘࡋ、優ඛ的࡟

推進ࡿࡍ緊急対策࡚ࡋ࡜、観光及び地域産業振興のຓ成、路線ࢫࣂ等の維持確保や実態࡟༶ࡋた地

域公共交通の確立、災害࡟強い地域を目指ࡍ地域防災力の向ୖ、安心࡚ࡋ子ࡶ࡝を産ࡳ育࡚࡜ࡇࡿ

地域医療確ࡍ体制構築を目指࡞総合的ࡵ子育࡚支援、医師確保を含࡞基本的࡜ࡾ環境づくࡿࡁ࡛ࡀ

保対策等、各種ࢺࣇࢯ事業㸦過疎地域自立促進特別事業㸧のᑟ入を図ࡶࡿのࠋࡿࡍ࡜ 

  以ୖを踏ࡲえ、当⏫࠾࡟けࡿ自立促進のたࡵの基本的࡞方向ࡣ࡚ࡋ࡜、住民一人ࡀࡾ࡜ࡦ地域࡟

対ࡿࡍ愛着࡜誇ࡾをࡶち、そ࡚ࡋ郷土愛の醸成を図ࡾ、積極的ࡘ࠿自発的ࡲ࡟ちづくࡾྲྀ࡟ࡾ組ࡴ

幅広い交流を積極࡟鮮明ࡾࡼ、を掛けࡁ磨ࡿ࡞ࡽࡉ࡟資源࡞࠿豊ࡿࡍ保᭷ࡀ地域、ࡾࡼ࡜ࡶࡣ࡜ࡇ

的࡟進ࡵ、活力࡜魅力あ͆ࡿあࡉࡀࡌわ͇のᮍ来像をᥥく࡜ࡇを理念࡚ࡋ࡜定ࡵ、地域住民自ࡀࡽ
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積極的ࠕ࡟参⏬ た英知の結集、地ࡗ࡞࡜一体ࡀ住民࡜行政、ࡁ体制を築、ࡳ௙組ࡿࡁ༠働࡛ࠖࠕࠖ、

域の自立性向ୖ、個性豊ࠕ࡞࠿あࡉࡀࡌわࠖを目指ࡶࡍのࡋ࡜、以ୗの項目を推奨ࠋࡿࡍ 

 

ղ 地域の基本方針 

 

㸯㸧豊࡞࠿資源と活力を活ࡋ࠿潤うあࡀࡌさわ 

 

生産労働者の⏫外転出防、ࡣ࡟ࡵたࡿせࡉわࠖを実現ࡉࡀࡌ潤うあࡋ࠿活力を活࡜資源࡞࠿豊ࠕ  

Ṇ、⏫外ࡽ࠿の移住࣭定住促進のたࡵ生活基┙࡜ࡈࡋࠕࡿ࡞࡜づく࣭ࡾ㞠用の創出ࠖの施策ࡀ求ࡵ

、の創出ࢶた観光コンテンࡋ地域資源を活用࡞豊富࡜農林水産物の活用࡞高品質、ࡵそのた、ࢀࡽ

ࡍ࡜のࡶࡿࡵを進ࡾづく࡜ࡈࡋࡿた魅力あࡋ࠿生ࢇ࡜ࡇ࡜をࡳ強࡞ࠎᢏ術や様ࡘ持ࡀ企業、࡟ࡽࡉ

 ࠋࡿ

、ࡵດ࡟付ຍ価値の高い農林水産業の振興࡜た生産性ࡋ࠿当⏫の地域特性を生、ࡣた、他方࡛ࡲ

総合食料供給基地࡚ࡋ࡜の優఩性を高࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、地場資源を活用ࡋた産業の創出࡟ຍえ、ᕤ業

の集積を高ࡿࡵたࡵ既Ꮡᕤ業の振興࡜関連企業の誘致࡟ດࡽࡀ࡞ࡵ、七㔛長浜港及び後背地を積極

的࡟活用ࡋ、広く産業交流の࡛ࡿࡁ地域づくࡾを進ࡿࡵ必要ࡀあࠋࡿ 

ࡍや交流居住者を獲得࣮ࢱ࣮ࣆ多くのリ、ࡋ把握࡟を的確ࢬ都市住民のニ࣮ࡿࡍ多様化、࡟ࡽࡉ 

ࢶリ࣮ン࣭ࢢ、型観光開発やࢺ࣮ࢰたリࡋ調和࡜自然ࡽࡀ࡞ࡋ自然環境等地域資源を活用、ࡵたࡿ

࣮リ࣒ࢬ、エコ࣭࣮ࢶリ࣒ࢬ等の体験型観光を進ࡵ、あわせ࡚࣮ࢧビࢫ関連産業の育成࡟ດ࡞ࡿࡵ

ࡋ人口流出を抑制ࡿࡼ࡟就業機会のᣑ大ࡿけ࠾࡟ෆ⏫࡚ࡗࡶ、ࡾ産業構造の多様化࣭高度化を図࡝

࡚いくࡶのࠋࡿࡍ࡜ 

  

●一次産業ࡘ࡟い࡚ࡣ、引ࡁ⥆ࡁその基┙整備を進࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、安定ࡋた生産性の確保ࠕ࡜安

全࣭安心ࠖ志向ࡶ࡟適ษ࡟対応ࡋ、高付ຍ価値を付けたຍᕤ品の製造を進ࠋࡿࡵ 

●地域性を踏ࡲえた製造業等ᕤ業振興を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、関連企業の誘致を戦略的࡟進ࠋࡿࡵ 

●津軽広域経済圏の活性化、ࡲた対岸交易を目指ࡋた七㔛長浜港の早期完成࡜後背地利用の促進

を図ࡿたࡵ、積極的࡟物流࣭産業経済交流の展開を図ࠋࡿ 

●優ࢀた自然、歴史、文化資源等を活用ࡋたリࢺ࣮ࢰ型観光地づくࡾを目指ࡍたࡵ、快適࡞環境、

快適࡞施設づくࡾを進ࢢ、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵリ࣮ン࣭࣮ࢶリ࣒ࢬ、エコ࣭࣮ࢶリ࣒ࢬ等の体験型観光

を推進ࠕ、࡝࡞ࡿࡍあࡉࡀࡌわࠖの特色を活ࡋ࠿た観光振興を図ࠋࡿ 

い産業࣭ࡋ新、ࡵ進࡟置いたྲྀ組を積極的࡟産業連関の推進を念頭ࡘ࠿農商ᕤ連携ࠖ等複合的ࠕ●

起業の創出を模索ࠋࡿࡍ 

●世界遺産ⓑ神山地の保全࡟ດࡽࡀ࡞ࡵ、直接、間接を問わࢀࡇࡎを活用ࡋた新ࡋい産業の創出

を目指ྲྀࡍ組を行うࠋ 

●産業の活性化を図ࡿうえ࡛最ࡶ基本的࢓ࣇ࡞ク࢔ࡿ࡞࡜࣮ࢱクࢫࢭ網ࡘ࡟い࡚ࡣ、高㏿交通ネ

ࡶい࡚ࡘ࡟道等⏫ࡪ集落間を結、ࡾࡼ࡜ࡶࡣᖿ線道ࡪ近隣⏫ᮧを結、ࡋワ࣮クの構築を考慮ࢺࢵ

整備を進ࠋࡿࡵ 

●農林道ࡘ࡟い࡚ࡣ、┴営事業㸦広域農道㸧࡜の連携を考慮ࡋた整備促進࡟ດࠋࡿࡵ 



- 15 - 

 

●産業振興、地域間交流の促進࡟向けた情報通信基┙施設の඘実を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、情報ネࢺࢵワ

࣮クࢫࢩテ࣒の構築࡟ດࠋࡿࡵ 

●自然環境、伝統文化、特産品࡝࡞豊富࡞資源を᭷効࡟活用ࡋ、都市住民等࡜の地域間交流を積極

的࡟推進ࠋࡿࡍ 

●経済的価値を᭷ࡿࡍ各種地域資源を活用ࡋたコミュニテ࢕ビࢪネ࡝࡞ࢫෆ発型産業の創出を目

指࡟ࡶ࡜࡜ࡍ、人材࣭組⧊の育成࡜その支援体制の構築࡟ດࠋࡿࡵ 

 ࠋࡿࡵດ࡟ࡳ組ࡾたྲྀࡋ着目࡟側面࡞食ࠖの安全性や文化的ࠕ࡝࡞地産地消、ࢻ࣮ࣇ࣮ࣟࢫ●

●良好࡞自然環境や美ࡋい農山漁ᮧのᬒ観等を背ᬒ࡟、都市住民を対象ࡋ࡜た複数居住㸦ࢳ࣐ࣝ

࡜ࡿࡍた生活の知恵等㸧のྲྀ組を実施ࢀࡲ育࡟ࡋࡽ㸦地域の暮ࣇ࢖࣮ࣛࣟࢫョン㸧やࢩビテ࣮ࣁ

 ࠋࡿࡵດ࡟産業の創出࡞関連づけた複合的࡜࣒ࢬリ࣮ࢶリ࣮ン࣭ࢢあわせ࡚、࡟ࡶ࡜

●構造改革特別༊域計⏬及び地域再生計⏬等の積極的࡞活用ᑟ入を図࡝࡞ࡿ特色あࡿ産業振興࡟

ດࠋࡿࡵ 

●各産業࡬の支援を積極的࡟進ࡵ、新た࡞産業を創出ࡋ、㞠用の場を確保ࠋࡿࡍ 

 

㸰㸧生ࡁ生ࡁと暮らせる安全࣭安心のあࡀࡌさわ 

 

高齢者や児童その他の保、ࡣ࡟ࡵたࡿࡍわࠖを実現ࡉࡀࡌ安全࣭安心のあࡿせࡽ暮࡜ࡁ生ࡁ生ࠕ  

健及び福祉の向ୖ及び増進࡜医療の確保ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、生活環境の整備、交通通信体系の整備、情報

化及び地域間交流等を推進ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

 高齢者等の福祉対策ࡘ࡟い࡚ࡣ、いࡶ࡛ࡲࡘ住ࢀ័ࡳた環境࡛自立࡚ࡋ生活࡛ࡼࡿࡁう支援体制

を構築ࡋ、௓護予防や認知症対策の推進、健康づくࡾや生ࡀࡁい対策ࡾࡼ࡟、社会参ຍの機会を創

出ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

 少子化対策ࡘ࡟い࡚ࡣ、子ࡶ࡝の健全育成࡜安心࡚ࡋ生ࡳ育࡚ࡿ環境づくࡾを目指ࡍたࡵ、乳幼

児医療給付費ຓ成制度࡟ຍえ、そࢀ以ୖの子ࡶ࡟ࡶ࡝医療費ຓ成制度をᣑ඘ࡋ子育࡚環境を支援ࡍ

 ࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ体制の構築ࡿ

 地域医療࣮ࢧビࢫの඘実࣭確保ࡘ࡟い࡚ࡿࡀࡘ、ࡣ西໭஬広域連合࡜連携ࡋ、引ࡁ⥆ࡁ地域医療

の確保対策を実施ྲྀࡿࡍ組ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

交通࣭通信体系の整、ࡾࡼ࡜ࡶࡣ生活環境の整備、ࡣい࡚ࡘ࡟ࡾ地域づくࡿせࡽ暮࡟た、快適ࡲ 

備、地域公共交通の維持確保、情報化及び地域間交流等の推進を図ࡾ、首都圏をࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ┴外

௙ࡿせࡽ暮࡚ࡋ安心ࡀࡶ誰、ࡋ移住࣭定住推進のྲྀ組を推進、ࡵたࡿせࡉ還流࡟⏫人材を当ࡴ住࡟

組ࡳ造ࡾを進ࡿࡵ生活環境づくࡾや社会環境づくࡾを推進ࠋࡿࡍ 

 

●高齢者や㞀害者等の生ࡀࡁいや社会参ຍ、自立を促ࡍ環境づく࡟ࡾດࠋࡿࡵ 

●௓護予防をࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ生涯を通ࡌた健康づくࡾの推進を図ࠋࡿ 

●安心࡚ࡋ子ࡶ࡝を産࡚࡭ࡍ、ࡳの子ࡶ࡝たちࡀ健や࡟࠿育ࡼࡿࢀࡲう、࡛ࡲࢀࡇの事業のᣑ඘を

図ࡾ、安心ࡋた子育࡚ࡀ出来ࡿ環境づくࡾを推進ࠋࡿࡍ 

●人材の確保࡜、広域的࡞医療࣮ࢧビࢫの連携ࡿࡼ࡟医療の確保࣭඘実を図ࠋࡿ 

●包括ࢫࢩ࢔ࢣテ࣒構築㸦保健࣭医療࣭福祉࣮ࢧビࢫの一ඖ化㸧の推進を図ࠋࡿ 
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●生活基┙を支えࡿ㔜要࡞道路網の整備を促進ࠋࡿࡍ 

●通院や通学、㈙い物等住民生活を支えࡿ地域公共交通㸦路線ࢫࣂ対策等㸧の維持確保を図ࡾ、新

た࡞交通体系の構築を図ࠋࡿ 

●衛生的࡞生活を確保ࡿࡍたࡵ、ୖୗ水道の整備を促進ࠋࡿࡍ  

●⏫民の憩いの場ࡿ࡞࡜公園⥳地等の整備඘実࡟ດࠋࡿࡵ 

●⏫民生活の安全を確保ࡿࡍたࡵ、防災、防犯、交通安全、消防及び救急体制の整備඘実࡟ດࠋࡿࡵ 

●定住促進を図ࡿたࡵ、関連施策㸦⏫営住宅整備㸧の実施࡟ດࠋࡿࡵ 

●豪雪地域、克雪対策を踏ࡲえた雪国の特性を活ࡋ࠿た施策の展開を図ࠋࡿ 

●情報᱁差是ṇや地域間交流のたࡵの情報通信基┙施設の整備඘実࡜㹇㹁㹒ᢏ術の積極的࡞活用を

図ࠋࡿ 

●誰ࡀࡶ快適࡞生活環境を享ཷ࡛ࡼࡿࡁうࣘニ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂンのᑟ入࡟ດࠋࡿࡵ 

●生涯を通ࡋ健康的࡞生活を㏦ࡿたࡵ、生活習័の改善を積極的࡟進ࡵ、地域をあ࡚ࡆ健康増進࡟

向けた環境づくࡾを目指ࠋࡍ 

 

㸱㸧 良好࡛美ࡋい環境と共生ࡍるあࡀࡌさわ 

 

ࡶࡣの調和࡜環境保全や自然、ࡣ࡟ࡵたࡿࡍわࠖを実現ࡉࡀࡌあࡿࡍ共生࡜い環境ࡋ良好࡛美ࠕ 

 ࠋࡿࢀࡽࡵ求ࡀ組ྲྀ࡜向けた方針㸦理念㸧࡟ᚠ環型社会形成࡞持⥆ྍ能ࡿࡍ共生࡜環境、ࡾࡼ࡜

ⓑ神山地を擁࡝࡞ࡿࡍ豊࡞࠿自然環境や広大࡞生活空間を᭷ࡿࡍ当⏫ࡣ、多様࡛美ࡋい風᱁のあ

の役割等の機能性࣭地域性࡚ࡋ࡜場ࡿࡁを実現࡛ࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖いࣛࡋ居住࣭生活空間の創造や新ࡿ

を᭷ࡽ࠿࡜ࡇࡿࡍ、将来࡟わたࡾ地域࣭ࢪ࣮࣓࢖特性を広くᬑ及定着ࡉせࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿ、環境࣭生

活࣭経済ࡀ良好࡟ᚠ環ࢫࢩࡿࡍテ࣒の構築࡝࡞、地域の⊂自性、自立性を高ࡿࡵ対策の推進࡟ດࡵ

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿ

 

●伝統文化や生活の知恵࡟支えࢀࡽᇵわࢀた多様࡞生活様式や風土、生活空間の保護保全を図ࠋࡿ 

●都市住民を対象ࡋ࡜た複数居住㸦ࣁࢳ࣐ࣝビテ࣮ࢩョン㸧のᑟ入検討࡟ດࠋࡿࡵ 

 ࠋࡿい農山漁ᮧᬒ観の保全を図ࡋ環境や美࡞良好ࡴの生態系を含࡚ࡋ࡜の空間ࠖࡋ癒ࠕ●

水ࠕ● 空気ࠕࠖ、 ࡾ四Ꮨの彩ࠕࠖ、 共ࡀ自然࡜人、ࡋ生息ࡀ動植物࡞多様、ࡾをᏲࠎい⥳ࠖ等ࡋ美ࠕࠖ、

生࡛ࡿࡁ環境づくࡾのたࡵのᬑ及活動࡟ດࠋࡿࡵ 

●資源ᚠ環の環境づくࡾや、関連ࡿࡍᢏ術開発のᑟ入推進を図ࠋࡿ 

●廃棄物の減㔞、㸱Ｒ㸦リࢹュ࣮࣭ࢫリ࣮࣭ࣘࢫリ࢖ࢧクࣝ㸧の推進を図ࠋࡿ 

●地域資源を活用ࡋた新エネ࣮ࣝࢠのᑟ入、省エネ࣮ࣝࢠのᬑ及推進等ࠎを図ࠋࡿ 

●廃棄物の適ṇ処理や୙法投棄対策の徹底を図ࠋࡿ 

●公害の࡞い生活環境づくࡾのᬑ及活動を図ࠋࡿ 

●⏫民ࡀ環境࡟対ࡿࡍ理解࡜認識、連携強化を高ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵう環境教育や環境学習の推

進࡟ດࠋࡿࡵ 

●常備消防及び非常備消防ࡘ࡟い࡚ࡣ、設備の඘実を図ࡾࡼ、ࡾ安全、安心࡞住ࡳ良い地域づくࡾ

 ࠋࡿࡵດ࡟
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㸲㸧創造性に富ࡳ地域を支える個性豊࡞࠿人材に満ちたあࡀࡌさわ 

 

多種࡟偏、ࡣ࡟ࡵたࡿࡍわࠖを実現ࡉࡀࡌ満ちたあ࡟人材࡞࠿個性豊ࡿ地域を支えࡳ富࡟創造性ࠕ

多様࡞能力࡜好奇心、積極的࡞思考性を持ࡗた人材ࡀ求ࢀࡽࡵ、その育成ࡀ地域活性化の鍵を握ࠋࡿ      

その᰿底ࡣ࡟、全࡚の住民の思いࡀ尊㔜ࢀࡉ、自己実現のྍ能性を秘ࡵ、住࡛ࢇい࡚愛着や誇ࡾ㸦矜

持㸧ࡀ持࡚ࡿ地域࡜࡬進化ࡀ࡜ࡇࡿࡍ求ࠋࡿࢀࡽࡵ 

࣮ࢱネ࣮࢕ࢹコ࣮࡟地域ෆ、ࡣい࡚ࡘ࡟人材の育成ࡍ࡞の᰿ᖿをࡾ地域づく࣭ࡾちづくࡲ、たࡲ

的࡞役割を果たࡍ人材の確保࡜育成ࡀ㔜要࡛あࡽࢀࡇ、ࡾ人材ࡀ産業、福祉、教育、文化、࣮࣏ࢫ

ࡵ求ࡶࡾ体制づくࡴ組ࡾྲྀ࡟課題࡞ࠎ様ࡿわた࡟分㔝࡞広範࡝࡞地域間交流、集落機能の強化、ࢶ

 ࠋࡿࢀࡽ

ຍえ࡚、᭷能࡞人材࣭リ࣮ࢲ―の育成ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域࠾࡟けࡿ住民を主体ࡿࡍ࡜地域経営の視

点ࡿࡼ࡟実践活動や、コミュニテ࢕の維持、自治組⧊の育成࡝࡞住民自治の඘実࡟関ࡿࡍ方策の実

践等࡟ࠎ結びࡘくࡽ࠿࡜ࡇその確保育成࡟ດࡿࡵ必要ࡀあࠋࡿ 

 

●地域住民のニ࣮࡟ࢬ対応ࡋた生涯学習体制の構築࡟ດࠋࡿࡵ 

●学校施設を࣭ࢶ࣮࣏ࢫ、ࡵࡌࡣ文化学習施設、集会施設等場のᥦ供࡜あわせ施設整備の඘実࡟ດ

 ࠋࡿࡵ

●情報化、国㝿化社会࡟対応ࡋた人材育成࡟結びࡘく地域間交流の推進を図ࠋࡿ 

 ࠋࡿࡵດ࡟高齢者の活躍の機会創出࡞࠿経験豊࡜知識࡞分㔝࡛豊富࡞ࡲࡊࡲࡉ●

●㹓㹈㹇࣮ࢱン等ࡿࡼ࡟人材の確保࡟ດࠋࡿࡵ 

●地域づくࡾ推進員のコ࣮࢕ࢹネ࣮ࢺの࡜ࡶ、⏫ෆ会組⧊、各種地域団体࡜の連携、༠調を図ࡾ、

担い手の掘ࡾ起࡟ࡋࡇດࠋࡿࡵ 

●⏫民主体の地域づくࡾ推進のᣐ点ࡿ࡞࡜地༊振興ࢭン࣮ࢱ㸦公民館㸧、集会施設等の整備促進を

図ࡾ、人材育成の場࡚ࡋ࡜の機能を高ࠋࡿࡵ 

●住民ࡿࡼ࡟財産の保᭷、各種施設の経営管理を促進ࡿࡍたࡵ、㹌㹎㹍法人の設立を奨励ࡋ、住民

参ຍࡿࡼ࡟地域経営、住民自治の推進を図ࠋࡿ 

●各地域の実情を把握ࡿࡍたࡵ集落点検や地༊力点検㸦地༊ࣝ࢝テの活用㸧等を実施ࡋ、⏫ෆ各地

༊の活性化࡟向けたྲྀ組強化を図ࠋࡿ 

●移住定住࡟関ࡿࡍ相談窓口の強化や情報発信、地域住民࡜の連携、㹇㹁㹒を活用ࡋた利便性あ

 ࠋࡿを図ࡾの等の環境づくࡋࡽ暮ࡿ

 

㸳㸧柔軟性に富ࡳ地域間交流ࡀ活発࡞あࡀࡌさわ 

 

い࡚࠾࡟の関ಀ性࡜地域外、ࡣ࡟ࡵたࡿࡍわࠖを実現ࡉࡀࡌあ࡞活発ࡀ地域間交流ࡳ富࡟柔軟性ࠕ

開ᨺࠕ 歓待ࠕࠖ、 、伝統文化、歴史࡞の貴㔜⏫ࡣた一方࡛ࡲ、ࡾあࡀ必要ࡴ風土を育࡞た柔軟ࡗいࠖ࡜

芸能࡜いࡗた地域文化、ⓑ神山地をࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ自然資源等当⏫の魅力を国ෆ外࡟向け広く発信ࡋ、

交流の輪を広ࡿࡆ必要ࡀあࠋࡿ 

地域課࡞ࡲࡊࡲࡉ地域ෆ࡛、ࡣ࡚ࡗあた࡟広く地域活性化対策の実施、ࡵࡌࡣた、過疎対策をࡲ
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題を解決ࡣ࡜ࡇࡿࡍ現実的࡟୙ྍ能࡞たࠕ、ࡵ交流ࠖ࡜いう力、要素をྲྀࡾ込ࡴ必要ࡀあࠋࡿ地域間

交流の推進࠾࡟い࡚ࠕ、ࡣ分け隔࡚࡞く、開ᨺࡿࡍ又ࡣ歓待࡜ࠖࡿࡍいࡗた風土、柔軟性を地域ෆ࡛

育ࡀ࡜ࡇࡴ必要࡛あࠋࡿ 

 

●国ෆ外を問わࡎ各種地域資源を紹௓ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍⏫ࡿࡍの඘実࡟ດࠋࡿࡵ 

 ࠋࡿࡵດ࡟交流促進ࡿࡼ࡟㸧制度のᬑ及活動ࢀ㸦大学生等職業体験実習のཷ入ࣉࢵࢩン࣮ࢱン࢖●

●地域間交流࡜いう概念、効果等のᬑ及定着を図ࠋࡿ 

●異文化理解を深ࡵ、国㝿感覚࡟優ࢀた人材の育成を図ࠋࡿ 

●地域間交流、国㝿交流、海外研修、国㝿༠力事業等の参ຍ機会の創出࡟ດࠋࡿࡵ 

●歴史文化財、芸術文化、学術、ࢶ࣮࣏ࢫ、産業経済等広い分㔝࡛の交流࡟ດࠋࡿࡵ 

 

 

 

㸦㸳㸧 計  ⏬  期  間 

 

の࡛ࡲᖹ成㸱㸱ᖺ㸱᭶㸱㸯日ࡽ࠿ᖹ成㸰㸶ᖺ㸲᭶㸯日、ࡣの過疎地域自立促進計⏬の計⏬期間ࡇ  

㸳箇ᖺ間ࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

 

 

㸦㸴㸧 公共施設等総合管理計⏬との整合 

 

  現Ꮡ࡚࡭ࡍࡿࡍの施設を維持ࡿࡍ事ࡣ財政的ࡶ࡟困㞴࡛あࡀ࡜ࡇࡿ明ⓑ࡛あࡽ࠿࡜ࡇࡿ、既Ꮡ施

設の統合や廃Ṇを含ࡵた全資産㔞の適ṇ化࡟ດࡿࡵ事ࡋ࡜、長期的࡚ࡋ⥆⥅࡟利用ࡿࡍ施設ࡘ࡟い

た、現ᅾ策定中㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度策定㸧の鰺ヶ沢⏫公共施設ࡲࠋࡿࡍ࡜事を基本ࡿ長ᑑ命化を図ࡣ࡚

等総合管理計⏬の基本方針࡟基づࡁ、本計⏬࡜の整合性を図ࡽࡀ࡞ࡾ適ṇ࡞維持管理を実施ࠋࡿࡍ 
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㸰 産業の振興 

 

㸦㸯㸧 農 業 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の農業ࡣ、඾型的࡞中山間地ᖏ࡜いう土地利用࠾࡟い࡚ࡣ୙利࡞条件࡟あࡶࡽࡀ࡞ࡾ、長ᖺ、

水稲を中心࡟広く農業生産ࡀ営ࡲ、ࢀࡲた地༊ࡣ࡚ࡗࡼ࡟㔝菜、果樹を組ࡳ入ࢀた複合経営ࡾࡼ࡟

数ࠎの制約等課題を克服ࡁ࡚ࡋた歴史ࡀあࡋ࠿ࡋࠋࡿ、経済のࣝࣂ࣮ࣟࢢ化の波ࡣ࡟ᢠࡎࢀࡁࡋ、

農産物の輸入政策࡟関ࡿ関税引ࡁୗࡆ等ࡿࡼ࡟情勢ᝏ化ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、当⏫の基ᖿ作目࡛あࡿ米の生

産調整強化࡜連ᖺ࡟わたࡿ価᱁の引ࡁୗࡆや、果樹࣭㔝菜࡟ࡶ࡜市場価᱁のప迷等、当⏫農業をྲྀ

୙透ࡁඛ行࡝࡞ࡿࡍ多様化ࡍࡲࡍࡲࡀࢬ消費者ニ࣮ࡣく、その一方࡛ࡋ厳࡚ࡋ࡜依然ࡣ巻く情勢ࡾ

明࡞状況࡟あࠋࡿຍえ࡚、農家所得の減少等の状況を背ᬒ࡟、農家人口の減少や高齢化の進行࡟歯

Ṇࡎࡽ࠿࠿ࡀࡵ、㐟ఇ農地の発生や、担い手୙足等の課題ࡀ山積ࡋ、地域の農業生産のࡎࡽ࡞ࡳ、

農ᮧ社会の維持ࡉえࡶ危惧࡚ࢀࡉい࡛ࢁࡇ࡜ࡿあࠋࡿ 

の࡚ࡋ࡜分㔝࡞基ᖿ的ࡿけ࠾࡟経済⏫࡚ࡋ࡜依然ࡣ状況の中࡛、農業࡞うࡼのࡇ、ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ  

役割を担ࡘ࠿、ࡾ࠾࡚ࡗ他産業分㔝࡬の୚えࡿ影響ࡶ大ࡁいࡽ࠿࡜ࡇ、自然条件࣭経済情勢等の制

約を克服࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ抜本的࡞対策ࡀ求࡚ࢀࡽࡵい࡛ࢁࡇ࡜ࡿあࠋࡿ 

  当⏫の農家総数ࡣ 788戸㸦ᖹ成 22ᖺ農林業ࢭンࢫࢧ、うち専業 276 戸ࠝ 33.9％ 、ࠞ第 1種兼業 156

戸ࠝ19.8％ 㸧࡛ࠞᖺࠎ減少傾向࡟あࡾ、農業ᚑ事者の減少࡜高齢化ࡀ一層深刻化࡚ࡋいࠋࡿその一方

࡛、㈍売農家 1戸当たࡾのᖹ均経営耕地面積ࡣ水⏣ 166㹟、樹園地 120㹟、⏿地 116㹟࡜、前回調査

、顕著࡛ࡀの移行࡬規模ᣑ大࡟࠿ࡽ明ࡣい࡚ࡘ࡟水⏣、⏿地࡟特ࠋࡿあ࡟ᣑ大傾向ࡀ経営規模ࡾࡼ

経営耕地࡟関ࡣ࡚ࡋ今後ຍ㏿度的࡟再編㸦土地利用型、大規模経営志向の農業経営体࡬の農地集積㸧

 ࠋࡿࢀࡉ予想࡜のࡶࡴ進ࡀ

  一方、ᖹ成 22ᖺ⏫ෆ総生産㸦実㢠࣭市⏫ᮧ民経済計算㸧࡛࡜ࡿࡳ、総㢠 27,561ⓒ万෇のうち第

1 次産業ࡀ 1,777 ⓒ万෇㸦6.4％㸧ࠝ うち農業 1,522 ⓒ万෇㸦5.5％㸧ࠞ、第 2 次産業ࡀ 2,907 ⓒ万෇

㸦10.6％㸧、第 3次産業ࡀ 22,877ⓒ万෇㸦83.0％㸧ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、農業の割合ࡣ他分㔝࡟比࡚ࡋᖺࠎ

減少傾向࡟あࠋࡿ 

  当⏫の農業をྲྀࡾ巻く情勢ࡣ、就業者の高齢化や担い手୙足等ࡀ一層深刻化ࡾ࠾࡚ࡋ、社会経済

情勢の変動࡟対応ࡽࡀ࡞ࡋ基ᖿ産業࡚ࡋ࡜の役割を担ࡁ࡚ࡗたࡀ、依然࡚ࡋ࡜厳ࡋい状況࡟あࠋࡿ 

今後ࡣ、就業者の高齢化、㞳農ࡾࡼ࡟㐟ఇ農地の増ຍࡀ懸念ࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡉ、意欲あࡿ農業者࡜地

域ࡀ一体࡚ࡗ࡞࡜、地域特性を踏ࡲえた安定経営、足腰の強い農業の確立及び農業の᭷ࡿࡍ多面的

機能の持⥆的࡞発揮を図ࡿ必要ࡀあࠋࡿ 
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ղ その対策 

 

農業ࡘ࡟い࡚ࡣ、近ᖺの厳ࡋい農業情勢࡟柔軟࡟対応࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、水稲༢作の農業経営ࡽ࠿優

良࡞㔝菜等を組ࡳ入ࢀた複合経営࡬の移行を促ࡋ、集約的ࡘ࠿効率的࡞高所得࣭高生産性農業の確

立を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、多様化ࡿࡍ消費者ニ࣮࡟ࢬ対応ࡋた生産体制の確立や、産地࡚ࡋ࡜のࣛࣈンࢻ

化࡟ດࡋ࡜࡜ࡇࡿࡵ、そ࡟ࡽࢀ༶応ࡋた㈍売流通戦略を確立ࠋࡿࡍ 

伴う生産性のపୗ、㐟ఇ農࡟ࢀそ࡜た農業者の高齢化の進行ࡋ࡜近ᖺの農業情勢を背ᬒ、࡟ࡽࡉ  

地の発生増ຍ、៏性的࡞担い手୙足等山積ࡿࡍ課題解決ࡘ࡟い࡚ࡣ、認定農業者等中᰾的担い手農

家や生産組⧊の育成支援体制の強化を図ࡶࡿのࠋࡿࡍ࡜ල体のྲྀ組ࡣ࡚ࡋ࡜、各種制度資金࣭研修

制度の優遇措置、⏫農業委員会を中心ࡿࡍ࡜ᚑ来の農地の賃㈚借等利用ᶒ設定の࠿࡯、地域ࡳࡿࡄ

の作業ཷ委クの推進ࡿࡼ࡟担い手࡬の優良農地集積を奨励ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ࡜ 

  その他࡛ࡣ、地域ࡳࡿࡄの土づくࡾ㐠動の実施や、使用済ࢵࢳࢫࣛࣉク適ṇ処理対策、᭷機農業

をࠕࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ安全࣭ 安心࡞農産物の生産 をࠖ目指ࡍ包括的࡞環境保全型農業の実践ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、

付ຍ価値の高い農産ຍᕤ品等の開発㈍売、地域資源を活用ࡋたࢢリ࣮ン࣭࣮ࢶリ࣒ࢬの඘実、観光

等他分㔝࡜の連携ࡿࡼ࡟農家所得の向ୖ対策等࡟ດࠋࡿࡵ 

  以ୖの対策を踏ࡲえ、当⏫࠾࡟けࡿ農業࣭農ᮧの活性化を図ࡿたࡵ、以ୗの施策を推進ࠋࡿࡍ 

 

㸯㸧担い手࡬の農地利用の集積࣭集約化㸦農地中間管理事業の活用推進㸧 

㸰㸧経営所得安定対策制度 

㸱㸧水⏣活用の直接支払交付金制度の推進㸦麦、大豆、飼料用米等の戦略作物の生産者࡬支援、食

料自給率の向ୖを図ࡿ㸧 

㸲㸧多面的機能直接支払制度㸦農業の多面的機能の維持࣭発揮のたࡵの地域活動等࡬の支援㸧 

㸳㸧中山間地域等直接支払交付金制度㸦中山間地域等の条件୙利地域࡜ᖹ地࡜のコࢺࢫ差࡬の支

援㸧 

 

 

㸦㸰㸧 林 業 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の森林面積ࡣ、全⏫土の約 8割ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、そのうち約㸵割ࡀ国᭷林㔝࡛占࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

深࡜森林ࡾࡼ来ྂ、ࡋ森林資源を᭷࡞世界自然遺産ⓑ神山地や岩木山等豊富ࡣ⏫当、࡟うࡼのࡇ  

い関わࡾを持ち、山の恩恵をཷけ発展ࡁ࡚ࡋた経緯を持ࡀࡘ、近ᖺ林業をྲྀࡾ巻く状況ࡣ一層厳ࡋ

担い手࡞పୗ、៏性的ࡶ生産性ࡾࡼ࡟国産材価᱁のప迷等、ࡣい࡚࠾࡟素材生産ࠋࡿい࡚ࡋを増ࡉ

୙足等の㞴題࡜相࡚ࡗࡲ、山林のᨺ置化ࡀ懸念ࠋࡿࢀࡉ 

国の木材ࡀᡃࡽ࠿環境㈇荷等の懸念、ࡁ⥆ࡀ森林の荒廃ࡽ࠿過๫ఆ採ࡣい࡚࠾࡟諸外国、ࡋ࠿ࡋ  

需給状況ࡶ࡟変化ࡀ生࡝࡞ࡿࡌ、森林の機能ࡣ、本来木材供給地࡚ࡋ࡜の役割ࡎࡽࡲ࡝࡜࡟、水資

源の涵養の࠿࡯、地域住民や当⏫を訪ࡿࢀ人࡟ࠎ四Ꮨの変化を伝え、安ࡂࡽを୚え࡝࡞ࡿ人間性回
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᚟の場࡚ࡋ࡜の役割を果た࡚ࡋい࡟ࡽࡉࠋࡿ、地域温暖化の主࡞要因ࡿࢀࡉ࡜஧酸化炭素の抑制࣭

削減㸦ప炭素革命࡬の対応㸧ࡘ࡟い࡚ࡣ、近ᖺ、世界各国共通の課題࡚ࡋ࡜認識࡚ࢀࡉいࢁࡇ࡜ࡿ

役割࣭機能を᭷࡞㔜要ࡿࡍ温暖化を抑制࡝࡞ࡿࡍᨺ出࡚ࡋ࡜酸素ࡋを吸཰ࢀそࡣ森林、ࡀࡿあࡣ࡛

 ࠋࡿい࡚ࡋ

森林の造ࡿ間ఆの促進等活力あ࡟の植林の推進を基本ࡽ࠿ᚑ来、ࡶい࡚࠾࡟⏫今後当、ࡵのたࡇ  

成࡟ດ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、森林資源の持ࡘ多面的࣭公益的機能ࡀ十分࡟発揮࡛ࡼࡿࡁう適ษ࡞管理࡜自

然࡜の調和を基本ࡋ࡜た、新た࡞林業のᅾࡾ方࣭方向性を模索ࡀ࡜ࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

木材価᱁の長期ప迷、林業就業者の減少࣭高齢化の進行等ࡾࡼ࡟依然厳ࡋい状況ࡀ⥆い࡚ࡾ࠾、

森林所᭷者ࡿࡼ࡟管理ࡀ困㞴࡚ࡗ࡞࡟いࡽ࠿࡜ࡇࡿ、森林整備࡟必要࡞担い手の確保࣭育成࡜ࡶࡣ

 ࠋࡿࡵດ࡟࡜ࡇࡿ཰益性の向ୖ等を図、ࡾࡼ

ᖹ成 23 ᖺの森林法改ṇࡾࡼ࡟、森林計⏬制度の見直ࡀࡋ行わࠕ、ࢀ森林経営計⏬制度ࠖࡀ創設ࠋ

森林を面的࡚ࡵ࡜ࡲ࡟集約ࡋ、効率的࡞森林施業の実施ࡾࡼ࡟、持⥆的࡞森林経営࡜森林の᭷ࡿࡍ

多面的機能の発揮をࡽࡡいࡶࡿࡍ࡜の࡛、当⏫࠾࡟い࡚࡟࡛ࡲࢀࡇ、ࡣ㸲༊域㸦長ᖹ、大高山、中

ᮧ࣭鳴沢、赤石㸧の森林経営計⏬を認定࡚ࡋいࠋࡿ㸦計⏬作成主体㸸ࡿࡀࡘ森林組合㸧 

 以ୖの対策を踏ࡲえ、将来的࡞林業の振興࣭活性化を図ࡿたࡵ、以ୗの施策を推進ࠋࡿࡍ 

 

㸯㸧森林経営計⏬の作成促進 

㸰㸧効率的࡞作業路網の整備࣭高性能林業機械のᑟ入ࡿࡼ࡟పコ࡞ࢺࢫ間ఆ作業の実施 

㸱㸧ᮍ利用間ఆ材の᭷効利用 

㸲㸧森林整備の中心的࡞担い手࡛あࡿ森林組合、林業事業体及び林業就業者の連携ࡿࡼ࡟体制強

化 

㸳㸧新規就業者の確保࣭育成 

 

 

㸦㸱㸧 水産業 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の海面漁業ࡘ࡟い࡚ࡣ、周辺海域の来㐟資源㔞の減少㸦主要魚種࡛あࢱࣁࢱࣁ、࢝࢖ࡿ等の

回㐟魚࡬の依Ꮡࡿࡼ࡟弊害㸧࡟ຍえ、外食࣮࢙ࢳン店のప価᱁化や࣮ࣃ࣮ࢫ主ᑟの値決ࡿࡼ࡟ࡵ値

ୗࡆᅽ力の増大ࡿࡼ࡟࡝࡞魚価ప迷、嵩ࡴ生産コࢺࢫ㸦漁船燃料、漁業資材費の高騰㸧、漁業者の高

齢化៏࡜性的࡞担い手୙足ࡿࡼ࡟漁ᮧ活力のపୗ等、依然࡚ࡋ࡜厳ࡋい状況ୗ࡟あࡲࠋࡿた、近ᖺ

の沿岸海域࠾࡟い࡚ࡣ、海水温の大幅࡞変動等、海洋環境のᝏ化ࡀ危惧ࢀࡉ、ኳ然資源の࡟ࡳ㢗ࡿ

海面漁業の危うࡉを露呈࡚ࡋいࠋࡿ 
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い࡚ࡘ࡟その実施、ࡵいた࡞保࡚ࡀ静穏度ࡾࡼ࡟冬Ꮨの波浪の影響、ࡣい࡚ࡘ࡟た、海面養殖ࡲ

 ࠋࡿあ࡟状況࡞困㞴ࡣ

ෆ水面漁業ࡘ࡟い࡚ࡣ、軌道࡟乗ࡗたࢺ࢖ウの養殖ࡁ⥆࡟、近ᖺ࡛ࡣ、ⓑ神山地を源流ࡿࡍ࡜赤

石川の代表魚種࡛あࣘ࢔ࡿの増養殖ࡀ本᱁化ࡋ、┴ෆ各河川向け࡟ᨺ流用ࣘ࢔㸦稚魚㸧を、ࡲた⏫

ෆ飲食店向け࡟食用ࣘ࢔㸦成魚㸧を出荷࡚ࡋいࡘ࡟ࣘ࢔ࠋࡿい࡚ࡣ、増養殖ᢏ術の向ୖ࡜ࡇࡿࡉࡶ

ᨺ流事業、密漁防Ṇ対策等࡞河川環境の整備、適ษ、࡜ࡶの連携༠力の࡜関ಀ機関࣭団体、ࡽࡀ࡞

を⥅⥆的࡟実施ࡋたࡾࡼ࡟࡜ࡇ、一時、減少傾向࡟あࡗた資源㔞の回᚟࡟成ຌࡋたࠋそୖ࡚ࡋグྲྀ

組ࡣ、赤石川の金ࣘ࢔を求ࡵ㐟漁者ࡀ増ຍ࡝࡞ࡿࡍ観光面࠾࡟い࡚ࡶ一定の成果をࡶたࡋࡽ、今後

の地域振興、地域経済活性化の起⇿剤࡚ࡋ࡜期待࡚ࢀࡉい࡛ࢁࡇ࡜ࡿあࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

海面漁業の振興ࡘ࡟い࡚ࡣ、᱂ᇵ漁業ࡼ࠾び漁場の整備を推進࡚ࡋ漁業生産の向ୖ、及び、生産

資源の価値、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵດ࡟魚価の向ୖ࡚ࡋ一連の過程を改善࡛ࡲࡿ⮳࡟流通、㈍売、消費ࡽ࠿

を高ࡿࡵຍᕤ品の開発ࡾྲྀ࡟組ࡲࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡴた、当⏫の海面漁業ࡣ、冬Ꮨ࡟集中ࡽ࠿࡜ࡇࡿࡍ、

特࡟夏Ꮨの水産振興策࡟㔜点を置ࡁ、ᖺ間を通ࡌ安定ࡋた漁業཰入࣭所得の確保࡟ດࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ

 ࠋࡿ

一方、水産業を維持Ꮡ⥆ࡉせࡿたࡵの対策㸦担い手育成等㸧ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域を代表ࠕࡿࡍ生業ࠖ

࡜興味ࡿࡍ対࡟水産業、࡟ෆの子供㐩を対象⏫、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ組を実施ྲྀࡿࡵその価値を高࡚ࡋ࡜

理解醸成をࡽࡡいࡿࡍ࡜体験学習の機会を設け࡝࡞ࡿ、漁業後⥅者の確保࡟ດࠋࡿࡵ 

た水産動植物の育成試験を実施ࡋ適࡟当⏫の沿岸海域の環境、ࡣい࡚ࡘ࡟た、海面養殖の振興ࡲ

 ࠋࡿࡍ

ෆ水面漁業の振興ࡘ࡟い࡚ࡣ、その᰿ᖿを成ࢺ࢖ࡍウ、ࣘ࢔等の増養殖事業の安定㐠営࡟ດࡿࡵ

一方࡛、魚道の整備や環境保全を推進ࡿࡍᨺ流事業を実施࡞の⥅⥆的ࣘ࢔ࡿࡍ赤石川を代表、࠿࡯

 ࠋࡿࡵດ࡟資源の維持増大ࡋ

以ୖの対策を踏ࡲえ、活力࡜魅力あࡿ水産業の振興࣭活性化を目指ࡋ、以ୗの施策を推進ࠋࡿࡍ 

 

㸺ࡘくࡾ育࡚ࡿ漁業࣭資源管理࣭ෆ水面漁業のྲྀ組㸼 

㸯㸧࣓ࣛࣄ、ク࣐ࣝエビ等の種苗、稚࢔ワビ、稚࣐ࢼコのᨺ流事業の⥅⥆ 

㸰㸧㔜要魚種࡛あ࣓ࣛࣄࡿ等の魚礁、ࣖリ࢝࢖産༸礁の設置及び調査 

㸱㸧ࢱࣁࢱࣁの産༸場ࡿ࡞࡜藻場礁の造成 

㸲㸧࣓࣐ࣖ、ࣘ࢔等の種苗ᨺ流事業の⥅⥆ 

㸳㸧魚道の改修࡜整備 

㸴㸧密漁防Ṇを目的ࡋ࡜た࣮ࣝࣟࢺࣃの実施 

 

㸺魚価向ୖを図ྲྀࡿ組㸼 

㸯㸧漁獲物の品質管理㸦衛生面等㸧の徹底 

㸰㸧水産ຍᕤ品の新規開発 
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㸱㸧気象条件を考慮ࡋた養殖ᢏ術の展開 

  ※冬Ꮨの波浪等のᝏ条件ࡶ࡟耐えうࡿ水産動植物㸦࢖ワ࣓࢞࢞、࢟࢞等㸧の養殖 

㸲㸧高鮮度㸦活魚、活ࠏ㸧出荷の推進 

 

㸺その他のྲྀ組㸼 

㸯㸧漁業後⥅者の育成࡜確保 

㸰㸧漁港の整備 

 

 

㸦㸲㸧 地場産業の振興及び企業の促進 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の地場産業ࡣ、農林水産業の一次ຍᕤをࡵࡌࡣ、飲食料品を中心ࡿࡍ࡜ᑠ規模࡞ຍᕤ卸、ᑠ

売業や製材業等ࡀ主体ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、஧次産業ࡀ少࡞いࡽ࠿࡜ࡇ地域資源を活࡚ࢀࡁࡋ࠿い࡞いの

ᖺ間㸯㸮㸮万人前後の観ࡾࡼ࡟࡝࡞࡜ࡇࡔࢇ進ࡀ施設等の整備ࢺ࣮ࢰた、観光リࡲࠋࡿ現状࡛あࡀ

光客ࡀ訪࡚ࢀい࠿࠿ࡶ࡟ࡿわࡎࡽ、農水産物をࡵࡌࡣ豊富࡟Ꮡᅾࡿࡍ地場産品を活ࡋ࠿た࠾土産品

や特産品等ࡣ意外࡜少࡞く、住民をࡵࡌࡣ観光客࡟広く認知ࡿࢀࡉ商品開発等ࡀ早急࡟求࡚ࢀࡽࡵ

いࠋࡿ 

の連携を強化࡜漁༠、農༠、森林組合、商ᕤ会等の関ಀ機関࣭団体、ࡣい࡚࠾࡟⏫当、ࡵのたࡇ 

実施主体の養ࡿࡍ関ಀ、࡜た付ຍ価値の高い商品等の開発促進ࡋ農林水産物等地域資源を活用、ࡋ

成࡜新た࡞起業化の促進をࡽࡡいࡿࡍ࡜各種事業を展開࡚ࡋい࡛ࢁࡇ࡜ࡿあࡀࡿ効果発現࡟結びࡘ

い࡚い࡞い現状࡟あࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

地場産業の振興ࡘ࡟い࡚ࡣ、事業者の自ຓດ力࡜主体的活動をຓ長࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、地域特性を生

の支援ࡵたࡿࡍ起業化を促進ࡿ関わ࡟ࢀࡇ、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵດ࡟や㈍路ᣑ大ࡾた⊂自の製品づくࡋ࠿

対策を実施ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍその方向性ࡣ࡚ࡋ࡜、漁༠、農༠、森林組合、商ᕤ会࡝࡞関連機関等

ࡶࡿࡍ化、ᢏ術指ᑟの඘実や流通体制の整備を促進ࢻンࣛࣈ地場産品のࡽࡀ࡞ࡾの連携強化を図࡜

の࡟ࡽࡉ、ࡋ࡜、地場産品の振興࡜開発࡟特化ࡋた施策を展開ࡿࡍた࡟ࡵ、地場産品の研究࣭開発、

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡿࡍの情報ᥦ供、ᢏ術指ᑟ等を促進ࡵ起業化のたࡣ࡟ࡽࡉ

ࡀいう視点の確保࡜ࡿࡍ経済活動を創出࡟新た࡟地域ෆ、ࡣい࡚ࡘ࡟起業化ࡿけ࠾࡟た、地域ࡲ

㔜要࡛あࠋࡿᖾい当⏫ࡣ࡟、農林水産業をࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ伝統的࡞産業࡜派生ࡿࡍ๪産物㸦農林水産

物㸧、気候風土࡟ᇵわࢀたᢏ࣭文化や生活の知恵の数ࠎ、海࣭山࣭川等あ࡜ࡾあࡽゆࡿ観光ࢺࢵ࣏ࢫ、

世界自然遺産࡛あࡿⓑ神山地࡟代表ࡼࡿࢀࡉう࡞豊࡞࠿自然環境、࡚ࡘ࠿津軽藩の御用港࡚ࡋ࡜栄

えた歴史的背ᬒ等ࠎ角度を変えࡤࢀ経済的価値を᭷ࡿࡍ地域資源ࡀ数多くᏑᅾࡋ、ຍえ࡚、個性豊

㸦起業㸧ࢫネࢪビࡋࡽ創意ᕤኵを凝、ࡽ࠿࡜ࡇࡿあࡶ資源のᏑᅾࡿࢀ誇ࡶいう最࡜人材㸦⏫民㸧࡞࠿
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の素材࡚ࡋ࡜その᭷効活用を検討ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ 

昨今、地域住民ࡀ主体ࡾྲྀ࡚ࡗ࡞࡜組ࡴෆ発型の活動࣭事業㸦コミュニテ࢕ビࢪネࢫ㸧ࡀ注目を

浴び࡚いࡣࢀࡇࠋࡿ、地域ෆの価値あࡿ資源を活用ࡽࡀ࡞ࡋ、⥅⥆的࡞ビࢪネࢫ㸦཰益性࡜いう要

素をຍ味ࡋた事業࣭ ྲྀ組㸧࡚ࡋ࡜展開࡜ࡿࡍいうࡶの࡛、地域住民ࡀ地域の課題を解決ࡶ࡛ୖࡿࡍ、

抜けࡽ࠿閉塞感、ࡾあ࡛ࢫネࢪいく地域密着型のビ࡚ࡋ࡟地域をඖ気ࡵ含ࡶ人ࡿ関わ࡟た直接的ࡲ

出せ࡞い当⏫経済を活性化㸦併せ࡚地域㞠用の創出㸧࡜࡬ᑟく新た࡞ษࡾ口࡚ࡋ࡜、そのᑟ入ྍ能

性を検討ࠋࡿࡍ 

 以ୖの対策を踏ࡲえ、地場産業の振興࡜起業の促進を図ࡿたࡵ、以ୗの施策を推進ࠋࡿࡍ 

 

㸯㸧商品の研究࣭開発及び起業化促進のたࡵの情報ᥦ供、ᢏ術指ᑟ等を促進ࡿࡍたࡵの支援対策の

実施 

㸰㸧農林水産物等地場産品の流通㈍売体制の確立 

㸱㸧新商品の開発࣭研究の情報ᥦ供及びᢏ術指ᑟの඘実 

㸲㸧起業化のたࡵの施設、設備の近代化及び新商品の開発࣭研究等࡟対ࡿࡍ支援策の඘実 

㸳㸧ᕤ業ᢏ術系学校や研究機関の誘致ࡿࡼ࡟人材確保対策の推進 

㸴㸧ࠕ鰺ヶ沢ࣛࣈンࠖࢻ認定制度の創設㸦ࣛࣈン࣮࣐ࢻクの作成㸧  

㸵㸧コミュニテ࢕ビࢪネ࡝࡞ࢫෆ発型産業の創出࡜、人材࣭組⧊の育成、支援体制の構築 

 

㸦㸳㸧 企業の誘致対策 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の誘致企業ࡣ、⧄維ᕤ業㸯、リ࣭ࢺ࣮ࢰレ࣮ࣕࢪ施設㸰、࣍テࣝ㸯、食料品製造業㸯࡜いう

状況࡟あࡇࡇ、ࡾ数ᖺࡣ全く変化࡞ࡀいࠋᚑ前ࡾࡼ企業࣭法人の絶対数ࡀ少࡞い当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、

地ඖ就職を希望ࡿࡍⱝᖺ者等を㞠用吸཰ཷࡿࡍけ皿ࡀ十分࡜いえࡎ、多くの⏫外流出者や出稼ࡂ就

労者を生ࡴ結果࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

当⏫ࡇ、ࡣ࡚ࡋ࡜のࡼう࡞状況を踏ࡲえ、地域性を生ࡋ࠿た産業立地や特別࢙ࢪࣟࣉクࢺの展開

等、⏫経済や㞠用対策࡟༶効性の高い企業誘致対策ࡀ求࡛ࢁࡇ࡜ࡿࢀࡽࡵあࠋࡿ 

地域の経済ࡀప迷ࡿࡍ中࡛ࡣ、地域資源を活ࡋ࠿た特産品࣭࣮ࢧビࢫの開発࣭㈍路開拓࡝࡞、農

商ᕤの連携を࡚ࡋ࠾࡜新た࡞㞠用の創出ࡀ見込ࡿࡵコミュニテ࢕ビࢪネ࡝࡞ࢫ、意欲のあࡿ人物の

起業展開を支援ࡿࡍ制度ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

一࡟ᖹ成㸷ᖺ、ࡣた七㔛長浜港ࡋ着ᕤ࡟昭和㸳㸶ᖺ、࡚ࡋた、津軽地域経済振興のᣐ点を目指ࡲ

部供用開始࡛ࡲࢀࡇ、ࡋ石灰石、砂、石材等建設資材を中心ࡋ࡜た移出入࡟利用ࢀࡉ、ᖹ成㸰㸲ᖺ

度以降ྲྀࡣ扱数㔞ࡀ㸯㸮万ࢺンを超え࡝࡞ࡿ、徐ࡣ࡛࡟ࠎあࡀࡿ着実࡟そのᏑᅾࡀ注目ࡘࡘࢀࡉあ

୙ྍࡣ冬期間の利用ࡘ࠿、困㞴࡛ࡀた港ෆ静穏度の保持ࡌᖺ間を通、ࡣい࡚ࡘ࡟当港、ࡋ࠿ࡋࠋࡿ

能࡞状況࡟あ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、港湾利用࡜連動ࡋた後背地の活用࡟基づく産業立地構想の停⁫等、依然

࢔㏿高࡜の整備ᣑ඘࡚ࡋ࡜港ࡿࡁ利用࡛࡚ࡋ通ᖺ࡛安心、ࡽ࠿࡜ࡇのࡇࠋࡿあ࡟い状況ࡋ厳࡚ࡋ࡜

クࢫࢭ道路の整備ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 
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② その対策 

企業誘致ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域経済の活性化、㞠用創出を図ࡿた࡟ࡵ᭷効࡞手段࡛あࡽ࠿࡜ࡇࡿ、将

来性のあࡿ産業分㔝࡛あࡘ࠿、ࡾࡼ࡜ࡶࡣ࡜ࡇࡿ当⏫及び┴津軽地域࠾࡟い࡚ࡶᑟ入ྍ能性のあࡿ

分㔝、関連の᭷望企業等の誘致を積極的࡟進ࡋ࡜࡜ࡇࡿࡵ、企業誘致の促進࡟確実࡟結びࡘく必要

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡿࡵ進࡟積極的ࡶい࡚ࡘ࡟条件整備࡞

創、ࡋ金融機関、商ᕤ会等の連携を強化、ࡵたࡿࡵ進ࡋ起業の促進を推ࡿࡀ⧄࡟た、㞠用促進ࡲ

業支援ࢭミ࣮ࢼ、専門家ࡿࡼ࡟支援対策を行い、起業࡟必要࡞ビࢪネࣝࢹࣔࢫの構築、資金調㐩の

方法࡝࡞創業࡟向けた対策を進ࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 

 臨海型企業誘致ࡘ࡟い࡚ࡣ、七㔛長浜港の整備ᣑ඘ࡀ必要ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࡞࡜、主要地域等を結ࡪ高

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶいく࡚ࡋ要望࡟積極的ࡋ対࡟関ಀ機関等ࡶい࡚ࡘ࡟網の整備促進ࢫࢭク࢔㏿

 新た࡞産業立地の誘ᑟࡘ࡟い࡚ࡣ、相互連携ྍ能࡞支援ネࢺࢵワ࣮クの構築を図ࡽࡀ࡞ࡾ、当⏫

及び青森┴津軽地域の特性を活ࡋ࠿た産業誘ᑟ等の調査を進ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ 

 

㸯㸧企業立地促進法及び農ᮧ地域ᕤ業等ᑟ入促進法࡟基づく誘ᑟ施策の活用࡜企業ᑟ入の促進 

㸰㸧津軽地域の活性化を誘ᑟࡿࡍ七㔛長浜港の整備促進࡜港湾利用及び後背地利用の促進 

㸱㸧高㏿交通網࡟対応ࡋた࢔クࢫࢭ道路࡜基ᖿ道路等の整備促進 

㸲㸧新た࡞産業立地を誘ᑟࡿࡍたࡵの産業や࢙ࢪࣟࣉクࢺ事業等の調査 

㸳㸧企業誘致を推進ࡿࡍたࡵの支援ネࢺࢵワ࣮クの構築 

㸴㸧誘致企業の優遇制度等の඘実及び誘致体制の強化 

㸵㸧企業誘致を推進ࡿࡍたࡵの地ඖཷ入態勢の強化࡜඘実 

㸶㸧企業ࡀ求ࡿࡵ人材の確保࡜育成 

 

㸦㸴㸧 商 業 

 

ձ 現況と問題点 

 

 鰺ヶ沢⏫࠾࡟けࡿ商業振興ࡣ、昭和㸳㸶ᖺࣉ࣮࢜࡟ンࡋた SCࠖࣝࣃࠕを中心࡟㥐前商店街の商業

集積をࡿ࠿ࡣたࡵの࢖ンࣛࣇ整備を進ࡿࡵ一方、観光客を対象࡟漁港地域の特性を活ࡋ࠿た商業振

興を進ࡿࡵた࡟ࡵ、鮮魚ࢭンࡀࠖ࠻ࡋࡿࡲ࡜࡜ࠕ࣮ࢱᖹ成㸴ᖺࣉ࣮࢜࡟ンࡋたࡀᖹ成㸯㸱ᖺ撤㏥、

その後ᖹ成㸯㸲ᖺ࡟海の㥐ࠕわ࡚ࡋ࡜ࠖ࡝ࢇ鰺ヶ沢⏫の農林水産物㈍売及び観光情報の発信施設࡜

 ࠋࡿい࡚ࡗ⮳࡟現ᅾ࡚ࡋ

㥐前商業集積事業の頓挫や、ࡎࡽ࠾ᒆい࡚ࡣ࡟地方ࡔᮍ、ࡣ経済政策の効果ࡿࡵ進ࡀ国、ࡋ࠿ࡋ 

個人商店の経営୙振ࡿࡼ࡟撤㏥等、地ඖ商業者の活力ࡀపୗ࡚ࡋいࠋࡿ 

た、国道ࡲ  101 号ࢫࣃ࢖ࣂの全面開通࡞ࡶ࡜࡟い、鯵ヶ沢、舞戸⏫ෆ࡬の人口流入の減少や、

ࡉ、の影響࡬地ඖ商店ࡿࡼ࡟店舗の進出ࡿࡼ࡟コンビニ等の⏫外資本、࣮ࣃ࣮ࢫ周辺࡛のࢫࣃ࢖ࣂ

いࡋ厳࡚ࡵわࡁ伴う消費者の⏫外流出等࡟の郊外型大規模ᑠ売店舗の進出࡬西໭஬商域圏ෆࡣ࡟ࡽ

状況࡟あࠋࡿ 

活力ࡿࡼ࡟人口減少等、ࡣ࡛⏫の当࡝ࢇ࡜࡯ࡀ零細経営の商店、ࡾࡼ࡜ࡶࡣࠖࣝࣃࠕSC、࡟ࡽࡉ 
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のపୗ、店舗の老朽化、経営者の高齢化及び後⥅者㞴等ࡾࡼ࡟、ᖺࠎ客㞳ࡀࢀ進ࡳ経営୙振ࡿࡼ࡟

閉店、廃業ࡀ目立ࡾ࠾࡚ࡗ、商業界の再編成ࡶ含ࡵ早急࡟対策を講࡚ࡌいく必要ࡀあࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

今後の鰺ヶ沢⏫࠾࡟けࡿ商業振興を図࡚ࡗいくࡣ࡟、指ᑟ機関࡛あࡿ商ᕤ会の機能強化࡜商業者

⏫他市ࡵ含ࡶの対応等、商業会の再編࡬ࢬ消費者ニ࣮࡞経営指ᑟの඘実、意識改革、多様ࡿࡍ対࡟

ᮧࡣ࡜異ࡿ࡞⊂自の商業振興策を展開࡚ࡋいく必要ࡀあࠋࡿ 

い࡚ࡗた商業振興を図ࡋ࠿特性を活࡟࡜ࡈ࢔エリ、ࡋ分け࢔商業地域をエリࡿけ࠾࡟た、⏫ෆࡲ 

くࡶのࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸯㸧国道㸯㸮㸯号࡟ࢫࣃ࢖ࣂ形成ࢀࡉた商圏࡬の対応࡚ࡋ࡜の郊外型商業街༊の形成促進 

㸰㸧㥐前商店街の地域コミュニテ࢕商店街࡚ࡋ࡜の商業࢖ンࣛࣇ整備࡜活性化ࢺࣇࢯ事業の実施 

㸱㸧海の㥐ࠕわࠖ࡝ࢇ～新海浜公園を中心ࡋ࡜た海岸部の商業街༊形成促進 

㸲㸧各商業街༊࡜主要道࡜の࢔クࢫࢭ整備 

㸳㸧地域の魅力を発信࣋࢖ࡿࡍンࢺ開催 

 

㸦㸵㸧 観光及びレクリエ࣮ࣙࢩン 

 

ձ 現況と問題点 

 

人口流出ࡿࡼ࡟過疎化ࡀ著ࡋい当⏫࠾࡟い࡚、観光の振興ࡿࡼ࡟交流人口の増大ࡣ第㸯次産業を

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ期待ࡀの効果࡬地域経済発展、ࡋの波及効果を促࡬産業࡞ࠎ様ࡵࡌࡣ

 鰺ヶ沢⏫ࡣ山、川、海࡜いࡗた自然及びⓑඵ幡宮大祭、国指定史跡種㔛城趾等の歴史、文化࡜い

ࢫࢢリンࣉࢫ青森࡜海岸部ࡿࡍ࡜公園を中心ࡍ࡞ࡲࡣ、漁港、ࡾ࠾࡚ࢀࡲ恵࡟観光資源࡞た豊富ࡗ

岩木山໭麓地域、世界自然ࡿࡍ࡜クを中心࣮ࣃࢢンࣆンࣕ࢟鰺ヶ沢、ࣈクࣛࣇࣝࢦ࣭ࢺ࣮ࢰリ࣮࢟

遺産ⓑ神山地、くࢁくࡲの⁪、金ࡀࣘ࢔棲ࡴ赤石川流域の㸱ࡘのエリ࢔を᭷機的࡟連携ࡉせ、ࡽࡉ

振興を目指࡞総合的ࡽࡀ࡞ࡵ要素を絡࡞の歴史的、文化的࡚ࡋ࡜津軽藩発祥の地、津軽藩御用港࡟

 ࠋࡿい࡚ࡋ

 ୖグ、赤石川流域ࡘ࡟い࡚ࡣ、ᖹ成㸰㸵ᖺ㸰᭶赤石渓流線の閉鎖ࢺ࣮ࢤ付近࡛土砂災害ࡀ発生ࡋ、

現ᅾ୙通ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、くࢁくࡲの⁪及び周辺の観光࡞ࡁ࡛ࡣい状態࡛あࡾその開通ࡀ待た࡚ࢀい

 ࠋࡿあ࡛ࢁࡇ࡜ࡿ

ࡿい࡚ࡋ散ᅾ࡟のの、各所ࡶࡿあࡣ相応の魅力࣭機能ࡣ࡟ࠎ個ࡣ㸦施設㸧ࢺࢵ࣏ࢫた、各観光ࡲ 

ࡿࡍを代表⏫、ࡵそのたࠋࡿ୙十分࡛あࡀ集積࡞の質࣭㔞的࡚ࡋ࡜観光地ࡶ࡜࢔各エリ、ࡽ࠿࡜ࡇ

ࢇ進ࡀた、施設自体の老朽化ࡲ、ࡾあ࡟い状況࡞いえࡣ࡜十分ࡣ࡟ࡿ誘客を図࡚ࡋ࡜観光地࡞うࡼ

࡛いࡽ࠿࡜ࡇࡿ、破損ࡀ目立ち、補修ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

整備の立ࡿけ࠾࡟面ࢫࢭク࢔間の࢔各エリ、ࢫࢭク࢔の交通ࡽ࠿新青森㥐及び青森空港、࡟ࡽࡉ 

ち遅ࡶࢀ広域観光࣮࡛ࣝࢺのᣐ点ࡾ࡞࡜得࡞い要因࡚ࡗ࡞ࡶ࡟いࠋࡿ 
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 ྠ様࡟、⁫ᅾ型観光を考えた場合ࡶ目玉ࡼࡿ࡞࡜う࡞観光資源ࡣあࡀࡿ、体験型観光の開発୙足、

地場産食材の PR୙足、ྲཱྀ け入ࢀ態勢の整備୙足等ࡾࡼ࡟、他の観光地࡜比較࡚ࡋ今ࡘ࡜ࡦ脚光を浴

び࡞い原因࡜思わࠋࡿࢀ 

 

ղ その対策 

 

ᖹ成㸰㸵ᖺ度の໭海道新ᖿ線開業を契機ࡋ࡜、観光資源の掘ࡾ起ࡋࡇや磨ࡆୖࡁ、海岸部及び岩

木山໭麓、ⓑ神山地～赤石川流域の各エリࡘ࡟࢔い࡚ࡣ⁫ᅾ型、体験型の観光地࡚ࡋ࡜、交通࢔ク

見ࠕ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍを整備ࢫࢭ 食ࠕࠖ、 㐟ࠕࠖ、 の࡚ࡋ࡜観光地࡟ࡶ࡜泊ࠖの各条件を備えた質࣭㔞ࠕࠖ、

魅力を高࡚ࡵいくࡶのࠋࡿࡍ࡜ 

の開発、観光施設ࢺ外国人向けの観光࣮ࣝ、ࡽ࠿࡜ࡇࡿい࡚ࢀ遅ࡀの対応࡬た、外国人旅行者ࡲ

の案ෆ表示板の設置等を整備ࡣ࡟ࡽࡉ、ࡋ外国人ࡀ興味を持ࡘ和食等の開発を行い、⏫ෆ飲食店࡬

のᬑ及ࡶ図ࡾ誘客促進を図ࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

㸯㸧鰺ヶ沢ࣕ࢟ンࣆン࣮ࣃࢢク࡬の⁫ᅾ型࣭体験型施設の整備࣭඘実 

㸰㸧海の㥐わࡍ࡞ࡲࡣ、࡝ࢇ公園を中心ࡋ࡜た海岸部の観光地整備及び海洋レクリエ࣮ࢩョンの

推進 

㸱㸧津軽地域、໭東໭エリ࠾࡟࢔けࡿ観光࣮ࣝࢺ化、⁫ᅾ型࣭体験型観光の推進 

㸲㸧旅館、࣍テࣝ等の連携強化ཷࡿࡼ࡟け入ࢀ態勢の整備࡜観光ࣛ࣎ンテ࢔࢕養成ࣆࢫ࣍ࡿࡼ࡟

 の඘実࣮࢕リテࢱ

㸳㸧旬の食、物産の開発等、関連産業࡜連携ࡋた観光振興 

㸴㸧世界自然遺産ⓑ神山地及び赤石川流域の観光ࡘ࡟い࡚ࡣ、渓流線崩落現場の開通࡟合わせ、く

 レ及び道路周辺の整備࢖ࢺ⁪のࡲくࢁ

㸵㸧⏫の特色を打ち出ࡋた࣋࢖ンࢺの創出࡜四Ꮨᢡࠎの特性を活ࡋ࠿た࣋࢖ンࢺの開催 

㸶㸧外国人ཷけ入ࢀ態勢の構築 

 

㸦㸶㸧 その他 

 

ձ 現況と問題点 

 

青森┴日本海側࡛唯一の物流港湾࡛あࡿ七㔛長浜港ࡣ、㸳千ࢺン⣭岸壁、㸰千ࢺン⣭岸壁各㸯ࣂ

࡚ࢀࡽࡵ進ࡀ༡防波堤の延伸ᕤ事、ࡵたࡿ現ᅾ、港ෆの静穏度向ୖを図、ࡋ及び公共ୖᒇを᭷ࢫ࣮

いࠋࡿ 

ᖹ成、ࡾの利用形態࡛あࡳ移入の࡟石灰石、砂、石材等建設資材を中心、ࡣの実績࡛࡛ࡲࢀࡇ  12

ᖺࡣ࡟初࢔ࢩ࡚ࣟࡵ産の砂ࡀ、その後中国福建省産の川砂ࡀ相次い࡛輸入ࢀࡉ、ᖹ成 22ᖺࡌࡣࡣ࡟

ࡣ経済交流ࡿけ࠾࡟環日本海࡟うࡼのࡇࠋࡿい࡚ࡗࡲ始ࡶ青森┴産木材の輸出࡬中国ୖ海港࡚ࡵ

徐ࡣ࡛࡟ࠎあࡀࡿ着実࡟その歩ࡳを進࡚ࡵいࠋࡿ 

入出港及࡞く、安全ࡍ日本海特᭷の気候の影響をཷけやࡣ冬期間㸦12᭶～3᭶㸧、ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ 
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び停泊ࡀ厳ࡋい状況࡟あࡾ、ຍえ࡚、࢔クࢫࢭ道路や後背地の整備ࡶ思いの外進ࡎࡲ、産業立地構

想㸦新産業創出や物流の開拓㸧ࡀ停࡚ࡋ⁫いࡿ状況࡟あࠋࡿ 

࡟の㈌物の輸出入ࡽ࠿外国、ࡾ୙開港࡛ࠖあࠕ関税法ୖのࡣ現ᅾ、当港、ࡣい࡚ࡘ࡟た、外航ࡲ

要ࡿࡍ手⥆ࡀࡁ複雑࡛あࡽ࠿࡜ࡇࡿ、新規物流品目の開拓ࡶ厳ࡋい状況࡟あࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

当港ࡀ物流港湾࡚ࡋ࡜津軽地域振興のᣐ点ࡾ࡞࡜、真࡟その活用を促進ࡿࡍたࡣ࡟ࡵ、ྲྀ扱㈌物

の利用㔞を増やࡀ࡜ࡇࡍඛ決࡛あࡾ、そのたࡵ既Ꮡ品目を維持ࡘࡘࡋ、併せ࡚利用ྍ能࡞新規物流

品目ࡘ࡟い࡚ࡶ積極的ྍ࡞能性調査࡜掘ࡾ起ࡋࡇを実施࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、効果的ࢫ࣮ࣝࢭࢺ࣮࣏࡞の

強化࡟ດࡵ、国ෆ࠾࡟けྲྀࡿ扱㔞の増ຍを目指ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡍ 

開港ࠕた、将来のࡲ 㸦ࠖ国㝿港湾㸧ࡘ࡟い࡚ࡣ、ྲྀ扱㈌物㔞の輸出入実績及び外国貿易船の入出港

実績ࡀ開港࡚ࡋ࡜指定ࡿࢀࡉたࡵの㔜要࡞要素࡛あࡽ࠿࡜ࡇࡿ、現実的ࡣ࡟厳ࡋいࡶのの、段㝵的

㏿高ࡪ荷役関連施設の整備、主要都市等を結࡜港湾機能の整備ᣑ඘࡞能ྍࡀ通ᖺ利用、࡟柔軟ࡘ࠿

、ࡋ࡜࡜ࡇࡿࡵ整備等を進࡞た後背地の一体的ࡋ道路の整備、港湾利用型産業立地を目指ࢫࢭク࢔

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡿࡡ༠議検討を㔜࡞の地道࡜国࣭┴等関ಀ機関ࡶい࡚ࡘ࡟ࡽࢀࡇ

 

事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

1 産業䛾振興 䠄䠍䠅 ᇶ盤整備      

      䞉農業     

        
┴営鰺ヶ沢ሖ地༊農業用河川ᕤ作物応

急ᑐ策஦業㈇担金 
┴  

        
┴営大堤地༊た䜑池等整備஦業費㈇担

金 
┴  

        
農業用た䜑池点検調査(詳細)業務 4箇

所 
⏫  

        農業用た䜑池改修஦業 ⏫  

        農業用た䜑池廃Ṇᑐ策஦業 ⏫  

    
農業用施設等点検䞉長ᑑ命化修⧋計⏬策

定஦業 
⏫  

    
農業用施設等修⧋஦業 

䠄新湯⯚橋 他䠅 
⏫  

    土地改良施設維持管理適ṇ化஦業 ⏫  

      䞉林業      

       
林業振興ᑐ策推進஦業費補助金交付஦

業 
⏫  

       森林計⏬推進஦業 ⏫  

    䠄䠎䠅 漁港施設      
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

        水産施設改修஦業費㈇担金 ┴  

    水産物供給ᇶ盤機能保全஦業㈇担金 ┴  

        漁港施設機能強化஦業㈇担金 ┴  

    䠄䠏䠅 経営近代化施設      

      䞉農業      

        䜚ん䛤わい化栽ᇵ等施設整備஦業費補助 
営農 

集団 
 

    䠄䠐䠅 地場産業䛾振興      

      䞉生産施設      

        農産物等集出荷機械施設整備஦業 
営農 

集団 
 

        野菜等産地強化総合ᑐ策஦業 
営農 

集団 
 

      䞉加ᕤ施設      

        農産物等処理加ᕤ施設整備஦業 
営農 

集団 
 

      䞉流通販売施設      

        䜲䝖䜴養殖施設改修ᕤ஦ ⏫  

        䜰䝴増養殖施設改修ᕤ஦ ⏫  

    地域商社整備஦業 ⏫  

    䠄䠓䠅 商業      

      䞉そ䛾他      

        海䛾駅振興஦業 ⏫  

    地場産品活用推進஦業 ⏫  

    䠄䠔䠅 
観光又䛿䝺䜽䝸䜶

䞊䝅䝵ン 
     

        
観光関連施設改修஦業䠄キ䝱ン䝢ン䜾䝟䞊

䜽等改修䠅 
⏫  

       
観光関連施設改修஦業䠄白神䛾森㐟山道 

建屋䠅 
⏫  

       
観光関連施設改修஦業䠄白神䛾森㐟山道 

㐟歩道等䠅 
⏫  

       
観光関連施設改修஦業䠄白神䛾森㐟山道 

屋外䝖䜲䝺䠅 
⏫  

       観光関連施設改修஦業䠄䝝䝻䞊白神䠅 ⏫  

        䛿䜎䛺䛩බ園改修஦業 ⏫  

       くろく䜎䛾滝観光䝹䞊䝖整備஦業 ⏫  
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

    鰺丸䝖䜲䝺改修஦業 ⏫  

    誘客ಁ進஦業 ⏫  

    観光 PR関ಀ஦業䠄歓迎┳ᯈ䛾改修等䠅 ⏫  

       外国人ཷ入態勢構築஦業 
観光 

協会 
 

       山車会館建設஦業 ⏫  

    䠄䠕䠅 
過疎地域自立ಁ

進特別஦業 
     

    水産業研究育成஦業費補助金 漁協  

        漁業者支援助成金 漁協  

        農業振興ᣑ大推進஦業費補助金 
農業協 

ྠ組合 
 

        駅前観光案内所㐠営஦業 
観光 

協会 
 

        ⏫商ᕤ振興஦業費補助金 商ᕤ会  

    各種䜲ベン䝖開催஦業助成金 
観光 

協会 
 

    ⏫観光協会補助金䠄㐠営費補助金䠅 
観光 

協会 
 

        プ䝺䝭䜰䝮商品券発行஦業 商ᕤ会  

    新推進体制構築஦業 ⏫  

    薬草等栽ᇵ支援஦業 ⏫  

    䠄10䠅 そ䛾他      

        七里長浜港建設஦業㈇担金 ┴  

    特許ྲྀ得支援プ䝻䝆䜵䜽䝖஦業 ⏫  
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㸱 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進 

 

㸦㸯㸧 ⏫道の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

通学路等の歩道整備ࡘ࡟い࡚ࡣ、現状࡛ࡣ危険箇所等の対応等୙十分࡛あࡿたࡵ、歩行者等の安

全確保ࣂ、ࡾࡼ࡜ࡶࡣリࣇ࢔リ࣮の推進࡟配慮ࡋた施設整備ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

や高齢者ࡶ࡝子、ࡣい࡚ࡘ࡟た道路整備ࡋ配慮ࡶ࡟等福祉関連施策ࡾちづくࡲいࡋ優࡟た、人ࡲ

のたࡵの歩道等弱者࡟配慮ࡋた施設整備を図ࠋࡿ 

 

 

㸦㸰㸧 農道、林道の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

農道ࡘ࡟い࡚࡯、ࡣ場等土地基┙整備ࡀ完了ࡋ高生産性農業の確立࣭実践ྍࡀ能࡞地༊を中心࡟

整備ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࡀࡿ、ᖿ線農道㸦広域農道㸧ࡀ中心࡛支線農道の整備ࡀ立ち遅ࡾ࠾࡚ࢀ、細部

防ࡳ農産物の荷痛ࠋࡿあ࡟い状況࡞い࡚いࡘ結び࡟農地の団地化や農業機械の効率的利用ࡿわた࡟

道路整備ࡘ࡟い࡚ࡣ、住民生活や産業を支えࡿ社会経済基┙施設࡛あ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、地域間交流㸦都

市部࡜過疎地域࠾࡟けࡿ㸧࠾࡟けࡿ人的࣭物的交流の基礎ࡾ࡞࡜、いわゆࡿ地域振興࠾࡟い࡚㔜要

 ࠋたࡁ࡚ࡵດ࡟整備࡟㔜点的ࡶ࡛ࡲࢀࡇ࡚ࡋ࡜施策࡞必要୙ྍḞ、ࡽ࠿࡜ࡇࡿ要素࡛あ࡞

⏫道整備の状況ࡣ࡚ࡋ࡜、ᖹ成 25ᖺ度ᮎ時点࠾࡟い࡚⏫道改良率 80.9％、舗装率 高い࡜86.3％

水準࡟あࡶࡿのの、依然࡚ࡋ࡜住宅密集地や集落間を結ࡪ道路ࡣ幅員ࡀ⊃いうえ、危険箇所ࡶ多く、

交通࡟支㞀を来࡚ࡋいࡿ状況࡟あࡲࠋࡿた、ᖿ線⏫道࠾࡟い࡚ࡣ、急勾配、急ࡀࣈ࣮࢝多い࠿࡜ࡇ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ整備࡞早急、ࡵ冬期間の交通安全確保のた࡟特、ࡽ

ࡽࡵ求ࡀ維持補修等࡞安全対策や抜本的、ࡵたࡿい࡛ࢇ進ࡀた、⏫道の舗装、橋梁等の劣化ࡲ

 ࠋࡿい࡚ࡳをࢀ遅ࡣい中࡛、その進捗ࡋ厳ࡀ財政事情、ࡀࡿい࡚ࢀ

道路㸦網㸧ࡣ、住民生活ࡾࡼ࡜ࡶࡣ産業振興全般の基礎ࡿ࡞࡜社会経済基┙施設࡛あࡾ、そ࡚ࡋ

地域活性化を図࡛ୖࡿ極࡚ࡵ㔜要ࡘ࠿基本的࡞施設࡛あࠋࡿ道路網の整備ࡘ࡟い࡚ࡣ、⏫ෆ基ᖿ路

線のᣑ幅及び集落ෆ生活道の改良࣭舗装や冬期間の交通安全対策を実施࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、高㏿交通体

系確立のたࡵの࢔クࢫࢭ網の整備促進、当⏫࡜広域的経済社会生活圏の中心都市࡜を結ࡪ基ᖿ的࡞

道路の整備ᣑ඘等道路交通網の広域的ネࢺࢵワ࣮ク化やその形成࡟向けた対策ࡶ࡟配慮ࠋࡿࡍ 

 橋梁ࡘ࡟い࡚ࡣ、橋梁点検を実施ࡋ、長ᑑ命化修⧋計⏬࡟基づく予防的࡞修⧋ࡾࡼ࡟、橋梁の長

ᑑ命化を図ࡾ、地域の道路網の安全性࣭信㢗性を確保ࡿࡍたࡵ、橋梁補修の整備促進を図ࠋࡿ 
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Ṇࡿࡼ࡟品質向ୖ࡜通作、輸㏦等の流通の改善及び農業施設の᭷効利用を図ࡶࡿの࡛、ᖿ線農道を

中心࡟整備を行ࡁ࡚ࡗたࠋ 

農道橋の老朽化対策ࡀႚ緊の課題࡛あࡾ、橋梁点検࣭長ᑑ命化修⧋計⏬を策定ࡋ、計⏬的、効率

的࡞改修、更新࡟ດࠋࡿࡵ 

林道ࡘ࡟い࡚ࡣ、多面的機能を᭷ࡿࡍ森林の適ṇ࡞整備及び林業経営の効率化等を推進࡛ୖࡿࡍ

㔜要࡞施設࡛あࡾ、林道の機能を減殺ࡉせ࡞いࡼう、保全管理࡟ດࠋࡿࡵ 

計⏬的、効率、ࡋ長ᑑ命化計⏬を策定ࣛࣇン࢖、ࡾႚ緊の課題࡛あࡀた、林道橋の老朽化対策ࡲ

的࡞改修、更新࡟ດࠋࡿࡵ 

 

 

ղ その対策 

 

 

農道整備ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域農業の近代化࡜農業経営の安定化を図ࡿたࡵの生産基┙࡛あࡶ࡜࡜ࡿ

支線農道や集、ࡾࡼ࡜ࡶࡣᖿ線農道の整備ࠋࡿい࡚ࡋ役割を᭷࡞㔜要ࡶい࡚࠾࡟農ᮧ生活環境、࡟

落間を結ࡪ連絡農道の整備等農業農ᮧの総合的࡞環境づく࡟ࡾດࠋࡿࡵ 

作ࡿわた࡟併せ࡚細部、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ主要ᖿ線の整備を進ࡁ⥆ࡁ引、ࡣい࡚ࡘ࡟た、林道整備ࡲ  

業道の整備を行い、適期ఆ採、再造林の෇滑࡞森林の࢖ࢧクࣝを確立ࠋࡿࡍ 

 

 

㸦㸱㸧 交通の確保 

 

ձ 現況と問題点 

 

地方ࡀ抱えࡿ共通の問題ࢫࣂ࡚ࡋ࡜公共交通の維持ࡀあ࣮࢝࢖࣐ࠋࡿのᬑ及や少子高齢化及び過

疎化等ࢫࣂ、ࡾࡼ࡟利用者の減少࡟歯Ṇࡎࡽ࠿࠿ࡀࡵ減便や路線廃Ṇを余儀࡞くࡾ࠾࡚ࢀࡉ、住民

生活の足の確保࠾࡟い࡚ࡣ実࡟様࡞ࠎ問題を抱え、その解消の௙方࡟ⱞ慮࡚ࡋいࠋࡿ 

⏫ෆを走ࡿ路線ࡣࢫࣂ、通学、通院、㈙い物等、地域住民の日常生活を支えࡿ公共交通機関ࡋ࡜

࡚㔜要࡞役割を果たࡁ࡚ࡋたࢱ࣮ࣔ、ࡀリࢩ࣮ࢮョン等のᬑ及ࡿࡼ࡟利用者の減少࡚ࡗࡼ࡟㐠賃཰

入の減少をࡁたࡋ、交通事業者ࡣ厳ࡋい経営状態ࡁ⥆ࡀ、路線ࢫࣂのᏑ⥆࣭確保ࡀ深刻࡞問題࡞࡜

 ࠋࡿい࡚ࡗ

通学、通院等の㔜要࡚ࡗ࡜࡟学生、高齢者等交通制約者、ࡶ࡝子、ࡣ等ࢫࣂ路線、ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ

࡜そのᏑ⥆、確保対策、ࡽ࠿必要性ࡿ捉え࡚ࡋ࡜課題࡞広域的ࡎࡽ࡞ࡳ当⏫の、ࡾ交通手段࡛あ࡞

 ࠋࡿい࡚ࡌ対策を講࡞の総合的࡝࡞ࡿࡍ㐠営費補ຓ等の支援を実施ࡿࡍ対࡟関ಀ事業者࡚ࡋ

一方、当⏫࠾࡟い࡚ࡶ高齢化率ࡣ 37％㸦ᖹ成 27 ᖺ 1 ᭶㸧を超え࡚いࡽ࠿࡜ࡇࡿ、急㏿࡟人口減

少、高齢化ࡀ進ࡾ࠾࡛ࢇ、過疎化、᰾家族化ࡀ進ࡳ、高齢者の一人世ᖏ、ኵ婦世ᖏࡀ増えࡿ中、外

出ࡀ困㞴࡞高齢者ࡶ増え、社会的Ꮩ立ࡀ懸念࡚ࢀࡉいࠋࡿ社会的࡞背ᬒ等ࡾࡼ࡟山間地域の集落࡛

の㈙い物の࡬た地域ࢀ㞳ࡶ20km以ୖ、࡚ࡗ࡜࡟い高齢者࡞ࡁ㐠転࡛、ࡂ相次ࡀ個人商店の廃業、ࡣ
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外出ࡣ困㞴ࢫࣂ、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜交通ࡀ୙便࡞たࡵ、自ࡽ車を㐠転ࡋ⥆けࡿ高齢者ࡶ多く、交通事故

う、日常生ࡼࡿࢀࡽけ⥆ࡋࡽ暮࡚ࡋ安心ࡶ࡛ࡲࡘた地域࡛、いࢀ័ࡳ住ࡶ今後ࠋࡿい࡚ࢀࡉ懸念ࡀ

活の交通手段をࡾࡼ効率的࡞方法࡛確保࡚ࡋいくࡀ࡜ࡇ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

地域公共交通の確保対策ࡘ࡟い࡚ࡣ、住民生活࣭暮ࡋࡽを支えࡿ社会基┙施設࡚ࡋ࡜୙ྍḞ࡞路

線ࢫࣂを維持Ꮡ⥆࡜ࡿࡍいう考え方を前ᥦ࡟、引ࢫࣂࡁ⥆ࡁ路線維持のたࡵ関ಀ事業者࡟対ࡿࡍ支

援を実施ࠋࡿࡍ 

公共交通の確保対策࡚ࡋ࡜抜本的࡟見直ࡋ作業を࡭ࡍく、ᖹ成 27 ᖺ 2 ᭶地域公共交通会議を立

ちୖࡆ、将来持⥆ྍ能࡞公共交通計⏬の策定を࡭ࡍくྲྀࡾ組ࡳを始ࡵた࡛ࢁࡇ࡜あࡾ、地域の実情

を踏ࡲえた地域公共交通の新たࢻ࣮ࣔ࡞㸦コミࣘニテ࣐ࢹ࣭ࢫࣂ࢕ンࢫࣂࢻ㸧ࡘ࡟い࡚、立地条件、

地勢、学生࣭高齢者等人口動態、直接的࡞住民の要望等を地༊࡟࡜ࡈ分析ุ࣭定࡝࡞ࡿࡍ実態把握

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵດ࡟のᑟ入ࢻ交通࣮ࣔ࡞た最適ࡋ考慮࡟利便性、効率性、事業性等を十分、ࡵດ࡟

 

 

㸦㸲㸧 電気通信施設の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫࡛ࡣ、ᖹ成 24度࡟一部、防災無線のࣝࢱࢪࢹ化㸦親༟࣭遠隔操作༟࣭中⥅ᒁ㸧を実施致ࡋ定

時及び緊急ᨺ㏦࡛効果をୖ࡚ࡆいࠋࡿ 

使用࡛ࢢࣟࢼ࢔ࡔᮍࡣ࡚ࡋ関࡟のᣑ声子ᒁや個別ཷ信機࣭予備親ᒁ࣭移動系無線等ࡾṧ、ࡋ࠿ࡋ

ᖹ成ࡶ使用期限、ࡽ࠿࡜ࡇࡿい࡚ࡋ 33ᖺ࡛更新ࡀ୙ྍ能㸦ࣉࢫリࢫ࢔規᱁㸧のたࡵ、早急ࢱࢪࢹ࡟

ࣝ無線の移行ࡀ必須࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

 一方、近ᖺ急㏿࡟ᬑ及ࡀ進࡛ࢇいࡿ携ᖏ電話等の移動体通信࣓ࡘ࡟࢔࢕ࢹい࡚ࡣ、その必要性の

高ࡰ࡯、࡟ࡶ࡜࡜ࡾࡲ⏫ෆ全域࡛ཷ発信ྍ能࡚ࡗ࡞࡜いࡀࡿ、一部、山間部等࡛ཷࡣ発信ࡀ୙ྍ能

携ᖏ電話利用ࡿけ࠾࡟等࢔観光エリ、࡟ࡶ࡜࡜ࡿ通信᱁差是ṇを図࡟早急、ࡵたࡿࡍᏑᅾࡀ地域࡞

のニ࣮ࢬ対応等ཷ発信ྍ能༊域のᣑ大ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

防災行政無線ࡘ࡟い࡚ࡣ、長時間の停電࡟耐え得ࡼࡿう、自家発電設備等の整備を進࠿࡯ࡿࡵ、

ᮍࣝࢱࢪࢹࡔ化࡚ࢀࡉい࡞いᣑ声支ᒁ及び予備親ᒁ等の整備を計⏬的࡟実施ࡋ、୙感地域࡬の中⥅

ᒁ整備や୙感解消機器のྲྀࡾ付け࡝࡞、災害等緊急࡟対応࡛ࡿࡁ機能඘実࡟ດࠋࡿࡵ 

携ᖏ電話等ࡘ࡟い࡚ࡣ、利用ニ࣮࡬ࢬの対応の࠿࡯、移動通信࣓࢔࢕ࢹのཷ発信ࡣ山岳遭㞴対策
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移動通信用施設の、࡟山間部の居住༊域や自然観光施設を中心、ࡽ࠿࡜ࡇࡿࡍい࡚効力を発揮࠾࡟

整備を図ࡾ、情報᱁差是ṇ࡟ດࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

㸦㸳㸧 情報化の推進 

 

ձ 現況と問題点 

 

 現代社会࡛ࡣ、情報通信ᢏ術㸦㹇㹁㹒㸧ࡀあࡽゆࡿ分㔝࡛活用ࡾ࠾࡚ࢀࡉ、社会経済の㔜要࡞基

生活環境の改善や、産業経済の振興等地理的୙利性、ࡣ情報化の進展࡞うࡼのࡇࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜┙

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ期待ࡀ効果࡞ࡁ大࡛ୖࡿࡍ時間距㞳の制約を⦆和ࡿくࡽ࠿

当⏫࠾࡟い࡚ࡣ࡚ࡘ࠿、ࡶ遠隔性、情報᱁差等ࡀ大࡞ࡁ課題࡚ࡗ࡞࡜いたࡀ、ᖹ成 21ᖺ度ࡾࡼ光

࢕ࢹ࣭ࣝࢱࢪࢹࡿけ࠾࡟地域、ࡾࡼ࡟࡜ࡇたࡋ環境を構築ࢻンࣂࢻ࣮ࣟࣈ、ࡋ網を整備࣮ࣂ࢖࢓ࣇ

 ࠋࡿあ࡛ࢁࡇ࡜たࢀࡉうやく解消ࡼࡀࢻ࢖ࣂ

の㹇㹁㹒等のᬑ及、地理的୙利性の࡛ࣝ࣋住民レ、ࡣ等情報通信基┙環境の඘実ࢻンࣂࢻ࣮ࣟࣈ

克服、様࡞ࠎ分㔝࠾࡟けࡿ地域間᱁差の解消࡟結実ࡀ࡜ࡇࡿࡍ予想ࡶࡿࢀࡉのの、その一方࡛、現

ᅾ、住民࡜行政の積極的࡞連携を進࡟ࡿࡵあた࡚ࡗの行政情報のᥦ供㸦ෆ容ࡾࡼ࡜ࡶࡣ利便性ࡀ高

く㔜要ࡘ࠿効率的࡞行政情報࣮ࢧビࢫの඘実㸧や、住民࡜行政の情報共᭷化࡟向け࡚の情報ࢫࢩテ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜課題ࡀࡾづく࣒

、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜距㞳࡞長大ࡽ࠿地理的特異性ࡘ持ࡀ⏫当、ࡣい࡚ࡘ࡟網࣮ࣂ࢖࢓ࣇた当⏫の光ࡲ

࡚ࡗ࡞࡜必要ࡀ施設改修࡞い࡚計⏬的ࡘ࡟の再架線等ࣝࣈ࣮ࢣࡿࡼ࡟の老朽化や経路変更ࣝࣈ࣮ࢣ

いࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

 当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、高度情報化社会࡟対応ࡿࡍたࡵ情報化ネࢺࢵワ࣮クࢫࢩテ࣒の構築࡟向け࡚、

情報通信基┙を活用ࡋた地域情報や行政情報の積極的࡞ᥦ供࣭཰集を図ࡽࡀ࡞ࡾ、住民࡜行政の連

携、地域間交流等様࡞ࠎ分㔝࠾࡟けࡿ積極的࡞活用を推進ࡶࡿࡍの࡛あࠋࡿ 

 ࡿࡍ࡜のࡶࡿࡵດ࡟施設整備࡚ࡋ࡜ࡘ社会基┙施設の一ࡶい࡚ࡘ࡟網࣮ࣂ࢖࢓ࣇた、光ࡲ

 以ୖࡾࡼ࡟、情報化の推進࡟あたࡣ࡚ࡗ、以ୗの施策展開࡟ດࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ 

 

㸯㸧情報通信基┙環境の඘実ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍⏫ࡿࡼ࡟等の機能向ୖ 

㸰㸧住民࣮ࢧビࢫの向ୖ࡟向けた行政組⧊ෆ部の情報化促進 

㸱㸧住民࡜行政の情報共᭷化࡟向けた地域情報ネࢺࢵワ࣮ク等の構築 

㸲㸧情報通信ネࢺࢵワ࣮クを利用ࡋた行政情報公開の促進 

㸳㸧産業振興や保健࣭福祉࣭医療、教育文化、防災、ⱝᖺ層の定住促進࡝࡞公共的分㔝の情報化࡟

 の඘実ࢫビ࣮ࢧ行政ࡿࡼ
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㸦㸴㸧 地域間交流の促進 

 

ձ 現況と問題点 

 

自然回ᖐ志向ࡀ都市住民の間࡛高࡚ࡗࡲい࠿࡞ࡿ、当⏫ࡀ᭷ࡿࡍ地域特性を生ࡋ࠿、都市部࡛ࡣ

失わࡘࡘࢀあࡿ自然ᬒ観や安ࡂࡽをᥦ供ࡿࡍ機能を発揮࡝࡞ࡿࡍ、都市住民࡜の交流࣭連携を図ࡿ

ྲྀ組ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

日本国、ࡽࡀ࡞࡜ࡇࡿࡉࡶ発㐩や㹇㹁㹒の進展࡞移動手段の飛躍的、ࡣい࡚ࡘ࡟た、国㝿交流ࡲ 

ෆ࠾࡟い࡚ࡶ世界中の人ࡀࠎ日常的࡟交流࡛ࡿࡁ環境ࡀ整ࡗたࡾࡼ࡟࡜ࡇ、あࡽゆࡿ波及効果ࡀ生

芸、ࡎࡽࡲ࡝࡜࡟人的交流、ࡣい࡚࠾࡟ࡾ当⏫の地域づくࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜周知の事実ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡲ

術文化、学術、観光等幅広い分㔝࡛の国㝿交流のྍ能性を模索ࡿࡍ必要ࡀあࡾ、そのたࡵの外国語

教育のᬑ及඘実や異文化理解、国㝿交流活動ࣉ࣮ࣝࢢ等ࣛ࣎ンテ࢔࢕団体࡟対ࡿࡍ支援等の機能強

化ࡀ今後の課題࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

今後の当⏫࠾࡟けࡿ地域間交流のᅾࡾ方ࡣ࡚ࡋ࡜、当⏫の風土ࡀ育ࡁ࡛ࢇた美ࡋく潤いあࡿ自然

環境や歴史文化、農林水産物等都市部࠾࡟い࡚失わࡘࡘࢀあࡽࢀࡇࡿ豊富࡞地域資源の積極的࡞᭷

効活用を進࡛ࡲࢀࡇ、ࡵ交流のあࡗた首都圏自治会組⧊や⏫の応援団のࡾࡀ࡞ࡘを深ࡵ人࣭ࡶの࣭

情報の流ࢀをࡘく࡚ࡋ⥆⥅、ࡾ都市住民࡜の共生࣭交流連携を積極的࡟推進ࠋࡿࡍ 

た人ࡋ対応࡟情報化、国㝿化社会、ࡵたࡿࡍ交㝿理解を促進࡜人材の育成࡞࠿た、国㝿感覚豊ࡲ 

材の育成を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、国㝿交流団体࣭ࣛ࣎ンテ࢔࢕団体࡟対ࡿࡍ支援等機能強化を図ࡶࡿの࡜

 ࠋࡿࡍ

 以ୖࡽ࠿、地域間交流の促進を図ࡿたࡵ、以ୗの施策を推進ࠋࡿࡍ 

 

㸯㸧都市部及び都市住民࡜の積極的࡞交流࣭連携の推進㸦首都圏地縁団体を௓ࡋた交流㸧 

㸰㸧ࢢリ࣮ン࣭࣮ࢶリ࣒ࢬ㸦エコ࣮ࢶリ࣒ࢬ㸧等の再編成࡜新た࣓࡞ニュ࣮の構築 

㸱㸧都市住民࡜の積極的࡞連携࣭交流機会の創出ࡿࡼ࡟交流居住࣭定住࡬の展開 

㸲㸧情報ཷ発信の体制整備㸦国ෆ外問わࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡎ等情報発信の඘実㸧 

㸳㸧国㝿交流事業の推進㸦諸外国࣭異文化࡬の理解醸成、民間国㝿交流ࣉ࣮ࣝࢢ支援育成㸧 

㸴㸧࢖ン࣮ࢱンࣉࢵࢩ㸦大学生等職業体験実習のཷ入ࢀ㸧制度のᬑ及ࡿࡼ࡟交流促進 
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

2 
交通通信体系䛾整備、

情ሗ化及び地域間交流

䛾ಁ進 

䠄䠍䠅 市⏫ᮧ道     
  

    䞉道路     
  

        

赤石渓流線 

L=700ｍ 

W=5.0ｍ 

⏫   

        

赤石渓流線 

L=4000ｍ 

W=4.0ｍ 

⏫   

        

赤石渓流線 

L=1500ｍ 

W=4.0ｍ 

⏫   

        

赤石ୖ通線 

L=500m 

W=6.0m 

⏫   

        
目内崎開源橋線 L=500m 

W=5.0m 
⏫   

        

唐ᯇ金沢線 

L=200m 

W=5.0m 

⏫   

        

漆原線 

L=100m 

W=3.0m 

⏫   

        

第஧ᯇ代線 

L=500m 

W=4.0m 

⏫   

        

西岩木山線 

L=300m 

W=7.0m 

⏫   

        

中ᮧ長平線 

L=300m 

W=7.0m 

⏫   

        

長平中央線 

L=300m 

W=5.0m 

⏫   

        

間木中央線 

L=200m 

W=6.5m 

⏫   

        
安田橋ᑠ屋敷線 L=500m 

W=4.0m 
⏫   

        
湯⯚長平線 L=150m 

W=4.0m 
⏫   

        
一䝒森中通䜚線 L=150m 

W=5.0m 
⏫   

 

 

    

赤石中通䜚線 

L=400m 

W=5.0m 

⏫   

  

  

    

長間瀬線 

L=300m 

W=4.0m 

⏫   

        

除木線 

L=200m 

W=4.0m 

⏫   
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

2  

交通通信体系䛾整備、

情ሗ化及び地域間交流

䛾ಁ進  

䠄䛴䛵き䠅  

    

高校裏通䜚線 

L=400m 

W=5.0m 

⏫   

      
西ᯇ島大高山線 L=150m 

W=5.0m 
⏫   

        
西ᯇ島高校線 L=150m 

W=4.0m 
⏫   

        
ᑠ夜住宅 1号線 L=100m 

W=4.0m 
⏫   

        
細ヶ平派立ୖ通䜚線 L=70m 

W=5.0m 
⏫   

      䞉橋梁       

        

梨中橋 

L=108m 

W=5.0m 

⏫   

        

䜏䛪や大橋 

L=125m 

W=7.0m 

⏫   

        

開晴橋 

L=93m 

W=4.5m 

⏫   

        

浮田橋 

L=37m 

W=5.0m 

⏫   

        

長間瀬橋 

L=36m 

W=6.0m 

⏫   

        
文ᕥｴ門川原橋 L=45m 

W=5.0m 
⏫   

        
山田野中央橋 L=20m 

W=5.0m 
⏫   

        

館 1号橋 

L=28m 

W=2.5m 

⏫   

        

鏡世橋 

L=121m 

W=6.0m 

⏫   

 

 

    

新安田橋 

L=35m 

W=7.0m 

⏫   

  

  

    

神禮橋 

L=28m 

W=8.0m 

⏫   

        

鰺ヶ沢誇線橋 

L=156m 

W=9.0m 

⏫   

      䞉そ䛾他       

        

防雪柵 

長平中央線 

L=300m 

⏫   
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

2  

交通通信体系䛾整備、

情ሗ化及び地域間交流

䛾ಁ進  

䠄䛴䛵き䠅  

    

防雪柵 

中ᮧ長平線 

L=300m 

⏫   

      
橋梁照明配管修⧋及び道路照明 LED化

஦業 
⏫   

    䠄䠏䠅 林道       

        林道橋修⧋஦業 ⏫   

        

第஧野脇線 開設 

L=2,500m 

W=4.0m 

⏫   

        

姥袋線 改築 

L=20m 

W=4.0m 

⏫   

        

野脇線 改築 

L=50m 

W=3.6m 

⏫   

        

第஧ඵᬒ森線 改築 

L=300m 

W=4.0m 

⏫   

 
 

    
津軽沢線 改良 

橋梁 1箇所 
⏫   

 

  

    

姥袋線 舗装 

L=3,000m 

W=4.0m 

⏫   

  

 

    

ඵᬒ森線 舗装 

L=800m 

W=4.0m 

⏫   

        

薬師山線 舗装 

L=200ｍ 

W=4.0m 

⏫   

        

堤䝜沢線 舗装 

L=300m 

W=4.0m 

⏫   

    䠄䠒䠅 

電気通信施設等

情ሗ化䛾た䜑䛾

施設 

      

      䞉そ䛾他䛾情ሗ化       

        情ሗ通信ᇶ盤維持஦業 ⏫   

    䠄䠕䠅 道路整備機械等       

        除雪機械購入஦業 ⏫   

      除雪機械車庫建設஦業 ⏫   

  䠄10䠅 地域間交流    

    䜰ン䝔䝘䝅䝵䝑プ設置஦業 ⏫  

  
 

(11) 
過疎地域自立ಁ

進特別஦業 
 ⏫   
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

2 
交通通信体系䛾整備、

情ሗ化及び地域間交流

䛾ಁ進  

䠄䛴䛵き䠅  

    
林道橋長ᑑ命化 

修⧋計⏬策定஦業 
⏫   

   路線䝞䝇維持確保ᑐ策補助金 
䝞䝇 

஦業者 
 

    地域බ共交通網形成計⏬策定調査஦業 
交通

会議 
 

      買い物等支援䝞䝇㐠行஦業 ⏫   

    䝕䝬ン䝗䝞䝇等㐠行஦業 ⏫  

        コ䝭䝳䝙䝔䜱䝞䝇等㐠行஦業 ⏫   
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㸲 生活環境の整備 

 

㸦㸯㸧 水道、ୗ水処理施設の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫のᖹ成 24 ᖺ度ᮎの水道ᬑ及率ࡣ 81.0％࡛、全国及び青森┴の水準をୗ回࡚ࡗいࠋࡿ水道ᮍ

ᬑ及地域࠾࡟い࡚ࡣ、飲用஭戸、湧水等を利用࡚ࡋの集落༢఩のᑠ規模水道࡛補完࡚ࡋいࡿ状況࡛

あ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、Ῥ水等ࡿࡼ࡟水୙足や水道施設の管理୙十分の問題等ࡾࡼ࡟、飲料水の安定供給࡜

衛生管理ࡀ課題࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

施設改修等࡞計⏬的ࡽ࠿࡜ࡇࡿい࡛ࢇ進ࡀ施設の老朽化ࡣい࡚ࡘ࡟た、ୖ水道࣭簡易水道施設ࡲ

資本投ୗの抑制を、ࡽ࠿࡜ࡇࡿい࡚ࡋ減少ࠎᖺࡶ伴い཰益࡟給水人口の減少、ࡀࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ

せࡿࡊを得࡞い状況࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ㸦投ୗ資本の回཰࡜再投資のࣛࣂンࡀࢫ୙健全㸧 

  一方、近ᖺ、住民のࣛࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖の変容等࡟伴い、河川及び海洋の汚ᰁࡀ懸念࡛ࢁࡇ࡜ࡿࢀࡉ

あࡀࡿ、現ᅾ、生活排水及び産業排水等ࡣ特定業種࡛法規制のあࡿ産業を除い࡚ࡣ、大半ࡀ汚水処

理࡞࡜ࡇࡿࡍく河川及び海洋࡟ᨺ出࡚ࢀࡉいࡿ状況࡟あࡾ、ୗ水処理施設の整備ࡀ急務࡚ࡗ࡞࡜い

 ࠋࡿ

࡜中ᮧ地༊ࡣ࡟長ᖹ地༊を、ᖹ成㸵ᖺ度࡟ᖹ成㸲ᖺ度ࡾࡼ࡟農業集落排水事業のᑟ入、ࡵのたࡇ  

種㔛地༊を、࡟ࡽࡉᖹ成㸯㸮ᖺ度ࡣ࡟建石地༊、༡浮⏣地༊をそࢀࡒࢀ着手ࡋ、現ᅾ㸳地༊࡛供用

開始࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

一部供ࡽ࠿ᖹ成㸯㸲ᖺ度、ࡾ࡞࡜い࡚事業認ྍ࠾࡟ᖹ成㸵ᖺ度ࡶい࡚ࡘ࡟た、公共ୗ水道事業ࡲ  

用開始ࢀࡉ、現ᅾࡶ計⏬的࡟事業ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

࡞近ᖺ、少子高齢化、過疎化等の急激、ࡣい࡚࠾࡟ୗ水処理施設のୖグ供用地༊、ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ 

進行ࡿࡼ࡟人口減少や、長引く୙況ୗの経済࣭㞠用情勢を཯映ࡋప所得世ᖏの増ຍ㸦高㢠࡞家庭用

ୗ水処理設備費用捻出のⱞ慮等㸧等ࡾࡼ࡟、一般家庭のୗ水道ຍ入率ࡀ伸びᝎ࡛ࢇいࡿ状況࡟あࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

定住促進、人口の流出防Ṇ、住民の生活水準や公衆衛生の維持向ୖのたࡣ࡟ࡵ、安全࡛衛生的࠿

 ࠋࡿ必須࡛あࡀ社会基┙施設の整備ࡿಀ࡟必要最ప限の生活環境࡞快適ࡘ

水道及び簡易水道の༊域ᣑୖࡽ࠿住民福祉向ୖの観点、ࡣ࡚ࡗあ࡟水道のᮍᬑ及地域、ࡵのたࡇ  

඘を推進ࡋ、既Ꮡ施設の改善や衛生管理指ᑟの徹底࡟ດࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 

水࡞た計⏬的ࡌ応࡟需要、ࡋ今後の地域社会の動向を注視、ࡣい࡚ࡘ࡟た、ୖ水道、簡易水道ࡲ  

源の確保や施設整備࡟ດࠋࡿࡵ 

公共ୗ水道や集落排水施設等ࡌ応࡟地域の実情、ࡣ࡚ࡗあた࡟ୗ水処理施設の整備促進、࡟ࡽࡉ 

の計⏬的࡞整備を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、住民࡟対ࡿࡍ快適࡞生活環境の形成࡟ಀࡿᬑ及活動࡜併せ、積極

的࡞ຍ入促進࡟ດࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 
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㸦㸰㸧 ࡋ、ࡳࡈ尿処理施設の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫࠾࡟けࡋ࣭ࡳࡈࡿ尿処理ࡘ࡟い࡚ࡣ、深浦⏫࡜の連携࡛組⧊ࡿࡍ西海岸衛生処理組合㸦一部

事務組合㸧ࡿࡼ࡟共ྠ処理を基本࡟、⏫ෆ全域の཰集࣭㐠搬࣭処分の体制ࡀ整࡚ࡗいࠋࡿ 

最新࡞処理ྍ能ࡶ類ࡳࡈࡿࢀࡉ懸念ࡀン等᭷害物質の発生ࢩ࢟࢜࢖ࢲ、ࡣい࡚ࡘ࡟処理施設ࡳࡈ

ᢏ術࡜設備を兼ࡡ備えたࡳࡈ焼༷࣭粗大ࡳࡈ処理施設及びリ࢖ࢧクࣝ関連施設㸦ྡ称㸸ࠕエコクリ࣮

ン࢖ࣇ࢔ 、ࠖ設置場所㸸深浦⏫㸧ࡀᖹ成㸯㸱ᖺࡾࡼ稼働ࡲ、ࡾ࠾࡚ࡋた鰺ヶ沢⏫一般廃棄物最終処分

場のṧ余容㔞ࡀ逼迫࡚ࡋいたࡽ࠿࡜ࡇ整備ࢀࡉた西海岸一般廃棄物最終処分場㸦新最終処分場、設

置場所㸸鰺ヶ沢⏫㸧の供用ࡘ࡟い࡚ࡶᖹ成㸰㸴ᖺ度ࡽ࠿開始ࢀࡉ、環境の安全性の確保࡟最大限の

配慮をࡋた高度ࢫࢩ࡞テࡀ࣒ᑟ入࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

尚、大和⏣地༊の旧ࡳࡈ焼༷処理施設ࡘ࡟い࡚ࢩ࢟࢜࢖ࢲ、ࡣン対策等を考慮ࡋ解体事業計⏬を

早急࡟策定ࡿࡍ必要ࡀあࡲ、ࡾた、ᖹ成㸰㸴ᖺ度ࡽ࠿新た࡟使用済ࡳᑠ型家電の回཰を実施ࡋたࡇ

࡞少ࡀの㔞ࡳࡈ資源࡚ࡋ対࡟総排出㔞ࡳࡈ、ࡀたࡗ࡞࡜㸯㸳種類ࡣの分別཰集ࡳࡈ現ᅾ、ࡾࡼ࡟࡜

い状況㸦リ࢖ࢧクࣝ率のప迷㸧ࡀ⥆い࡚いࡿたࡵ、今後ࡳࡈࡶの減㔞化及び資源化ࡘ࡟い࡚、住民

 ࠋࡿ必要࡛あࡀの啓発活動࡬

ࡁ空、ࡀࡿい࡚ࡌ巡回┘視等の対策を講ࡁ༠力体制を築࡜関ಀ機関、ࡣい࡚ࡘ࡟の୙法投棄ࡳࡈ

缶࣭空ࡁび࣭ࢇ廃家電製品等ࡀ人目࡞࠿ࡘ࡟い山間部や道路脇、河川࣭海岸等࡬投棄ࡾ࠾࡚ࢀࡉᬒ

観及び環境࡟ᝏ影響を୚え࡚いࠋࡿその対策࡚ࡋ࡜、୙法投棄防Ṇの┳板設置や住民࡬の啓発㐠動

を⥅⥆ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

く最終処ࡋ著ࡀ老朽化、ࡀࡿい࡚ࡗ⮳࡟現ᅾࡋ㐠転稼働ࡽ࠿昭和㸴㸮ᖺ、ࡣい࡚ࡘ࡟尿処理場ࡋ

分㔞の軽減を図࡚ࡗいࡶࡿのの処理容㔞ࡀ限界࡟㐩࡝࡞ࡿࡍの課題ࡀ山積࡚ࡋいࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

西海岸一般廃棄物最終処分場の利用期間の延伸、ⓑ神山地等の地域、ࡣの減㔞化及び資源化ࡳࡈ

の美ࡋい自然環境の維持形成、࡟ࡽࡉ地球温暖化対策ࡿࡀ࡞ࡘ࡟㔜要࡞課題࡛あࠋࡿそのたࡵ、大

㔞消費、大㔞廃棄のࣛࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖を見直ࡋ、㸱Ｒ㸦リࢹュ࣮ࢫ㸸発生抑制、リ࣮ࣘࢫ㸻再使用、

リ࢖ࢧクࣝ㸻再生使用㸧を推進ࡋ、住民࡚ࡗ࡜࡟快適࡞生活空間の形成や良好࡞環境づく࡟ࡾດࡵ、

ᚠ環型社会の形成を図ࠋࡿ 

家庭ࡽ࠿排出ࡘ࡟ࡳࡈࡿࢀࡉい࡚ࡣ、ᚑ来の分別の周知、徹底を行う࡟ࡶ࡜࡜、新た࡟、食品ࣟ

ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡴ組ࡾྲྀ࡟い衣類等の回཰を行い再利用化࡞ࡋのᬑ及、使用ࡾの水ษࡳࡈの削減、生ࢫ

ෆ⏫ࢫ࢕ࣇ࢜ࡿࡍ資源化ࡋ㸧を回཰ࡳࡀࡘࡊ雑⣬㸦、ࡣい࡚ࡘ࡟ࡳࡈࡿࢀࡉ排出ࡽ࠿た、事業所ࡲ

会制度ࡘ࡟い࡚の周知徹底を図ࠋࡿ 

࡟一層のຍ入促進ࡿけ࠾࡟公共ୗ水道༊域及び農業集落排水施設整備地༊、ࡣい࡚ࡘ࡟尿処理ࡋ

ດ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、そࢀ以外の地༊ࡘ࡟い࡚ࡶ、生活雑排水ࡋ࡜尿を合わせ࡚処理ࡿࡍ合併処理浄化

槽のᬑ及࡟ດࠋࡿࡵ 
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㸦㸱㸧 火葬場 

 

ձ 現況と問題点 

 

斎場ࡣᖹ成㸵ᖺ࡟供用を開始࡚ࡋ以来㸰㸮ᖺࡀ経過ࡾ࠾࡚ࡋ、長ᖺ࡟わたࡿ使用ࡽ࠿主火葬炉、

動物炉及び胞衣炉の炉ෆ部࡜その周辺部の損傷ࡀ著ࡋい状態࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ今日࡛ࡲ火葬業務࡟支

㞀を来ࡍ事ࡀ無いࡼう、ẖᖺ損傷の激ࡋい部分ࡣ改修ᕤ事を行う࡟ࡶ࡜࡜୙良個所の部品交換等を

行い稼働࡚ࡋいࡿ状況࡛あࠋࡿ今後ࡣ設備の全面改修を行い、一層機能の඘実を図ࡀ࡜ࡇࡿ求ࡽࡵ

 ࠋࡿい࡚ࢀ

安ࡋ対ࡋ関࡟外等の来場者⏫、ࡾあࡀい等の問題ࡽ見えづࡀ標識ࡾࡼ࡟た、案ෆ標識の老朽化ࡲ

全࡟誘ᑟࡀ࡜ࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

 㐠営࡟関ࡣ࡚ࡋ、利用者࡟୙便を来ࡍ事の無いࡼう࡛ࡲࢀࡇのࡾ࠾࡜指定管理者制度ࡾࡼ࡟適ษ

ࡲ望ࡀ࡜ࡇࡘ機能の保全を保ࡋ全面改修、ࡣ࡚ࡋ関࡟火葬炉の損傷ࠋࡿあࡀ管理㐠営を行う必要࡟

利用者ࡾ作業を行い炉の長ᑑ命化を図ࢫンࢼ部品交換等の࣓ンテ࡟定期的、ࡀࡿあࡣ࡛ࢁࡇ࡜ࡿࢀ

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡿࡵうດࡼい࡞ࡀ事ࡍ୙便を来࡟

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡿࡍ誘ᑟ࡟ෆ外の方を安全⏫ࡋた、斎場の誘ᑟ標識を更新ࡲ 

 

 

㸦㸲㸧 消防救急体制の確保 

 

ձ 現況と問題点 

 

 ⏫の常備消防体制及び救急体制ࡘ࡟い࡚ࡣ、鰺ヶ沢地༊消防事務組合㸦深浦⏫࡜の連携࡛組⧊ࡍ

予、ࡋを目指ࡾい地域づくࡼࡳ住࡞安心ࡘ࠿、ࡾ地域住民の安全をᏲ、ࡋ⧊一部事務組合㸧を組ࡿ

防活動や緊急時࡟備え࡚いࠋࡿ 

近ᖺࡣ、住民の防火࡟対ࡿࡍ意識ࡀ醸成ࢀࡉ、火災の発生率ࡶᖺࠎ減少傾向࡟あࡀࡿ、཯面、四

Ꮨを通࡚ࡌ訪ࡿࢀ来訪者の増ຍや、ࣛࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖の変容࡟伴う余暇ఇ暇活動の多様化ࡾࡼ࡟、山

火事、交通事故、水㞴、遭㞴、急病等ࡿࡼ࡟出動件数ࡀ増ຍࡾ࠾࡚ࡋ、一層の機動力の向ୖࡀ求ࡵ

資機材࣭装備や高度救急活動の඘実、ࡶい࡚࠾࡟いう視点࡜救急救ຓ体制の強化、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࢀࡽ

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡵດ࡟

࡚ࡋ支㞀を来࡟人員の増員、設備の増強等、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜問題࡞深刻ࡀた、消防庁舎の老朽化ࡲ

いࡽ࠿࡜ࡇࡿ早期࡟新庁舎の建設ࡀ求࡟ࡽࡉ、ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ、消防屯所ࡶ建築後ࡾ࡞࠿のᖺ数を経

過࡚ࡋいࡿ建物ࡶあࡾ、維持管理費等多㢠の予算を要ࡽ࠿࡜ࡇࡿࡍ、移転新築等ࡶ考慮ࡁ࡭ࡍ状況

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜

 非常備消防ࡘ࡟い࡚ࡣ、団員の高齢化や過疎化等ࡿࡼ࡟㏥団ࡀ相次ࡂ、団員の確保ࡀ困㞴࡞状況
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      ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜問題ࡀ施設、設備等の老朽化、࠿࡯ࡿあࡀࢀ恐ࡍ支㞀を来࡟初期消防活動、ࡾあ࡟

 その他、災害࡟強いࡲちづくࡾの基本的ྲྀ࡞組ࡣ࡚ࡋ࡜、地震、ྎ風等඾型的࡞自然災害࡜ࡶࡣ

そ、ࡶ࡚ࡋ対࡟自然災害࡞突発的࡞リࣛ豪雨等予測୙ྍ能ࢤ津波、風水害、土砂災害や近ᖺ、ࡾࡼ

の被害を最ᑠ限ࡵ࡝࡜࡟、地域࠾࡟けࠕࡿ自ຓ 共ຓࠕࠖ、 の役ࢀࡒࢀ基づいたそ࡟公ຓࠖの理念ࠕࠖ、

割を明確࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡟、常日頃ࡽ࠿相互連携ࡿࡼ࡟防災対策の඘実࡟ດࡿࡵ必要ࡀあࠋࡿ 

 近ᖺ、当⏫࡛ࡣ地域住民自ࡀࡽ率ඛ࡚ࡋ自主的࡟防災活動等を行うࠕ自主防災組⧊ࠖの結成を奨

励㸦支援㸧ࡋ、災害࡟強く安心࡚ࡋ暮ࡽせࡿ地域づく࡟ࡾດࡲ、ࡾ࠾࡚ࡵた、ࡇの関連࡛ࡣ災害発

生時࡟諸事情ࡾࡼ࡟情報཰集や避㞴行動ࡀ自力࡛ࡣ困㞴࡛、第୕者の支援ࡀ必要࡞要配慮者㸦高齢

者や㞀害者、乳幼児等㸧の保護ࡀ懸案࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ特࡟、災害時の要配慮者対策等ࡘ࡟い࡚ࡣ、

支援体制の඘実、情報伝㐩体制の確立、要配慮者࡟対ࡿࡍ地域住民の支援意識の譲成を図࡝࡞ࡿ、

地域防災力の向ୖ࡜඘実強化ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

常備消防及び救急ࡘ࡟い࡚ࡣ、⏫民生活の安全をᏲࡿたࡵ新庁舎の建設をࡋ࡜ࡵࡌࡣた、設備の

඘実強化を図ࡾ、一層の機動力の向ୖ࡜体制整備を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ隊員のᢏ術能力の向ୖ࡟ດࡶࡿࡵ

のࠋࡿࡍ࡜ 

等消防隊の結成ࣈᢏ術能力の向ୖ、婦人防火クࣛ࡜団員の人員確保ࡣい࡚ࡘ࡟た、非常備消防ࡲ

等地域ࡳࡿࡄの防火体制づくࡾを進࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、機動力の向ୖ及び水利施設࣭設備の整備、඘実

を図ࡶࡿのࠋࡿࡍ࡜ 

地域防災ࡘ࡟い࡚ࡣ、自主防災組⧊を中心ࡿࡍ࡜災害時࠾࡟けࡿ各地༊被害状況等の情報集約や

災害対策本部㸦役場㸧࡬の情報伝㐩等連絡体制㸦情報伝㐩経路㸧の構築࡟ດ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、災害࡟

対ࡿࡍ意識醸成を目的ࡿࡍ࡜防災講演会の開催、津波ࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁの作成࡜住民࡬の周知、災害

時避㞴誘ᑟの表示板࣭標識の設置、防災資機材の඘実、防災行政無線の強化඘実等地域防災力の向

 ࠋࡿࡵດ࡟両面の対策ࢻ࣮ࣁ、ࢺࣇࢯ向けた࡟ୖ

、い༢఩㸦⏫ෆ会ࡉᒆくᑠࡀ手、ࡣい࡚ࡘ࡟要配慮者の保護等ࡿけ࠾࡟災害時࡞㔜要࡟た、特ࡲ

隣近所㸧の自主防災を基本ࡽࡀ࡞ࡋ࡜、要配慮者の直接的࡞保護の担い手࡛あࡿ近隣༠力員㸦隣人㸧

の養成強化࡟ດࠋࡿࡵ 

 

○事務組合常備消防 

  消防車両の㝶時更新及び増強配備ࠋ 

  消防資機材及び装備等の඘実強化ࠋ 

 

 ○非常備消防 

  新入団員の確保ࠋ 

  消防団車両及びྍ搬式࣏ンࣉの㝶時更新及び増強配備ࠋ 

  消防資機材及び装備等の඘実強化ࠋ 

  消防屯所の補修あࡿいࡣ新築ࠋ 
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㸦㸳㸧 その他の施設整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の管理戸数の半数強ࡀ昭和 50 ᖺ代࡟建設ࢀࡉたࡶのࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、経ᖺ࡟伴う劣化や老朽

化ࡀ激ࡋい状況ࡲ、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜た、᰾家族化の進行࡟伴い高齢者のࡳの世ᖏࡶ増ຍ࡚ࡋい࡜ࡇࡿ

高齢ࡋ整備ࡶた住宅ࡋ対応࡟リ࣮化ࣇ࢔リࣂうࡼࡿせࡽ暮࡚ࡋ安心ࡀ人ࡘ高齢者や㞀害を持、ࡽ࠿

者や子育࡚世ᖏࡀ暮ࡋࡽやࡍい利便性の高い住宅の供給ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ躯体の୙ල合ࡘ࡟い࡚

将、ࡳ老朽化の進行を鑑ࡿ࡞ࡽࡉのの、今後のࡶࡿい࡚ࡗ範ᅖ࡛の修⧋対応を行࡞現ᅾ、ྍ能、ࡣ

来的࡞修⧋費用の増大ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、居住施設࡚ࡋ࡜の安全性や信㢗性のపୗࡀ危惧࡛ࢁࡇ࡜ࡿࢀࡉ

あࠋࡿ 

生活空間を࡞自然環境や広大࡞࠿豊࡝࡞ࡿࡍ世界自然遺産ⓑ神山地を擁、ࡣ⏫た、一方࡛、当ࡲ  

᭷ࠕ、ࡋ多様࡛美ࡋい風᱁のあࡿ居住࣭生活空間の創造ࠖやࠕ新ࡋい生活様式の実現ࠖྍࡀ能࡞地域

࡛あࡽ࠿࡜ࡇࡿ、自然環境の保全࡜調和等自然環境࡜の共生ࡿࡼ࡟ᚠ環型社会形成ࣔࣝࢹ㸦環境保

全࣭住民生活࣭経済活動ࡀ良好࡟ᚠ環ࢫࢩࡿࡍテ࣒のࣔࣝࢹ㸧を創出ࡋ、⏫の⊂自性、自立性を高

 ࠋࡿあࡀいく必要࡚ࡵ

 

ղ その対策 

 

一般住宅等の整備ࡘ࡟い࡚ࡣ、希少࡞宅地を᭷効࡟活用㸦宅地の᭷効活用࡜いう視点࡛ࡣ増築࡛

老朽化住、࡟ࡵたࡿࡍ推奨㸧ࢀࡒࢀをそ࣒࣮࢛ࣇくリ࡞ࡣ新築࡛࡚ࡋく減築、環境㈇荷を考慮࡞ࡣ

宅ࡘ࡟い࡚ࡣ㡰次建࡚替えを行うࡋ࡜࡜ࡇ、昭和 50ᖺ度建設の鳴戸団地及び昭和 52ᖺ度建設の大

鳴戸団地の更新を図ࠋࡿ 

積雪寒冷地ᖏ࠾࡟けࡿ快適࡞省エネࣝࣝࢹ࣮ࣔࢠ住宅の整備を奨励࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、既Ꮡ住宅地の

道路整備や急傾斜地の崖崩ࢀ防Ṇ対策等環境改善࡟ດࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 

、ࡣい࡚ࡘ࡟の構築ࣝࢹᚠ環型社会形成ࣔࡿࡼ࡟の共生࡜調和等自然環境࡜た、自然環境の保全ࡲ 

環境保全࡟対ࡿࡍ理解࡜認識、連携を高ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵう環境教育や環境学習の推進を図࡯ࡿ

やᢏ術のࡾた、資源ᚠ環の環境づくࡋ࡜を前ᥦ࡜ࡇࡿࡍ対処࡟地球温暖化や最終処分等の問題、࠿

ᑟ入、廃棄物の減㔞࣭リ࢖ࢧクࣝの推進、地域資源を活用ࡋた新࣭省エネ࣮ࣝࢠのᑟ入推進を図ࡿ

 ࠋࡿࡵດ࡟ࡳ組ࡾ向けたྲྀ࡟ョンの地域社会形成ࢩࢵエミࣟࢮ、࡝࡞
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

3 生活環境䛾整備 䠄䠍䠅 水道施設      

      䞉簡易水道      

        鰺ヶ沢地༊簡易水道ᇶ幹改良஦業 ⏫  

        芦萢地༊簡易水道ᇶ幹改良஦業 ⏫  

    䠄䠎䠅 ୗ水道処理施設      

      䞉බ共ୗ水道      

        බ共ୗ水道整備஦業 ⏫  

      
䞉農業集落排水施

設 
     

        農業集落排水施設整備஦業 ⏫  

    䠄䠏䠅 廃棄物処理施設      

      䞉䛤䜏処理施設      

        一般廃棄物収集車購入஦業 ⏫  

        旧䛤䜏焼却処理施設解体஦業 ⏫  

    䠄䠐䠅 火葬場      

        斎場改修஦業 ⏫  

        案内┳ᯈ設置஦業 ⏫  

    䠄䠑䠅 消防施設      

       新消防庁舎建設஦業 ⏫  

        新消防庁舎 備品購入஦業 
஦務 

組合 
 

        
資機ᮦ搬送用䝖䝷䝑䜽整備஦業䠄緊急援助隊

用䠅 

஦務 

組合 
 

        広ሗ䠎更新஦業 
஦務 

組合 
 

      除雪用䝍䜲䝲䝗䞊䝄䞊更新஦業 
஦務 

組合 
 

        資機ᮦ㐠搬用䝖䝷䝑䜽ᑟ入஦業 
஦務 

組合 
 

        林野火災ᕤ作車更新஦業 
஦務 

組合 
 

        䠍号䝫ンプ車更新஦業 
஦務 

組合 
 

        指揮車更新஦業 
஦務 

組合 
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

3  
 生活環境䛾整備 

䠄䛴䛵き䠅 
    䠎号䝫ンプ車更新஦業 

஦務 

組合 
 

        救助ᕤ作車ᑟ入஦業 
஦務 

組合 
 

        可搬䝫ンプ更新஦業(ᬑ通車両積載) ⏫  

        可搬䝫ンプ更新஦業(軽車両積載) ⏫  

        䝫ンプ車更新஦業 ⏫  

        䝫ンプ車更新஦業 ⏫  

        積載車更新及び増強஦業 ⏫  

        屯所新築移転等஦業 ⏫  

        消火栓及び防火水槽増設஦業 ⏫  

    䠄䠒䠅 බ営住宅      

        බ営住宅建設஦業 ⏫  

    䠄䠓䠅 
過疎地域自立ಁ進

特別஦業 
     

        防災ᑐ策䛾強化ಁ進஦業 ⏫  

        空き家ᑐ策䛾充実ಁ進஦業 ⏫  

        自主防災組⧊結成஦業 ⏫  

    䠄䠔䠅 そ䛾他      

    
┴営鰺ヶ沢ሖ地༊農業水利施設魚道整備ಁ進

஦業 
┴  

     急傾斜地崩壊ᑐ策஦業費㈇担金 ┴  

        急傾斜地ᑐ策஦業費㈇担金 ┴  

        防犯灯 LED化஦業 ⏫  

        防災行ᨻ無線整備஦業 ⏫  

        土砂災害䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ作成஦業 ⏫  

        防災倉庫新築஦業 ⏫  

 

 

 

 

 



- 47 - 

 

㸳 高齢者等の保健及び福祉の向ୖ及び増進 

 

㸦㸯㸧 高齢者等の保健࣭福祉対策 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の総人口ࡣᖺࠎ減少傾向࡟あ65、ࡾṓ以ୖの高齢者人口ࡰ࡯ࡣᶓࡤい状況ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、ᖹ

成 26 ᖺࡣ࡟総人口ࡣ 11,080 人ࡾ࡞࡜、一方、65 ṓ以ୖの高齢者人口ࡣ 4,061 人࡛、高齢化率ࡣ

 ࡿい࡚ࡗ࡞࡜36.7％

高齢者人口を前期高齢者㸦65～74ṓ㸧࡜後期高齢者㸦75ṓ以ୖ㸧࡟分け࡚比較࡜ࡿࡍ、後期高齢

者㸦75ṓ以ୖ㸧人口ࡀ増ຍࡋ、ᖹ成 26ᖺ࡛ࡣ 2,369人ࡾ࡞࡜、前期高齢者を 677人ୖ回࡚ࡗいࠋࡿ

一方、ᖹ成 25ᖺを底࡟、前期高齢者ࡣ増ຍ࡟転ࡌ、今後、後期高齢者ࡣ益ࠎ増ຍࡶࡿࡍのࢀࡽࡳ࡜

 ࠋࡿ

たࡿࡍ生活ࠖを確保࡞快適ࡿいのあࡀࡁ健康࡛生ࠕ願うࡀい࡚、住民࠾࡟高齢化社会࡞うࡼのࡇ

࡟地域全体࡛課題解決、ࡎࡽ࡞ࡳいう自覚を持ち、家族༢఩の࡜ࡿ自分࡛Ᏺࡣ自分の健康、ࡣ࡟ࡵ

向けたྲྀ組や体制づくࡀࡾ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 ௓護࣮ࢧビࡘ࡟ࢫい࡚ࡣ、少子高齢化の進行やⱝᖺ層の流出、高齢༢身世ᖏ、高齢者のࡳの世ᖏ

の増ຍ等高齢者をྲྀࡾ巻く環境ࡀ大ࡁく変化ࡾ࠾࡚ࡋ、増ຍࡿࡍ高齢者の௓護ニ࣮࡟ࢬ対応ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࡶ࡟課題࡞ࡁ当⏫の大ࡀ࡜

経࡞た豊富ࡗ就労意欲や、長ᖺᇵ、ࡾࡼ࡜ࡶࡣ高齢者ࡿࡍ࡜௓護を必要、ࡣた、高齢化の進行ࡲ 

験やཷけ⥅い࡛ࡁた知恵࣭ᢏを生࡚ࡋ࠿地域社会࡟㈉献࡛ࡿࡁ心身共࡟健康࡞高齢者ࡀ増ຍࡇࡿࡍ

生࡜ࡾ௓護予防、健康づく、ࢫビ࣮ࢧた福祉ࡋ配慮ࡶ࡟家族ࡿࡍ高齢者や௓護࡞健康、ࡾあࡶ࡛࡜

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵ強く求ࡀい対策の඘実ࡀࡁ

 

ղ その対策 

 

当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、急㏿࡟進行ࡿࡍ高齢化社会࡟対応ࡿࡍたࡵ、ᖹ成 26 ᖺ度見直ࡋ策定の第 6 期

鰺ヶ沢⏫௓護保険事業計⏬࣭高齢者保健福祉計⏬࡟基づࠕࡁ魅力あࡿ自然の中࡛、高齢者ࡀ健康࡛

生ࡀࡁいを࡚ࡗࡶ、いࡶ࡛ࡲࡘ自立ࡋ、自発的࡟社会参ຍࡀ出来ࡿຓけ合いの⏫ࠖ実現࡟向けた体

制づくࡾの推進࡟ດࠋࡿࡵ 

ࡽた地域࡛、自分ࢀ័ࡳ住ࡶ࡚ࡗや㔜度の要௓護㸦認知症࣭身体௓護等㸧࡛あࡋࡽた、一人暮ࡲ

ࡀい࣭生活支援ࡲう、医療࣭௓護࣭௓護予防࣭住ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿけ⥆࡛ࡲい生活を人生の最期ࡋ

一体的࡟ᥦ供ࡿࢀࡉ地域包括ࢫࢩ࢔ࢣテ࣒の構築を図ࡾ、総合的࡞高齢者保健、福祉対策を実施ࡍ

 ࠋࡿࡵດ࡟次の施策の推進ࡾあた࡟ࡿ

 

㸯㸧健康づく࣭ࡾ疾病予防の推進 

㸰㸧௓護࣮ࢧビࢫの質的向ୖ 

㸱㸧自立支援࣭௓護予防࣮ࢧビࢫの඘実 
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㸲㸧௓護を担う家族࡟対ࡿࡍ支援の඘実 

㸳㸧生ࡀࡁい対策の඘実 

㸴㸧地域住民を主体ࡋ࡜た活動体制の整備 

㸵㸧人材育成研修体制の整備 

 

 

㸦㸰㸧 児童の保健࣭福祉対策 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫の出生数ࡣ、少子化の進行࡟ࡶ࡜࡜減少傾向ࡀ⥆い࡚ࡾ࠾、ᖹ成 10ᖺࡣ࡟ 108人㸦青森┴保健衛

生統計㸧࡛あࡗたࡶのࡀᖹ成 15ᖺࡣ࡟ 74人、ᖹ成 20ᖺࡣ࡟ 54人、ᖹ成 25ᖺࡣ࡟ 47人࡛ࡲ࡟減

少࡚ࡋいࡲࠋࡿた、当⏫࠾࡟けࡿᖹ成 27ᖺ㸲᭶現ᅾの児童福祉施設㸦特定教育࣭保育施設㸧数ࡣ、

幼保連携型認定ࡶ࡝ࡇ園㸦公立㸯、⚾立㸯㸧⚾立保育所㸲 ࡜いう状況࡟あࠋࡿ 

家族構成員の減少、地域ࡾ地域社会全体の活力の減㏥、一世ᖏあた、ࡣ少子化の進行࡞うࡼのࡇ 

連ᖏ意識の希薄化等࡜相俟࡚ࡗ、子ࡶ࡝を安心࡚ࡋ産ࡳ育࡚ࡿ環境をࡾࡼ一層厳ࡋく࡚ࡋいࠋࡿ 

今後ࡣ少子化対策࡜併せ࡚、妊娠࣭出産期ࡽ࠿のษࢀ目࡞い支援のᥦ供をࡵࡌࡣ、子育࡚ࡋやࡍ

い生活࣭社会環境の整備等ࡀ必要࡚ࢀࡉ࡜いࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

当⏫࠾࡟けࡿ少子化対策の基本的࡞考え方ࡘ࡟い࡚ࡣ、少子化の進行そのࡶのࡀ地域࠾࡟けࡿ社

会経済情勢の変化ࡀ要因࡚ࡗ࡞࡜表出ࡶࡿࡍの࡛あ࡜ࡇࡿを十分認識ࡋ、そ࠾࡞ࡶ࡛ࢀ、子ࡶ࡝の

健全育成ࡀ本来的࡞意味࠾࡟けࡿ地域を⥅ᢎࡿࡍた࡟ࡵ必要࡞課題࡛あ࡜ࡿいう長期的࡞視点を確

保࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、そࢀを踏ࡲえたୖ࡛地域の実情࡟༶ࡋたྲྀ組࡟ດࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ 

老朽化ࡀ著ࡋく進行࡚ࡋいࡿ児童福祉施設ࡘ࡟い࡚ࡣ、子ࡀࡶ࡝安心࡚ࡋ快適࡟過ࡈせࡼࡿう、

 ࠋࡿ施設整備の඘実を図࡞計⏬的、ࡵたࡿた、保育環境の向ୖを図ࡲ

ࡶ࡝子、ࡀ一般住民㸦子育࡚世ᖏ以外㸧、各関ಀ機関࣭団体、行政、ࡣい࡚ࡘ࡟た、子育࡚支援ࡲ

の健全育成の必要性࡜意味を相互࡟理解࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、連携༠力のୗ地域全体࡛子育࡚を支援ࡿࡍ

環境づくࡾやࢺ࣮࣏ࢧ体制の構築を図ࡾ、安心࡚ࡋ子ࡶ࡝を産ࡳ育࡚ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ地域を目指ࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶ

 

㸯㸧子࣭ࡶ࡝子育࡚支援事業計⏬࡟基づく子ࡶ࡝の成長࡟༶ࡋた長期的࡞支援 

㸰㸧ᨺ課後࣮࣒ࣝの඘実強化 

㸱㸧児童公園等の整備 

㸲㸧子育࡚関連ࢭン࣮ࢱ機能の強化㸦ẕ子支援ࢭン࣮ࢱ及び子育࡚ࢭࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱの連携㸧 

㸳㸧乳幼児検診及び保健相談指ᑟの඘実 

㸴㸧育児支援のたࡵの各種支援対策の実施࡜関ಀ機関࡜の連携強化 
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 㸵㸧子ࡶ࡝医療費ຓ成事業のᣑ඘ 

 

 

㸦㸱㸧 その他の保健࣭福祉対策 

 

ձ 現況と問題点 

 

現ᅾ、進行ࡿࡍ高齢化社会࡟対応ࡋ、当⏫࠾࡟い࡚ࡶ高齢者福祉対策の඘実࡟ດ࡚ࡵいࢁࡇ࡜ࡿ

࡛あࡀࡿ、㞀害者等の利用࡟配慮ࡋた施設づくࡾや支援体制ࡣ十分ࡣ࡜言え࡞い状況࡟あࡾ、近ᖺ

の㞳婚率のୖ昇࡟伴い増ຍ傾向࡟あࡿẕ子㸦父子㸧家庭等の支援ࡘ࡟い࡚ࡣ、社会的ࡶ࡟健全࡞生

活を確保࡛ࡼࡿࡁう࡞体制づくࡀࡾ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

ᖹࡶᑠ中学校児童生ᚐ数、ࡾあ࡛ࡾࡀ肩ୗྑ࡟必然的ࡣの数ࡶ࡝伴い、子࡟た、出生数の減少ࡲ 

成 27 ᖺ 5 ᭶ 1 日現ᅾ࡜ 3 ᖺ前㸦ᖹ成 24 ᖺ 5 ᭶ 1 日現ᅾ㸧の児童生ᚐ数࡜比較110、࡜ࡿࡍ 人減

㸦15.9％減㸧࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

子࡚ࡋ安心、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ子育࡚世ᖏの経済的㈇担を軽減、࡚ࡋ࡜た現状の打開策の一環ࡋうࡇ 

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡵを進ࡾ環境づくࡿ育࡚ࡳを産ࡶ࡝

供養࡚ࡗࡼ࡟や඗弟等親戚ࡶ࡝子、ࢀࡽ入葬࡟墓、ࢀࡉ火葬ࡣ死者࡟一般ࡣた、現代の日本࡛ࡲ 

ࡍ無縁化࡚ࡗࡼ࡟墓の後⥅者の消滅等、親子、親戚間等の確執問題、ࢀ連࡟ࡿࡡ代を㔜、ࡀࡿࢀࡉ

 ࠋࡿい࡚ࡋⱞ慮࡟その対策、ࡾあࡀ場合ࡿ

 

ղ その対策 

 

㞀害者福祉ࡘ࡟い࡚ࡣ、多様࡞㞀害者のニ࣮࡟ࢬ対応ࡋ、福祉࣭医療࣭教育࣭労働等関ಀ機関の

連携強化を図ࡽࡀ࡞ࡾ、㞀害者の日常社会生活࡬の適応を支援ࡋ、社会参ຍの促進を図ࡲࠋࡿた、

公共施設や生活環境等の整備࡟あたࡣ࡚ࡗ、㞀害者等の利用ࡶ࡟配慮ࡋた施設づく࡟ࡾດࡽࡉ、ࡵ

࡞相談࣭支援体制の඘実、各種福祉制度資金等の適ษ、ࡣい࡚ࡘ࡟ẕ子㸦父子㸧家庭等の援護、࡟

活用を推進ࡋ、総合的࡞支援体制の඘実を図ࡶࡿのࡲ、ࡋ࡜た、子育࡚世ᖏの支援策ࡾࡼ࡚ࡋ࡜一

層子育࡚環境の඘実を図ࡿたࡵ、中学生࡛ࡲの医療費を無償化ࡋ経済的㈇担の軽減を図ࠋࡿ 

無、ࡵたࡿࡍ対処࡟迅㏿及び適ษ、ࡋ対࡟た場合等困㞴事例ࡗ࡞亡くࡀた、親類縁者の無い方ࡲ

縁仏納骨堂を࠾寺ࡽ࠿墓地公園࡬の移設及び新設を検討ࠋࡿࡍ 

 

㸯㸧包括࢔ࢣ㸦保健࣭医療࣭福祉の連携࣭一ඖ化㸧ࢫࢩテ࣒の構築࡜推進 

㸰㸧公共施設や生活環境等の配慮あࡿ整備 

㸱㸧差別や偏見の解消、思いやࡾのあࡿ心の育成等の推進㸦ࢩ࣮ࢮ࢖࣐࣮ࣛࣀョンのᬑ及㸧 

㸲㸧人材育成࡜専門性の向ୖ 

㸳㸧ࡶ࡝ࡇ医療費無償化 

㸴㸧無縁仏納骨堂の新設 
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

4 
高齢者等䛾保健及び

福祉䛾向ୖ及び増進 䠄1䠅 高齢者福祉施設       

   䞉そ䛾他       

        総合保健福祉セン䝍䞊補修஦業 ⏫   

  
  

䠄3䠅 児童福祉施設       

  
  

 䞉保育所       

        児童福祉施設整備஦業 ⏫   

    䛻䛣䛻䛣子䛹䜒館改修஦業 ⏫  

    䠄4䠅 認定䛣䛹䜒園       

       ⏫立認定䛣䛹䜒園改修஦業 ⏫   

    䠄8䠅 
過疎地域自立ಁ進

特別஦業 
      

       健康䛵く䜚支援஦業 ⏫   

    地域包括䜿䜰䝅䝇䝔䝮構築஦業 ⏫  

       子䛹䜒་療費助成஦業 ⏫   

       母子支援セン䝍䞊஦業 ⏫   

       乳児䛩䛣やか支援஦業 ⏫   

       ᨺ課後䝹䞊䝮஦業 ⏫   

        子䛹䜒䞉子育䛶支援஦業計⏬ ⏫   

    䠄9䠅 そ䛾他       

      福祉関ಀ施設修⧋஦業 ⏫   

      無縁仏納骨堂新設ᕤ஦ ⏫   
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㸴 医療の確保 

 

㸦㸯㸧 医療確保の対策 

 

ձ 現況と問題点 

 

 当⏫࠾࡟けࡿ医療施設の状況ࡣ、ᖹ成 27ᖺ現ᅾ、中᰾ࡿࡀࡘࡿ࡞࡜西໭஬広域連合鰺ヶ沢病院の

ࡣ病床数、ࡾあࡀ民間診療所㸰施設、歯科診療所㸱施設、࠿࡯ 119、人口千人あたࡾの病床数ࡣ 10.6

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜

 鰺ヶ沢病院ࡣ西海岸地域࡟あࡿ公立病院࡚ࡋ࡜長ᖺ地域住民の健康を支え࡚ࡁたࡀ、近ᖺ施設の

老朽化の問題ࡀあࡾ、その対策ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿᖹ成 24ᖺ 4᭶ࡿࡀࡘ、ࡽ࠿西໭஬広域連合࡞࡜

 ࠋࡿい࡚ࡗ現ᅾその役割を担࡚ࡋ࡜病院ࢺ࢖テࣛࢧࢀࡽ図ࡀ医療機能の再編、ࡾ

連合立化ࡋた࡛࡜ࡇ、医師をࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣ医療ᚑ事者の៏性的࡞୙足問題࡟関ࡣ࡚ࡋあࡿ程度の

改善ࡀ図ࡣ࡚ࢀࡽいࡶࡿのの、高齢化の進行等ࡿࡼ࡟疾病構造の変化や、医療ニ࣮ࢬの高度化࣭多

様化࡬の対応等、一層の機能඘実ࡀ求ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ、現ᅾ、中᰾病院を中心࡚ࡋ࡜医療機能を分担

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ期待ࡀの඘実ࢫビ࣮ࢧ圏域全体の医療、ࡋ

医療の質の向ୖを図、ࡀたࢀࡉ整備ࡣ㸧ࢻ࣮ࣁ中᰾病院㸦、ࡾࡼ࡟た、自治体病院機能再編成ࡲ

財源の確保、及び医師確保のたࡋ出ࡾ繰、ࡋ事業を推進ࢺࣇࢯのࡵ医師確保のた࡚ࡋ⥆⥅、ࡵたࡿ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ࡜ࡇࡿࡍ⥆⥅ࡣの要望ࡵ

 

ղ その対策 

 

地域医療の維持確保ࡘ࡟い࡚ࡣ、西海岸地域の医療の中᰾的機能を確保ࡿࡍたࡵ一般医療の࠿࡯、

࡚ࡋ࡜病院ࢺ࢖テࣛࢧ、ࡾࡼ࡜ࡶࡣ体制の඘実࡜の向ୖࢫビ࣮ࢧ医療࡝࡞地、高度、特Ṧ医療ࡁ࡬

の役割を担う࡭く地域医療確保࡟ດࡶࡿࡵのࡋ࡜、圏域全体の医療を支えࡿたࡵの繰ࡾ出ࡘ࡟ࡋい

 ࠋࡿࡍ࡜のࡶࡿࡍ対処࡟適ṇ、ࡣ࡚

役割を࡞ࡁ地域保健活動の大、ࡋ࡟保健の連携を密࡜医療、ࡣい࡚ࡘ࡟の඘実ࡾた、健康づくࡲ 

担う施設࡚ࡋ࡜、生活習័病の検診率向ୖ、疾病予防対策の推進等࡟ດࠋࡿࡵ 

 今後の過疎地域࠾࡟けࡿ自治体病院ࡣ、人口減少問題を背ᬒ࡟患者数の減少ࡀ見込࠿࡜ࡇࡿࢀࡲ

の役割分担、及び、連携体࡜㸧ࡴ周辺医療機関㸦⏫ෆ外の診療所を含、ࡋ病床数を確保࡞適ṇ、ࡽ

制の構築を視㔝࡟入ࢀたྲྀ組を行う必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

㸯㸧高度࣭特Ṧ医療器機のᑟ入及び施設整備ࡿࡼ࡟医療体制の඘実 

㸰㸧医師確保のたࡵの条件整備㸦専門医の派遣࡟対ࡿࡍ支援㸧 

㸱㸧定期的࡞専門診療科の出張診療の開設 

㸲㸧無医地༊等࠾࡟けࡿ診療体制㸦巡回診療、診療所࡬の医師の派遣等㸧の඘実 

㸳㸧当番制ࡿࡼ࡟ఇ日、夜間等の緊急医療体制の඘実 
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㸴㸧生活習័病の検診率の向ୖ 

㸵㸧疾病予防対策の推進 

㸶㸧ᅾ宅療養者の支援機能の඘実 

 

 

事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

5 ་療䛾確保 䠄3䠅 
過疎ᑐ策自立ಁ進

特別஦業 
      

    地域་療確保ᑐ策஦業 
広域

連合 
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㸵 教育の振興 

 

 

㸦㸯㸧 学校教育関連施設の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫࡛ࡣ、急激࡞児童࣭生ᚐ数の減少等学校をྲྀࡾ巻く環境変化ࡽࡀ࡞࡜ࡇࡿࡉࡶ、適ṇ࡞学⣭

規模や複式学⣭の解消、適宜࣭適ษ࡞施設改修ࡿࡼ࡟安全性の高い学校施設の機能発揮等、良好࡞

教育環境の維持確保࡟対応ࡿࡍたࡵ、ᖹ成 23 ᖺ度࡟ᑠ学校 2 校、中学校 1 校࡟統合ࡿࡍ学༊再編

を実施ࡋたࠋ 

統合後の学校施設ࡣ、耐震補強等構造ୖの課題ࡣクリ࡚ࡋ࢔いࡶࡿのの、経ᖺࡿࡼ࡟施設の老朽

化、償༷࡟対ࡿࡍ大規模改修の措置、㹇㹁㹒等学習関連施設のᑟ入等を今後検討ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

ࡽ࠿供用開始、ࡣい࡚ࡘ࡟࣮ࢱンࢭた、⏫立学校給食ࡲ 15ᖺ以ୖ経過ࡋ施設の償༷、老朽化ࡀ顕

著࡛設備改修等ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

学校教育の理念ࡣ、人間尊㔜の精神を基調࡚ࡋ࡜、知࣭ᚨ࣭体の調和のࢀ࡜た、人間性豊࡞࠿児

童࣭生ᚐを育成ࡿࡍたࡵ、学校㐠営࡟創意ᕤኵを凝ࡋࡽ、潤い࡜活力࡟満ち、個性豊࡞࠿創造性を

育࡟࡜ࡇࡴあࡇࠋࡿの࡜ࡇを踏ࡲえ、学校施設ࡘ࡟い࡚ࡣ、児童࣭生ᚐの学習࣭生活の場࡚ࡋ࡜、

その一方࡛地震、風水、ࡘࡘࡋ࡜を前ᥦ࡜ࡇࡿ場࡛あ࡞の必要୙ྍḞࡵたࡴ人間性を育࡞࠿た豊ࡲ

害等災害時࡟地域住民の緊急避㞴場所࡚ࡋ࡜の役割ࡶあࡽ࠿࡜ࡇࡿ、施設㸦構造㸧の安全性確保ࡣ

極࡚ࡵ㔜要࡛あࠋࡿ施設整備ࡘ࡟い࡚ࡣ、厳ࡋい⏫財政状況を踏ࡲえࡽࡀ࡞、計⏬的ࡘ࠿効率的࡟

進ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ 

ンࣛࣂ栄養、ࡾࡼ࡜ࡶࡣ࡜ࡇࡿࡍ資࡟発育࡞児童生ᚐの心身の健全、ࡣい࡚ࡘ࡟た、学校給食ࡲ

成長、࡝࡞ࡿࡍ寄୚ࡶ࡟い知識の習得等食育の推進ࡋṇࡿࡍ対࡟の食ࡽ࠿や健康の保持、幼少時ࢫ

期の児童࣭生ᚐࡾ࡜࡟㔜要࡞役割を担࡚ࡗいࡽ࠿࡜ࡇࡿ、⏫立学校給食ࢭン࣮ࢱの設備等改修ࡘ࡟

い࡚ࡶ、計⏬的ࡘ࠿効率的࡟実施࡚ࡋいくࡶのࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

㸦㸰㸧 集会施設、体育施設の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、少子高齢化や᰾家族化の進行࡜歩調を合わせ࡜ࡈࡀࡿく、人口減少࡟歯Ṇࡀࡵ

や連ᖏ意識のࡾࡀ࡞ࡘのࠎ人ࡿけ࠾࡟顕著࡛、地域ࡀ各層各分㔝を支え担う人材の୙足、ࡎࡽ࠿࠿

希薄化ࡀ進ࡳ、地域活力の႙失ࡀ危惧࡚ࢀࡉいࠋࡿそのたࡵ、地域コミュニテ࢕の維持、再構築ࡣ
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࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ教育機能の回᚟ࡿい࡚ࡗ本来備わ࡟家庭や地域社会ࡿ࡞࡜人間形成の基礎、ࡾࡼ࡜ࡶ

いࠋࡿ 

ࣛ、࡚ࡗあ࡟い高度情報化社会の中ࡋࡲ目覚ࡀ㹇㹁㹒等情報通信ᢏ術の進展、ࡣた、地域住民ࡲ  

生活を࡞࠿質の高い心豊ࡾࡼたࡋ個性を㔜視、ࡋ表面化ࡀの変容や価値観の多様化等ࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖

求ࡼࡿࡵう࡚ࡗ࡞࡟いࠋࡿそのࡼう࡞情勢の中、当⏫࠾࡟い࡚ࡣ、住民の文化、創作、ࢶ࣮࣏ࢫ等

見合う施設࣭設࡟ࢀのの、そࡶࡿあࡘࡘを見せࡾࡲ高ࡀた学習意欲ࡌや、生涯を通ࢬニ࣮ࡿࡍ対࡟

備࣭機能ࡀ十分ࡣ࡜いえࡎ、時勢や住民ニ࣮ࢬの多様化࡟十分࡟対応࡛࡚ࡁい࡞い状況࡟あࠋࡿ 

ෆ⏫、ࡣい࡚ࡘ࡟生涯学習࣭文化創作活動等ࡿけ࠾࡟⏫状況の中、当࡞うࡼのࡇ  5地༊そࢀࡒࢀ

た、⏫ෆࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉ展開࡟地༊公民館をᣐ点ࡿࡍ設置࡟ 5地༊公民館ࡣ、様࡞ࠎ地域活動や地

域づくࡾを担う地༊振興ࢭン࣮ࢱ㸦機関㸧の機能を発揮ࡿࡍ複合的࡞活動ᣐ点࡛ࡶあࡾ、その相乗

効果ࡀ期待࡛ࢁࡇ࡜ࡿࢀࡉあࠋࡿ 

一方、ࢶ࣮࣏ࢫ施設ࡘ࡟い࡚ࡣ、勤労者体育館、室ෆ温水࣮ࣝࣉ、大高山総合公園等ࡀ設置供用ࡉ

学校体育、ࡽ࠿࡜ࡇい࡞ࡁ対応࡛࡟十分࡟体育館の利用要求࡟のの、ᒇෆ施設のうち特ࡶࡿい࡚ࢀ

館の多目的利用࡟㢗ࡿࡊࡽを得࡞い状況࡟あࡲࠋࡿた、その他࡛ࡣ、高齢者等を中心࣮࣏ࢫࡿࡍ࡜

࣏ࢫの創設等生涯ࣈクࣛࢶ࣮࣏ࢫ総合型地域ࡿࡁ参ຍ࡛࡟気軽ࡀࡶクࣝの増ຍや、住民の誰࣮ࢧࢶ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜課題ࡀのの、施設の絶対数୙足ࡶࡿあࡘࡘࢀࡉ醸成ࡀ機㐠ࡿࡍ対࡟ࢶ࣮

 

ղ その対策 

 

  各地༊公民館ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域住民の文化、創作、ࢶ࣮࣏ࢫ等生涯を通ࡋた学習意欲の高ࡾࡲ等

地域の生涯学習及び社会教育施設࡚ࡋ࡜の機能ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、地域づくࡲ、ࡾちづくࡾ活動等のᣐ点

 ࠋࡿࡵດ࡟機能඘実࡜整備࡞その適ษ、࡚ࡋ࡜

ࣇ࢖自分のࣛࡀࡾ࡜ࡦ地域住民一人、ࡵࡌࡣ高齢者や㞀害者を、ࡣい࡚ࡘ࡟施設ࢶ࣮࣏ࢫ、たࡲ  

ࡿࡵດ࡟や情報ᥦ供࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞う、多様ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴࡋ活動を楽ࢶ࣮࣏ࢫ࡚ࡌ応࡟ࣝ࢖ࢱࢫ

 ࠋࡿࡵດ࡟施設࣭設備の඘実ࡿࡼ࡟改修࡞計⏬的、࡜㐠営࡞既Ꮡ体育施設の効率的、࡟ࡶ࡜࡜

面の体ࢺࣇࢯうࡼࡿࡁ඘分発揮࡛ࡀ指ᑟ者の育成等機能、効果、ࡣ࡚ࡗあた࡟施設等整備、࠾࡞  

制強化を図࡟ࡶ࡜࡜ࡿ、維持管理費の抑制を促ࡍ効率的ࡘ࠿効果的࡞管理㐠営࡟ດࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸯㸧全⏫機能を᭷ࡿࡍ中央公民館及び舞戸公民館࡜、他地༊公民館࡜の機能連携 

㸰㸧情報通信設備の඘実 

㸱㸧体育施設の多目的利用の促進 

㸲㸧体育施設、設備等の計⏬的࡞改修 

㸳㸧施設の効率的࡞管理㐠営体制の確立 

㸴㸧指ᑟ者の育成、指ᑟ体制の඘実 

㸵㸧地域特性࡟応ࡌた生涯学習体系㸦特࡟社会体育㸧の確立 
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

6 教育䛾振興 䠄1䠅 
学校教育関連施
設 

    
  

      䞉校舎     
  

        ⯙戸ᑠ学校大規模改修஦業 ⏫ 
  

        西海ᑠ学校内壁䞉外壁改修஦業 ⏫ 
  

      䞉屋内㐠動場     
  

        
鰺ヶ沢中学校第஧体育館浄化槽設置
஦業 

⏫ 
  

        
鰺ヶ沢中学校屋外㐠動場照明設置஦
業 

⏫ 
  

        ⯙戸ᑠ学校䝞䝑䜽䝣䜵ン䝇整備஦業 ⏫ 
  

      䞉給食施設     
  

        学校給食セン䝍䞊改修஦業 ⏫ 
  

      䞉そ䛾他     
  

        
ᑠ中学校䝎䝮䜴䜵䞊䝍䞊修⧋䠄⯙戸、
鰺中䠅 

⏫ 
  

        ᑠ中学校䝔ン䝖購入 ⏫ 
  

    䠄䠏䠅 
集会施設、体育
施設等 

    
  

   䞉බ民館   
 

    中央බ民館改修஦業 ⏫ 
 

    ⯙戸බ民館改修஦業 ⏫ 
 

       山ᮧ開発セン䝍䞊改修஦業 ⏫ 
  

   䞉体育施設   
 

        室内温水プ䞊䝹大規模改修஦業 ⏫ 
  

        勤労者体育館補修஦業 ⏫ 
  

   䞉そ䛾た   
 

    合宿誘致஦業 ⏫ 
 

    䠄䠐䠅 
過疎地域自立ಁ
進特別஦業 

    
  

        䝇䝫䞊䝒競技選手育成䞉強化஦業 
体育
協会 

  

        ⏫民䝇䝫䞊䝒大会開催஦業 ⏫ 
  

    国内交流஦業 ⏫ 
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自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

    䠄5䠅 そ䛾他     
  

        ⏫内ᑠ中学校 I䞉C䞉T化整備஦業 ⏫ 
  

    大高山総合බ園大規模改修஦業 ⏫ 
 

    通学路防犯カ䝯䝷設置஦業 ⏫ 
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㸶 地域文化の振興等 

 

㸦㸯㸧 地域文化振興施設等の整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

当⏫ࡣ、縄文時代ࡽ࠿中世࠿࡟け࡚の遺跡ࡀ 137箇所࡜数多くᏑᅾࡋ、୕ෆ丸山遺跡࡟༉ᩛࡿࡍ

ࡀ遺跡࡞貴㔜ࡽ࠿全域ࡰ࡯の⏫ࡵࡌࡣ᮳沢遺跡を࡞沢遺跡やྂ代製鉄炉࡛᭷ྡࣀ餅ࡿい࡚ࢀいわ࡜

相次い࡛発見࡚ࢀࡉいࡲࠋࡿた、当⏫ࡣ、津軽藩発祥の地࡛あࡿ種㔛城跡や御用港࡚ࡋ࡜栄えた津

軽藩の⏤⥴あࡿ歴史を᭷ࡋ、現ᅾ 4ᖺ࡟ 1度開催ࡿࢀࡉⓑඵ幡宮大祭をࡵࡌࡣ当時の繁栄をࡋのࡤ

せࡿ文化、芸能、史料を今࡟⥅ᢎ࡚ࡋいࡽࢀࡇࠋࡿの貴㔜࡞文化遺産等ࡘ࡟い࡚ࡣ、文化資源ࡋ࡜

࡚の価値ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、観光資源࡚ࡋ࡜᭷効࡟活用ࡀ࡜ࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

ࡿࡍ一方࡛、保管࣭展示等をࡿい࡚ࢀࡽࡵ進ࡣ調査研究ࡿࡼ࡟発掘調査等ࡣ文化財の多くࡽࢀࡇ 

たࡵの施設等ࡀᮍ整備࡛あࡽ࠿࡜ࡇࡿ史料の流失、⣮失等ࡀ懸念ࡲ、ࢀࡉた、地ඖ⏫ෆ会等࡟᰿付

くⓑඵ幡宮大祭や鰺ヶ沢祭ࡾ等伝統行事の維持⥅ᢎࡘ࡟い࡚ࡣ、ⱝᖺ層を中心ࡿࡍ࡜人口流出や高

齢化の進行等ࡿࡼ࡟人手୙足ࡀ大࡞ࡁ課題ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜、文化、芸能等の⥅ᢎ、Ꮡ⥆ࡀ危࡚ࢀࡲࡪ

いࡿ状況࡟あࠋࡿ 

 その他、津軽藩発祥の地࡚ࡋ࡜⏫民ࡽ࠿親࡚ࢀࡲࡋいࡿ種㔛城跡ࡘ࡟い࡚ࡣ、ᖹ成 14ᖺ度国史跡

の指定をཷけ、当面ࡣ発掘調査࣭研究等を進ࡵ、将来的ࡣ࡟史跡公園࡚ࡋ࡜整備ࡀ進ࡿࢀࡽࡵ予定

 ࠋࡿい࡚ࡗᶓたわ࡚ࡋ࡜懸案事項ࡀ光信公の館ࠖの移設問題ࠕ既Ꮡの、ࡀࡿい࡚ࡗ࡞࡜

い࡚ࡋ民文化祭等⏫民参ຍ型の文化芸術活動を実施⏫、ࡣい࡚ࡘ࡟地域芸術文化の振興、࡟ࡽࡉ 

そ、࡟い財政状況等を背ᬒࡋ厳、ࡉ指ᑟ者の絶対数୙足、⏫民の関心度のప、ࡣのの、現状࡛ࡶࡿ

のᏑ⥆࣭実施ࡀ危࡚ࢀࡲࡪいࠋࡿ 

 

ղ その対策 

 

地域芸術文化及び郷土芸能等の振興࡟あたࡣ࡚ࡗ、指ᑟ者並び࡟各種関ಀ団体の育成支援対策の

඘実を図ࡾ、推進体制の඘実や、機㐠を醸成ࡿࡍ環境づく࡟ࡾດ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ、⏤⥴あࡿ歴史、文

化等のᬑ及を図ࡿた࡟ࡵ必要施設の整備や体制づく࡝࡞ࡾ、生涯学習体系確立の一環࡚ࡋ࡜その඘

実࡟ດࡶࡿࡵのࡲࠋࡿࡍ࡜た、種㔛城跡ࡘ࡟い࡚ࡣ、国史跡࡚ࡋ࡜指定をཷけたࡾࡼ࡟࡜ࡇ、その

全容解明のたࡵの発掘調査࡜研究を⥅⥆࡚ࡋ実施ࡋ、周ᅖの環境、ᬒ観の保全࡟配慮ࡋた史跡公園

の整備促進㸦構想づくࡾ㸧࡟ດࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸯㸧国史跡ࠕ種㔛城跡ࠖの整備構想策定 

㸰㸧⏫歴史文化のᬑ及 

㸱㸧⏫指定文化財等の調査 

㸲㸧学校࡜の連携࡜ࡉࡿࡩࡿࡼ࡟学習㸦地域学習㸧の実施 
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

7 地域文化䛾振興等 䠄1䠅 
地域文化振興施設
等 

    
  

     地域文化振興施設     
  

       故郷民族資料館整備஦業 ⏫ 
  

       種里城遺跡බ園整備஦業 ⏫ 
  

        日本海ᣐ点館改修஦業 ⏫ 
  

    䠄3䠅 そ䛾他     
  

        ⏫指定文化㈈調査஦業 ⏫ 
  

    白ඵ幡大祭助成金 ⏫ 
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㸷 集落の整備 

 

㸦㸯㸧 集落の再編整備 

 

ձ 現況と問題点 

 

  当⏫の農山漁ᮧ集落࠾࡟けࡿ生活環境施設の整備状況ࡘ࡟い࡚ࡣ、戸数の多い基ᖿ集落を中心࡟

主要ᖿ線⏫道、ୖୗ水道、集会所等の整備ࡀ着実࡟進࡚ࡁ࡚ࢀࡽࡵいࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡿ、その他の

周辺࡟点ᅾࡿࡍᑠ規模集落࡟あࡣ࡚ࡗ、依然ୖ࡚ࡋ࡜グ施設整備ࡀ立ち遅ࡾ࠾࡚ࢀ、均質ྠ等の行

政࣮ࢧビࢫを享ཷ࡛࡞ࡁい状況࡟あࠋࡿ 

活動の⥅⥆等、緊急時࢕コミュニテࡿけ࠾࡟地域ࡾࡼ࡟た、過疎化、᰾家族化、少子高齢化等ࡲ

ࡉ࡜必要ࡀ生活୙安の⦆和や緊急時の安全の確保、ࡾ࠾住民相互扶ຓ活動のపୗを招い࡚ࡿけ࠾࡟

 ࠋࡿい࡚ࢀ

集ࡿあࡀࢀ恐ࡿ࡞く࡞い࡟完全ࡀ住民ࡿࡍ居住࡜ࡿࡍ数ᖺ経過、ࡣ࡟ᑠ規模集落の中、ࡣ࡟ࡽࡉ

落ࡶあࡾ、空ࡁ家等の増ຍࡿࡼ࡟跡地の適ṇ管理や防犯対策等、その再編整備ࡀ今後の課題࡛あࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

  交通条件ࡀᝏく、医療、教育等基礎的࡞公共࣮ࢧビࢫの確保ࡀ困㞴࡞ᑠ規模集落ࡘ࡟い࡚ࡣ、住

民の意向を十分配慮ࡶࡽࡀ࡞ࡋ、将来的ࡣ࡟集落移転ࡶ視㔝࡟入ࢀた集落再編成を進ࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ

の移転等ࡳ一定期間のࡿあ࡟住宅団地の形成、冬期間等Ꮨ節的ࡿけ࠾࡟移転ඛ地、ࡣ࡟ල体的ࠋࡿ

状況࡟応ࡌた施策を検討ࠋࡿࡍ 

 地域自治の基礎༢఩࡛あࡿ集落機能の維持やコミュニテ࢕活動のᣐ点ࡿ࡞࡜集会施設の維持管理

を適ṇ࡟行い、ࡲた、高齢者等࡟やࡋࡉい施設の整備を行い集落の自治体制を支援ࠋࡿࡍ 

࡜地域間交流施策、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵດ࡟跡地の適ṇ管理や防犯対策、ࡣ࡚ࡗあた࡟集落再編、࡟ࡽࡉ 

ン希望者の࣮ࢱ家やᮍ利用地の情報把握、㹓㹈㹇ࡁ家や土地の᭷効活用の検討を行い、空ࡁ空࡚ࡋ

ཷ入࡝࡞ࢀ、定住人口ࡾࡼ࡜ࡶࡣ交流人口ᣑ大࡟向けた施策ࡘ࡟い࡚ࡶ検討ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ 
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

8 集落䛾整理 䠄1䠅 
過疎地域集落再
編整備 

      

        自治集会所䝞䝸䜰䝣䝸䞊等改修஦業 ⏫ 
  

    䠄2䠅 
過疎地域自立ಁ
進特別஦業 

    
  

    UJI 䝍䞊ン支援஦業 ⏫ 
 

        空き家情ሗ䝞ン䜽஦業 ⏫ 
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㸯㸮 住民主体にࡼる地域づࡾࡃの推進 

 

 

㸦㸯㸧 コミࣗニテ࢕施設の整備等 

 

ձ 現況と問題点 

 

近ᖺ、地域づくࡾのྲྀ組ࡘ࡟い࡚ࡣ、高齢化等࡚ࡗࡼ࡟コミュニテ࢕機能ࡀపୗ࡚ࡋいࡿ集落等

た地域ࢀࡶ地域の伝統文化の埋、ࡋ༠働ࡀ主体࡞多様ࡀい࡚、住民、㹌㹎㹍、企業等ྲྀ組団体࠾࡟

資源を活用ࡋ、コミࣘニテ࢕を創生ࡀ࡜ࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

⏫ෆ会や自治会࡜いࡗた組⧊༢఩࡛のコミュニテ࢕活動ࡾࡼ࡜ࡶࡣ、地域福祉、地域防災を考え

 ࠋࡿ㔜要࡛あࡀ࡜ࡇࡘ当事者意識を持࡚ࡋ࡜担い手࡞住民自治の直接的ࡀ地域住民、࡝࡞ࡿ

解決能ࡘ࠿、ࡳ組ྲྀ࡟地域課題࡟自主的、࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ把握࡟地域の状況を的確ࡀࡽた住民自ࡲ

力を身ࡘ࡟け、住民ࡀ率ඛࠕ࡚ࡋ地域を経営࡜ࠖࡿࡍいう考え方、視点を確保ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

 現ᅾ、⏫ෆࡣ࡟、約 70の༢఩⏫ෆ会࡜、地༊࡟࡜ࡈ༢఩⏫ෆ会の連合組⧊ࡀᏑᅾࡶࡿࡍのの、他

の地域組⧊や多様࡞人材ࡀ相互࡟連携༠力ྲྀࡿࡍ組ࡀ活発化࡚ࡋい࡞いたࡵ、組⧊力を最大限࡟発

揮࡛ࡿࡁ௙組ࡳづくࡀࡾ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ 

 

 

ղ その対策 

 

⏫ෆ会等地縁団体、地域組⧊の強化ࡘ࡟い࡚ࡣ、地域ෆの多様࡞人材ࡀ集い、活発࡞連携༠力ࡀ

地域課題ࡿࡼ࡟連携༠力、࡟担当課を中心ࡾちづくࡲ、ࡽ࠿࡜ࡇࡿ効果的࡛あࡶ最ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉ࡞

 ࠋࡿࡵດ࡟の構築࣒テࢫࢩくࡘ結び࡟住民自治の強化、࡜ࡾ組⧊づくࡿࡁ対応࡛࡟

ල体の対策ࡣ࡚ࡋ࡜、地域の現状࡜地域課題を常࡟共᭷ࡋ率直࡞༠議を進ࡿࡵ地༊༠議会の創設

や各種地域交流活動の促進、地域活動のᣐ点ࡿ࡞࡜コミュニテ࢕施設の整備ࡿࡼ࡟地域住民相互の

連携強化等、ࢻ࣮ࣁ࣭ࢺࣇࢯ両面࡟わたྲྀࡿ組࡟ດࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡵ 

 

 

 

㸦㸰㸧 コミࣘニテ࢕ビࢪネࢫ 

 

ձ 現況と問題点 

 

過疎化の進ࡴ地方集落の中࡛あࡶ࡚ࡗᚑ来ࡽ࠿⥆く生活ࡀあࡾ、そࡽࢀを支えࡿた࡟ࡵ地域࡟᰿

付いた文化、知恵ࡀあࡣ࡛ࡲࢀࡇࠋࡿ過疎化、高齢化等ࡾࡼ࡟、その資源を᭷効的࡟使うࡉࡀ࡜ࡇ

ࡿࡍ再現、ࡋ起ࡾその資源を再び掘ࠋࡿけ࡚い࠿拍車を࡟一層過疎化、ࡾ࠾࡚ࢀࡉᨺ置ࡲࡲい࡞ࢀ

ᚑ来、行政主ᑟ࡛実ࡋࡇ起ࡾ掘ࡵたࡳ௙組ࡿࢀࡲ生ࡀ所得ࠋࡿࢀࡲ生ࡀ潤いࡋ活性化ࡣ集落࡛࡜ࡇ
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施࡚ࡋいた公共的事業や、公共࣮ࢧビࡘ࡟ࢫい࡚ࠕ、ࡣ官 㸦ࠖ行政㸧ࠕ࡜民 㸦ࠖ住民、⏫ෆ会、各種団

体等㸧ࡀ相互࡟連携༠力ࡿࡍ༠働型࡜࡬移行ࡀ࡜ࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ行政࡜住民ࡀ相互࡟連携

࡜ࡶࡣ分ᶒ型社会の形成㸦地域の自主自立㸧、ࡣ࡜ࡇࡿࡵ進ࡾ地域づく࡚ࡗ࡞࡜担い手࡟ࡶ࡜、ࡋ

地域住ࡿいわゆ、ࡍ解決策を見出ࡿࡍ対࡟地域課題ࡾࡼ࡟自己㈐任࡜い࡚自己決定࠾࡟地域、ࡾࡼ

民ࡿࡼ࡟住民自治の実現࣭強化࡜࡬結実ࡶࡿࡍの࡛あࠋࡿ 

地域࠾࡟けࡿ住民࡟対ࡿࡍ行政࣮ࢧビࡘ࡟ࢫい࡚ࡣ、行政ࡔけ࡛࡞く、住民自ࡽ担い手ࡇࡿ࡞࡜

た、今後、地域住民や⏫ෆ会ࡲࠋࡿ㔜要࡛あࡀ࡜ࡇいく࡚ࡵを進ࡾ地域づく࡚ࡋ連携࡟相互、࡛࡜

等住民組⧊ࡣ、行政の࡚ࡋ࡜࣮ࢼࢺ࣮ࣃ地域づくࡾを進ࡿࡵ中心的࡞役割を担う࡜ࡇを期待࡚ࢀࡉ

いࡽ࠿࡜ࡇࡿ、行政࡜地域住民そࢀࡒࢀの役割分担を明確化࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、༠働ࡾࡼ࡟行うྲྀࡁ࡭

組を適ษุ࡟断ࡘ࠿、ࡋ効率的࡟実施ࡿࡍ必要ࡀあࡋ࠿ࡋ ࠋࡿ、現状࡛ࡣ、༠働ࡿࡼ࡟地域づくࡾ

の機㐠ࡀ醸成࡚ࢀࡉい࡞いࡽ࠿࡜ࡇ、⏫ෆ会等住民組⧊を強化࡝࡞ࡿࡍ、地域の潜ᅾ力を十分࡟引

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ施策ࡍ出ࡁ

ࡿࡍ⧊地域住民࡛組、ࡣい࡚ࡘ࡟㹌㹎㹍ࡿࢀࡉ期待࡚ࡋ࡜主体࡞新たࡿけ࠾࡟ࡾた、地域づくࡲ 

㹌㹎㹍法人や、外部ࡽ࠿地域づくࡾを支援ࡿࡍ㹌㹎㹍法人の活用等、今後ࡣ公共的分㔝࡛の相互連

携ࡿࡼ࡟新た࡞公共࣮ࢧビࢫの創出や、༠働体制の構築を検討ࡿࡍ必要ࡀあࡿ㸦ࠕ新ࡋい公共 のࠖ創

出及びその試行㸧ࠋ 

 

 

ղ その対策 

 

༠働の地域づくࡾを進࡟ࡿࡵあたࡣ࡚ࡗ、地域住民自ࡀࡽ的確࡟地域の現状を把握࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、

地域課題を洗い出ࡋ、課題解決のた࡟ࡵ行動ࡿࡍ住民自治を最優ඛࡋ、真࡟自立ࡋた地域づくࡾの

実践࡟ດࠋࡿࡵそのたࡵ、当面ࡲ、ࡣちづくࡾ担当課ࡀ中心ࡾ࡞࡜地域住民ࡀ主体ࡗ࡞࡜た地域づ

くࡾの推進࡜体制構築を模索࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ、あࡿ一定のᶒ限付୚等ࡿࡼ࡟住民の自立性の醸成、意

思決定、事業実施の௙組ࡳの見直ࡋを図ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿ 

㹌㹎ࡔࢇ込ࡁ地域住民を巻、࡜༠働体制の明確化、ࡵのたࡾちづくࡲの༠働の࡜た、㹌㹎㹍等ࡲ 

㹍等の諸事業࡟対ࡿࡍ支援を行うࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇ 

 

㸯㸧地༊力点検㸦地༊ࣝ࢝テ等の作成㸧ࡿࡼ࡟地༊状況の把握等地域住民ࡀ自主的࡞行動を起ࡍࡇ

 ࡾけづく࠿ࡗࡁ

㸰㸧ࠕ集落点検ࠖࡿࡼ࡟ᑠ規模集落の維持Ꮡ⥆のたࡵの検証把握 

㸱㸧地域課題の解決策を཯映ࡋたࠕ地༊計⏬ࠖの策定 

㸲㸧地域住民自ࡀࡽ起ࡍࡇ、コミュニテ࢕ビࢪネ࡟ࢫ対ࡿࡍ支援 

㸳㸧㹌㹎㹍団体等の設立や公共的地域づくࡾ事業࡟対ࡿࡍ支援 

㸴㸧༠働のࡲちづくࢫࢩࡾテ࣒の構築  
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 

自  立  ಁ  進 ஦   業   ྡ 
஦ 業 内 容 

஦業 
備考 

施  策  ༊  分 䠄施   設   ྡ䠅 主体 

䠕 
住民主体䛻よ䜛地域

䛵く䜚䛾推進 
䠄1䠅 そ䛾他       

        コ䝭䝳䝙䝔䜱施設整備஦業 ⏫ 
  

    集会所等改修஦業補助金 
⏫内 

会等 

 

    䠄2䠅 
過疎地域自立ಁ進

特別஦業 
    

  

        地域䛵く䜚推進஦業助成金 
⏫内 

会等 

  

        コ䝭䝳䝙䝔䜱䝡䝆䝛䝇支援஦業 ⏫ 
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事業計⏬㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ度～㸱㸰ᖺ度㸧 過疎地域自立促進特別事業分 

 

自  立  促  進 事   業   ྡ 
事 業 ෆ 容 

事業 
備考 

施  策  ༊  分 㸦施   設   ྡ㸧 主体 

㸯 産業の振興 (9)過疎地域自立促進特別

事業 

    
  

      水産業研究育成事業費補ຓ

金 
漁༠  

      
漁業者支援ຓ成金 漁༠  

   農業振興ᣑ大推進事業費補

ຓ金 

農業༠ 

ྠ組合 
 

   
㥐前観光案ෆ所㐠営事業 

観光 

༠会 
 

   
⏫商ᕤ振興事業費補ຓ金 商ᕤ会  

   各種࣋࢖ンࢺ開催事業ຓ成

金 

観光 

༠会 
 

      ⏫観光༠会補ຓ金㸦㐠営費

補ຓ金㸧 

観光 

༠会 
 

   
  商品券発行事業 商ᕤ会࣒࢔レミࣉ

   
新推進体制構築事業 ⏫  

   
薬草等᱂ᇵ支援事業 ⏫  

㸰 交通通信体系の

整備、情報化及び地

域間交流の促進 

(11)過疎地域自立促進特

別事業 

    
  

  林道橋長ᑑ命化修⧋計⏬策

定事業 
⏫  

 
    路線ࢫࣂ維持確保対策補ຓ

金 

 ࢫࣂ

事業者 
 

 
  地域公共交通網形成計⏬策

定調査事業 

交通 

会議 
 

      
㈙い物等支援ࢫࣂ㐠行事業 ⏫  

      
  ⏫ 等㐠行事業ࢫࣂࢻン࣐ࢹ

   コミュニテࢫࣂ࢕等㐠行事

業 
⏫  

㸱 生活環境の整備 (7)過疎地域自立促進特別

事業 

    
  

      
防災対策の強化促進事業 ⏫  

   
空ࡁ家対策の඘実促進事業 ⏫  

   
自主防災組⧊結成事業 ⏫  
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自  立  促  進 事   業   ྡ 
事 業 ෆ 容 

事業 
備考 

施  策  ༊  分 㸦施   設   ྡ㸧 主体 

㸲 高齢者等の保健

及び福祉の向ୖ及び

増進 

(8)過疎地域自立促進特別

事業 

    
  

  

  
健康づくࡾ支援事業 ⏫ 

 

   地域包括ࢫࢩ࢔ࢣテ࣒構築

事業 
⏫ 

 

   
子ࡶ࡝医療費ຓ成事業 ⏫ 

 

   
ẕ子支援ࢭン࣮ࢱ事業 ⏫ 

 

   
乳児ࡇࡍや࠿支援事業 ⏫ 

 

   
ᨺ課後࣮࣒ࣝ事業 ⏫ 

 

      子࣭ࡶ࡝子育࡚支援事業計

⏬ 
⏫ 

  

㸳 医療の確保 (3)過疎地域自立促進特別

事業 

    
  

  

      
地域医療確保対策事業 

広域 

連合   

㸴 教育の振興 (4)過疎地域自立促進特別

事業 

  
 

 

競ᢏ㑅手育成࣭強ࢶ࣮࣏ࢫ   

化事業 

体育 

༠会  

   
⏫民ࢶ࣮࣏ࢫ大会開催事業 ⏫ 

 

   
国ෆ交流事業 ⏫ 

 

㸵 地域文化の振興

等 

(2)過疎地域自立促進特別

事業 

  
  

  

    
⏫指定文化財調査事業 ⏫ 

  

   
ⓑඵ幡大祭ຓ成金 ⏫ 

 

㸶  集落の整備 (2)過疎地域自立促進特別

事業 

  
    

  

      
空ࡁ家情報ࣂンク事業 ⏫ 

  

      
㹓㹈㹇࣮ࢱン支援事業 ⏫ 

  

㸷  住民主体ࡿࡼ࡟

地域づくࡾの推進 

(2)過疎地域自立促進特別

事業 

  
    

  

    
地域づくࡾ推進事業ຓ成金 

⏫ෆ 

会等   

   コミࣘニテ࢕ビࢪネࢫ支援

事業 
⏫ 
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